
　

本
訳
注
は
、「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
に
つ
い
て
、
目
に
す
る
こ
と
の
で

き
る
テ
キ
ス
ト
の
全
文
を
あ
げ
て
異
同
の
全
体
像
を
示
す
と
と
も
に
、
注
釈
と
訳

を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
に
つ
い
て
は
、
抄
写
が
行
わ
れ
た
当
時
に
お
け
る

用
字
意
識
を
探
る
た
め
、
本
文
校
訂
は
行
わ
ず
、
明
ら
か
な
誤
字
・
略
字
や
修
正

の
跡
も
含
め
て
、
可
能
な
限
り
原
文
の
ま
ま
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
踊
り

字
や
周
辺
に
書
き
込
ま
れ
た
記
号
も
、
で
き
る
限
り
原
型
に
近
い
形
で
示
す
こ
と

に
し
た
。

　

最
も
完
備
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
るS.2614

を
底
本
と
し
、
他
の
テ
キ
ス
ト
を

並
列
す
る
形
を
取
る
。
訳
文
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
解
釈
が
成
り
立
ち
う
る
場
合

に
つ
い
て
は
仮
に
一
つ
の
訳
を
附
し
、
注
で
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ

る
形
を
取
っ
て
い
る
。

　

本
訳
注
は
、
京
都
府
立
大
学
に
お
い
て
開
催
し
て
い
る
敦
煌
変
文
研
究
会
の
成

果
で
あ
る
。
今
回
の
訳
注
作
成
担
当
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
箇
所
の
後
に
名
前

を
附
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
本
成
果
は
無
論
、
今
回
の
訳
注
作
成
担
当
者
以

外
の
メ
ン
バ
ー
ら
を
含
め
た
研
究
会
に
お
け
る
議
論
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ

り
、
ま
た
彼
ら
は
原
稿
の
確
認
・
修
正
等
の
作
業
に
従
事
し
て
い
る
の
で
、
全
員

を
共
著
者
と
す
る
。

　

分
量
が
多
い
た
め
、分
割
し
て
掲
載
す
る
。
最
初
の
部
分
は
（
一
）
と
し
て
『
京

都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人
文
』
第
七
〇
号
（
二
〇
一
八
年
一
二
月
）
に
、
続
く

部
分
を
（
二
）
と
し
て
『
和
漢
語
文
研
究
』
第
一
六
号
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

に
掲
載
し
た
。
本
稿
は
そ
の
第
三
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
部
分
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
本
年
度
中
に
『
和
漢
語
文
研
究
』
第
一
七
号
に
掲
載
の
予
定
で
あ
る
。
残
り

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
発
表
を
目
指
し
て
い
る
。

【
使
用
テ
キ
ス
ト
】

　

今
回
訳
注
を
作
成
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
次
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
た
。
な

お
、
黄
征
・
張
涌
泉
校
注
『
敦
煌
變
文
校
注
』
と
対
照
す
る
際
の
便
宜
を
考
え

て
、
以
下
本
文
を
あ
げ
る
際
に
は
テ
キ
ス
ト
番
号
と
同
書
に
お
け
る
略
号
を
併
記

す
る
。（　

）
内
に
記
す
の
が
当
該
の
略
号
で
あ
る
。
な
お
、杏
雨
羽071

は
『
校

注
』
で
は
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。

S.2614
（
原
）

P.2319
（
甲
）

杏
雨
羽071

BD
00876

（
戊
）

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）

小
松
謙
・
井
口
千
雪
・
大
賀
晶
子
・
香
月
玲
子
・
川
上
萌
実
・
孫
琳
浄
・

玉
置
奈
保
子
・
田
村
彩
子
・
藤
田
優
子
・
宮
本
陽
佳

一

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



BD
04085

（
己
）

※
近
年
の
動
向
を
鑑
み
、
戊
巻
と
己
巻
の
写
本
番
号
に
つ
い
て
は
『
敦
煌
變
文
校

注
』が
依
拠
す
る
千
字
文
号（
盈
字
76
号
・
麗
字
85
号
）か
ら
北
敦
号（BD

00876

・

BD
04085

）
へ
と
改
め
た
。

※
北
京8444

も
目
連
救
母
故
事
を
題
材
と
す
る
変
文
で
あ
る
が
、
文
章
が
全
面

的
に
異
な
る
た
め
、
本
訳
注
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。

【
凡
例
】

・
字
体
は
可
能
な
限
り
原
文
に
従
っ
た
。

・
□
は
欠
字
。紙
が
破
れ
て
い
る
た
め
に
欠
字
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
な
ど
。

・
■
は
判
読
不
能
の
文
字
。

・
×
は
、
他
の
テ
キ
ス
ト
に
存
在
す
る
本
文
が
、
あ
る
テ
キ
ス
ト
に
は
な
い
こ
と

を
示
す
。

・
は
っ
き
り
見
え
な
い
が
お
そ
ら
く
そ
の
文
字
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
場
合
に

は
、
字
の
回
り
に
□
を
附
す
。
例
：
望□

・
単
に
字
形
が
似
て
い
る
こ
と
に
よ
る
誤
字
と
思
わ
れ
る
場
合
は
「
マ
マ
」
記
号

を
附
し
て
、
注
は
つ
け
な
い
。

・
小
字
は
字
の
周
辺
（
右
上
・
右
横
・
右
下
）
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
字
で
あ
る
。

・
小
字
の「
乙
」は
倒
置
を
示
す
記
号
と
思
わ
れ
る（
日
本
漢
文
に
お
け
る
レ
点
）。

原
本
で
は
「
レ
」
に
見
え
る
例
も
多
い
が
、「
乙
」
に
統
一
す
る
。

・
字
の
右
横
に
記
さ
れ
る
「
ト
」
は
誤
字
を
示
す
記
号
と
思
わ
れ
る
（
日
本
に
お

け
る
み
せ
げ
ち
）。

・
台
詞
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
「
」
を
入
れ
る
。

・
韻
文
部
分
は
全
文
二
字
下
げ
と
す
る
。

・
注
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
近
年
の
校
訂
を
経
た
刊
行
物
で
確

認
し
、
初
出
時
に
書
誌
情
報
を
記
し
て
い
る
。
書
誌
情
報
を
記
し
て
い
な
い
も

の
は
、仏
典
に
つ
い
て
は『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』、そ
の
他
は『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』

に
よ
っ
て
い
る
。

・
参
照
し
た
活
字
本
・
校
注
・
辞
書
類
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

黄
征
・
張
涌
泉
校
注
『
敦
煌
變
文
校
注
』（
中
華
書
局　

一
九
九
七
年
）：「『
校

注
』」
と
略
称

王
重
民
ほ
か
編
『
敦
煌
變
文
集
』（
人
民
文
学
出
版
社　

一
九
八
四
年
）：「『
敦

煌
變
文
集
』」
と
呼
称

項
楚
「『
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
』
補
校
」（『
四
川
大
學
學
報
叢
刊
』
第

二
七
輯
『
古
籍
整
理
研
究
』、
一
九
八
五
年
。
の
ち
項
楚
『
敦
煌
語
言
文
學

論
集
』〔
上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
一
一
年
〕
所
収
）：「
項
楚
校
」
と
略
称

項
楚
『
敦
煌
變
文
選
注
（
增
訂
本
）』（
中
華
書
局　

二
〇
〇
六
年
）：「『
選
注
』」

と
略
称

蔣
禮
鴻
『
敦
煌
變
文
字
義
通
釋
』（
中
華
書
局　

一
九
五
九
年
、
上
海
古
籍
出

版
社　

一
九
八
一
年
〔
増
訂
本
〕）：「
蔣
禮
鴻
」
と
略
称

中
村
元
『
廣
説
仏
教
語
辞
典
』（
東
京
書
籍　

二
〇
〇
一
年
）：「
広
説
」
と
略

称

・
こ
の
他
、
主
と
し
て
以
下
の
辞
典
類
を
参
照
し
た
。

古
田
紹
欽
・
金
岡
秀
友
・
鎌
田
茂
雄
・
藤
井
正
雄
『
仏
教
大
事
典
』（
小
学
館

　

一
九
八
八
年
）

石
田
瑞
麿
『
例
文
仏
教
語
大
辞
典
』（
小
学
館　

一
九
九
七
年
） 二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



中
村
元
ほ
か
編
『
岩
波　

仏
教
辞
典　

第
二
版
』（
岩
波
書
店　

二
〇
〇
二
年
）

望
月
信
亨
編
『
望
月
佛
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会　

一
九
五
四
年
）

織
田
得
能
編
『
織
田
佛
教
大
辞
典
』（
大
蔵
出
版　

一
九
五
四
年
）

江
藍
生
・
曹
廣
順
編
『
唐
五
代
語
言
詞
典
』（
上
海
教
育
出
版　

一
九
九
七
年
）

⓬《
唱
》S.2614

（
原
）：
刀
山（

一
）白

骨
乱
縦
橫
、
劔

乙樹
頭
人
千
万
顆
。
欲
得
不
攀
刀
山
者
、

P.2319

（
甲
）：
刀
山
白
骨
乱
縦
横
、
劔
樹
人
頭
千
万
顆
。
欲
得
不
攀
刀
山
者
、

杏
雨
羽071

：
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□

無
過
寺
家
填
好
圡（

二
）。

椄
菓
木（

三
）入

伽
藍
、
布
施
種
子
倍
常
住（

四
）。

阿
、
你
箇

無
過
寺
家
填
好
圡
。

挿
菓
木
入
伽
藍
、
布
施
種
子
倍
常
住
。
×　

你
箇

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□　

□
□

罪
人
不
可
説（

五
）。

累
刼
受
訖罪

度
恒
沙（

六
）、従

佛
涅
盤マ

マ

仍
未
出（

七
）。

此
獄
東
西
數
百
里
、

罪
人
不
可
説
。
累
劫
受
罪
度
恒
沙
、
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□

罪
人
乱
走
肩
相
裰（（

八
）

。
業
風（

九
）吹

火
向
前
燒
、
獄
卒
杷

（
一
〇
）杈

従
後
挿
。
身
手

（
一
一
）應

時是（
一
二
）

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□

如
瓦
碎
、
手
足
當
時
如
粉
沫

（
一
三
）。

沸
鐵
騰
光
向
口
櫑（

（
一
四
）、

着
者
左
穿
如
右
穴

（
一
五
）。

銅（
一
六
）

×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

銅
×

□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□

箭
傍
飛
射
眼
精
、
×
×
劔
輪

（
一
七
）直

下
空
中
割
。
為
言

（
一
八
）千

載
不
為
人
、
鐵
杷

（
一
九
）樓

聚
（
二
〇
）

箭
傍
飛
射
眼
精
、
刀
山
劔
樹
直
下
×
×
割
。
唯
言
千
載
不
為
人
、
鐵
杷
樓
聚

□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

鐵
把
樓
聚

還
交
活
。

還
交
活
。

云
〻

還
交
活
。

【
現
代
語
訳
】

　

刀
山
に
は
白
骨
が
縦
横
無
尽
に
散
乱
し
、
剣
樹
に
は
人
間
の
首
が
一
千
一
万
個

（
刺
さ
っ
て
い
ま
す
）。
刀
山
に
登
ら
ず
に
済
む
よ
う
望
む
者
は
、
寺
に
良
い
土
を

敷
き
詰
め
る
が
よ
ろ
し
い
。
果
樹
を
植
え
て
接
ぎ
木
し
て
伽
藍
に
納
め
、
種
を
寄

進
し
て
寺
の
財
を
増
や
す
の
で
す
。（
地
獄
絵
の
罪
人
を
指
さ
し
な
が
ら
？
）あ
あ
、

お
ぬ
し
の
よ
う
な
罪
人
に
は
（
善
の
な
ん
た
る
か
を
）
言
葉
や
説
法
で
は
説
き
尽

く
せ
ぬ
。
な
が
の
年
月
罪
の
責
め
苦
を
受
け
れ
ば
（
仏
の
説
法
に
よ
り
）
恒
沙
の

如
き
多
数
の
衆
生
が
救く

済さ
い

さ
れ
る
も
の
だ
が
、（
お
ぬ
し
は
説
法
の
恩
恵
を
受
け

ず
）釈
迦
仏
が
亡
く
な
る
時
に
も
依
然
と
し
て
解
脱
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
の
じ
ゃ
。

こ
の
地
獄
は
東
か
ら
西
ま
で
数
百
里
も
あ
り
、
罪
人
が
入
り
乱
れ
て
走
り
肩
を
並

べ
合
わ
せ
て
（
ひ
し
め
い
て
）
お
り
ま
す
。
業
風
が
火
を
煽
り
前
か
ら
焼
い
て
来

三

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



て
、
獄
卒
が
刺
叉
を
持
っ
て
後
ろ
か
ら
差
し
挟
ん
で
来
ま
す
。
体
と
首
は
す
ぐ
さ

ま
瓦
が
碎
け
る
よ
う
に
（
ば
ら
ば
ら
と
）
な
り
、
手
と
足
は
す
ぐ
さ
ま
粉
や
泡
の

よ
う
に
な
り
（
砕
け
散
り
）
ま
す
。
沸
き
立
っ
た
鉄
が
て
ら
て
ら
と
輝
き
（
そ
れ

を
）
口
や
お
で
こ
に
向
け
、
触
れ
れ
ば
左
の
穴
か
ら
右
の
穴
へ
貫
か
れ
ま
す
。
銅

の
矢
が
傍
へ
飛
ん
で
来
て
目
玉
を
射
て
、
剣
の
輪
が
真
っ
直
ぐ
落
ち
て
来
て
空
中

で
（
体
を
）
真
っ
二
つ
に
割
き
ま
す
。
思
う
に
千
年
経
っ
て
も
人
間
に
は
な
れ
ま

す
ま
い
、
鉄
の
熊
手
で
掻
き
集
め
て
ま
た
生
き
返
ら
せ
る
の
で
す
か
ら
。

【
注
】

（
一
）刀
山
：
刀
山
は
地
獄
の
責
め
苦
の
一
つ
で
、
仏
典
に
多
く
登
場
す
る
。
例
え

ば
東
晋
の
佛
陀
跋
陀
羅
訳
『
佛
説
觀
佛
三
昧
海
經
』
巻
五
「
觀
佛
心
品
第
四
」
に

は
「
刀
輪
地
獄
者
、
四
面
刀
山
、
於
衆
山
間
積
刀
如
塼
。
虚
空
中
有
八
百
萬
億
極

大
刀
輪
、
隨
次
而
下
猶
如
雨
渧
。
…
…
是
時
獄
卒
頂
戴
刀
輪
翳
令
不
現
、
至
罪

人
所
卑
言
遜
辭
、「
我
有
利
刀
能
割
重
病
。」
罪
人
歡
喜
即
自
念
言
、「
惟
此
爲
快
。

氣
絶
命
終
生
刀
輪
上
、
如
醉
象
走
墮
刀
山
間
。」
是
時
四
山
一
時
倶
合
、
四
種
刀

山
割
切
其
身
、
不
自
勝
持
悶
絶
而
死
。
獄
卒
羅
刹
驅
蹙
罪
人
令
登
刀
山
。
未
至
山

頂
刀
傷
足
下
乃
至
于
心
、
畏
獄
卒
故
匍
匐
而
上
。
既
至
山
頂
、
獄
卒
手
執
一
切
刀

樹
、
撲
殺
罪
人
。
未
死
之
間
鐵
狗
囓
心
。
楚
毒
百
端
。
鐵
蟲
唼
食
肉
皆
都
盡
。
尋

復
唱
活
。
脚
著
鐵
輪
從
空
而
下
。
一
日
一
夜
六
十
億
生
六
十
億
死（
刀
輪
地
獄
は
、

四
方
に
刀
山
が
あ
り
、
山
々
に
刀
が
煉
瓦
の
よ
う
に
積
ま
れ
て
い
る
。
虚
空
か
ら

八
百
万
億
の
巨
大
な
刀
輪
が
現
れ
、
後
か
ら
後
か
ら
雨
が
降
る
よ
う
に
落
ち
て
来

る
。
…
…
こ
の
時
獄
卒
が
刀
輪
を
受
け
止
め
遮
っ
て
現
れ
な
い
よ
う
に
さ
せ
、
罪

人
の
所
へ
行
っ
て
恭
し
く
謙
遜
の
言
葉
を
言
う
、「
私
は
鋭
い
刀
を
持
っ
て
お
り

重
病
を
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
罪
人
は
喜
ん
で
す
ぐ
に
自
ら
思
う
、「
ど
う
か

早
く
そ
う
し
て
く
れ
。
意
識
を
失
い
命
を
終
え
る
と
刀
輪
の
傍
に
生
ま
れ
、
酔
っ

た
象
が
走
る
よ
う
な
迷
い
の
心
を
持
っ
て
刀
山
の
間
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。」
こ

の
時
四
つ
の
山
が
同
時
に
合
わ
さ
り
、
四
種
の
刀
山
が
そ
の
身
を
切
り
、
持
ち
こ

た
え
ら
れ
ず
悶
絶
し
て
死
ぬ
。
獄
卒
の
羅
刹
は
罪
人
を
駆
り
た
て
刀
山
に
登
ら
せ

る
。
ま
だ
山
頂
に
着
か
ぬ
う
ち
に
足
の
裏
が
傷
つ
き
心
臓
に
ま
で
至
る
が
、
獄
卒

を
恐
れ
る
た
め
に
這
い
つ
く
ば
っ
て
登
る
。
山
頂
に
着
く
と
、
獄
卒
が
手
に
一
振

り
の
刀
樹
を
持
ち
、
罪
人
を
撃
ち
殺
す
。
ま
だ
死
な
ぬ
う
ち
に
鉄
の
犬
が
心
臓
に

噛
み
つ
く
。
酷
刑
は
多
種
多
様
。
鉄
の
虫
が
齧
っ
て
肉
は
す
べ
て
無
く
な
る
。
つ

い
で
ま
た
叫
ん
で
生
き
返
る
。
足
に
鉄
の
輪
を
つ
け
て
空
か
ら
落
ち
る
。
一
昼
夜

に
六
十
億
人
が
生
ま
れ
六
十
億
人
が
死
ぬ
）」
と
あ
る
。

（
二
）填
好
圡
：
直
訳
は
「
良
い
土
を
詰
め
る
」。
続
く
句
に
果
樹
や
種
を
寄
進
す

る
よ
う
勧
め
る
文
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
栽
培
す
る
た
め
の
肥
え
た
土
を

寄
進
す
る
よ
う
聴
衆
に
勧
め
る
言
葉
と
解
釈
さ
れ
る
（
敦
煌
は
砂
漠
地
帯
に
位
置

し
、
果
物
の
栽
培
に
適
し
た
沃
土
が
貴
重
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）。
或

い
は
、
壇
場
（
祭
場
）
を
築
く
た
め
の
良
質
な
土
を
寄
進
す
る
よ
う
勧
め
る
言
葉

と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
仏
典
に
お
い
て
、
い
ば
ら
・
と
げ
・
骨
・
石
・

瓦
礫
な
ど
が
混
じ
っ
た
「
悪
土
」
と
、
不
純
物
の
混
じ
っ
て
い
な
い
「
好
土
」
を

区
別
す
る
概
念
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
壇
場
を
築
く
際
に
は
「
悪
土
」
を
取
り
除

い
て
「
好
土
」
を
敷
き
詰
め
る
よ
う
説
か
れ
る
。
例
え
ば
唐
の
寶
思
惟
訳
『
不
空

羂
索
陀
羅
尼
自
在
王
呪
經
』
巻
下
の
「
若
欲
作
壇
先
擇
星
日
、
若
路
逢
善
相
選
吉

祥
地
。
或
於
河
邊
或
山
林
處
或
園
苑
中
。
應
離
荊
棘
骨
石
瓦
礫
高
下
不
平
、
穢
草

稠
林
險
惡
之
地
。
於
其
好
處
除
去
惡
土
好
土
填
之
、
泥
塗
摩
拭
平
坦
如
掌
（
祭
壇

四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
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」
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を
作
ろ
う
と
思
う
な
ら
ま
ず
方
角
を
選
び
、方
角
が
良
け
れ
ば
吉
祥
の
地
を
選
ぶ
。

或
い
は
川
辺
、
或
い
は
山
林
の
中
、
或
い
は
庭
園
の
中
で
あ
る
。
い
ば
ら
・
と
げ
・

骨
・
石
・
瓦
礫
が
あ
っ
た
り
、
高
低
差
が
あ
っ
た
り
、
雑
草
地
や
密
林
な
ど
の
険

し
く
痩
せ
た
地
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
良
い
場
所
で
悪
い
土
を
取
り
除
き

良
い
土
を
敷
き
詰
め
、
泥
を
塗
っ
て
拭
い
て
掌
の
よ
う
に
平
坦
に
す
る
）」
な
ど
。

（
三
）
椄
菓
木
：S.2614

（
原
）は
「

椄
」、P.2319

（
甲
）は
「

挿
」
と
作
る
。「

」

は
「
栽
（
植
え
る
）」
の
俗
字
（
遼
の
行
均
撰
『
龍
龕
手
鏡
』〔
中
華
書
局
、
高
麗

版
影
印
、
一
九
八
五
年
〕
巻
四
「
木
部
」、「
擱
・
：
音
灾
、
與
栽
同
、
種
也
」）。

「
菓
」
は
「
果
（
果
物
）」
の
俗
字
（
唐
の
顔
元
孫
撰
『
干
禄
字
書
』〔『
叢
書
集
成

初
編
』、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
〕「
上
聲
」、「
菓
・
果
：
果
木
字
、
並
上
俗
、

下
正
」）。
一
般
的
に
、
果
樹
の
繁
殖
は
、
種
か
ら
植
え
て
も
同
じ
品
質
の
果
実
を

収
穫
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
良
い
果
実
の
な
る
株
か
ら
の
接
木
や
挿
木
と

い
っ
た
方
法
が
採
ら
れ
る
。S.2614

（
原
）「

椄
」
の
「
椄
」（「
接
」
に
通
ず
る
）

は
接
木
（
植
物
の
無
性
繁
殖
方
法
の
一
つ
）
す
る
の
意
。「
栽
接
」
の
語
は
、
や

は
り
花
木
や
果
樹
の
栽
培
の
文
脈
中
に
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
宋
の
呉

自
牧
撰
『
夢
粱
錄
』（
浙
江
人
民
出
版
社
一
九
八
〇
年
）
巻
一
八
「
物
産
、
花
之

品
」
に
「
秋
茶
、
東
西
馬
塍
色
品
頗
盛
、
栽
接
一
本
有
十
色
者
（
秋
茶
〔
ツ
バ
キ

科
の
花
木
か
〕
や
、
東
西
に
合ね

む
の
は
な

歓
花
が
色
と
り
ど
り
に
た
い
そ
う
盛
ん
に
咲
い
て

お
り
、
栽
接
し
て
一
本
に
十
色
の
花
が
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
）」
と
見
え
る
。

ま
た
、
唐
代
に
は
宮
苑
の
花
木
・
果
樹
を
掌
る
「
栽
接
使
」
と
い
う
官
職
が
置
か

れ
て
お
り
（
呂
宗
力
主
編
『
中
國
歷
代
官
制
大
辞
典
（
修
訂
版
）』〔
商
務
印
書
館

二
〇
一
五
年
〕
／
『
舊
唐
書
』
巻
一
八
四
「
宦
官
列
傳
、
李
輔
國
」
な
ど
）、
当

時
「
栽
接
」
の
語
が
普
及
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。P.2319

（
甲
）「

挿
」

は
「
植
え
て
挿
木
す
る
」
の
意
。
例
え
ば
宋
の
蘇
軾
「
景
純
見
和
、復
次
韻
贈
之
」

詩
之
二
（『
蘇
軾
詩
集
』〔
中
華
書
局
一
九
八
二
年
〕
巻
十
一
）
の
「
老
去
此
身
無

處
著
、
爲
翁
栽
插
萬
松
岡
（
年
老
い
た
こ
の
身
を
現
す
所
も
無
く
、
翁
と
な
っ
て

山
嶺
に
一
万
本
の
松
を
栽
挿
す
る
）」
の
よ
う
に
、
松
な
ど
挿
木
で
繁
殖
さ
せ
る

植
物
の
栽
培
の
文
脈
中
に
用
い
ら
れ
る
。

（
四
）倍
常
住
：「
倍
」
は
二
倍
に
す
る
・
増
や
す
の
意
。「
常
住
」
は
寺
院
の
土
地

や
什
器
の
意
で
、
こ
こ
で
は
「
寺
の
財
」
と
意
訳
し
た
。「
倍
常
住
」
の
用
例
は

少
な
い
が
、
唐
の
圓
照
撰
『
代
宗
朝
贈
司
空
大
辨
正
廣
智
三
藏
和
上
表
制
集
』
巻

三
「
三
藏
和
上
遺
書
一
首
」（
西
域
に
生
ま
れ
十
三
歳
の
と
き
長
安
に
入
っ
た
不

空
三
蔵
〔
七
〇
五-

七
四
〕
の
遺
書
）
に
「
其
車
牛
鄠
縣
洨
南
莊
并
新
買
地
、
及

御
宿
川
貼
得
稻
地
街
南
菜
園
、
吾
並
捨
留
當
院
文
殊
閣
下
道
場
、
轉
念
師
僧
永
充

糧
。
用
香
油
炭
火
等
供
養
、
並
不
得
出
院
破
用
、
外
人
一
切
不
得
遮
蘭
及
有
侵
奪
。

其
祥
谷
紫
（
井
口
注
：
喜
安
三
年
刊
大
谷
大
学
蔵
本
に
は
「
柴
」
と
異
本
注
記
が

あ
る
）
莊
將
倍
常
住
、
其
莊
文
契
並
付
寺
家
（
牛
車
や
鄠
県
の
洨
水
の
南
の
荘
園

と
新
し
く
買
っ
た
土
地
、
及
び
御
宿
川
沿
い
の
田
地
と
街
の
南
に
あ
る
菜
園
を
、

私
は
す
べ
て
当
院
の
文
殊
閣
下
道
場
に
捨
留
〔
喜
捨
の
意
か
〕
し
、
師
や
僧
が
永

遠
に
糧
食
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
願
う
。
香
油
や
炭
火
な
ど
の
供
物
を
用
い
る
に
、

決
し
て
院
か
ら
出
し
て
消
費
さ
せ
ず
、
外
の
人
が
隠
し
た
り
奪
う
こ
と
が
一
切
で

き
ぬ
よ
う
に
せ
よ
。
祥
谷
〔
地
名
か
〕
の
村
の
荘
園
は
寺
院
の
財
を
倍
増
さ
せ
る

だ
ろ
う
。
荘
園
の
売
買
契
約
文
書
は
全
て
寺
に
付
与
す
る
）」
と
見
え
る
。

（
五
）阿
、你
箇
罪
人
不
可
説
：「
不
可
説
」
は
仏
典
に
お
い
て
は
梵
語anabhilāpya

の
漢
訳
で
、
口
で
説
明
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
こ
と
ば
で
表
現
で
き
な
い
、
言

葉
で
は
言
い
よ
う
の
な
い
、
説
き
尽
く
さ
れ
ぬ
の
意
で
あ
り
（『
広
説
』）、「
あ
あ
、

五

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



お
ぬ
し
の
よ
う
な
罪
人
に
は
（
善
の
な
ん
た
る
か
を
）
言
葉
や
説
法
で
説
き
尽
く

す
こ
と
は
で
き
ぬ
」
の
意
と
解
釈
さ
れ
る
。「
你
」
は
変
文
の
聴
衆
に
向
け
た
呼

び
か
け
で
は
な
く
、
絵
解
き
に
使
用
す
る
地
獄
絵
に
描
か
れ
た
罪
人
に
対
す
る
呼

び
か
け
だ
ろ
う
。

（
六
）累
刼
受
訖罪

度
恒
沙
：「
累る

い
こ
う劫

」
は
仏
語
で
、
多
数
の
劫
（
無
限
の
時
間
）
を

重
ね
る
こ
と
、
な
が
の
年
月
（『
広
説
』）。「
受
罪
」
は
罪
に
よ
る
責
め
苦
を
受
け

る
こ
と
。「
度
」
は
「
渡
」
に
通
じ
、
梵
語nī

（
導
く
）・paritrān

・a

・uttāran

・a

（
救く

済さ
い

・
済
度
）
な
ど
の
漢
訳
語
で
、
も
と
は
川
を
渡
る
の
意
だ
が
、
宗
教
的
に

は
、
こ
の
苦
し
み
の
世
界
か
ら
、
か
の
目
覚
め
の
世
界
へ
自
己
が
超ち

ょ
う
お
つ越

す
る
こ
と
、

お
よ
び
他
者
を
そ
の
よ
う
に
導
き
救
済
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
（『
広
説
』
及
び

『
岩
波
仏
教
辞
典
』）。「
恒ご

う
し
ゃ沙

」
は
「
恒ご

う
が
し
ゃ

河
沙
」（
梵
語Gan

・gā-nadi-vālukā

）
の

省
略
形
で
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
、
転
じ
て
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
の
よ
う
に
数

量
が
多
い
こ
と
を
言
い
、
多
く
は
諸
仏
・
菩
薩
・
仏
国
土
の
数
な
ど
が
計
り
知

れ
な
い
こ
と
を
喩
え
る
（『
広
説
』）。
入
谷
義
高
は
本
句
を
「
恒
沙
の
劫
を
経
つ

つ
罰
を
受
け
」
と
訳
す
が
（『
仏
教
文
学
集
』〔
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系

六
〇
、一
九
七
五
年
〕）、
原
文
の
文
法
的
構
造
に
即
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
「
度
」

が
正
確
に
訳
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
、「
恒
沙
」
が
時
間
を
修
飾
す
る
言
葉
と
し

て
適
当
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
仏
典
を
見
る
限
り
、「
度
恒
沙
」
は
「
恒
沙

の
如
く
多
く
の
衆
生
を
済
度
す
る
」
の
意
で
使
わ
れ
る
。
例
え
ば
宋
の
智
嚴
訳

『
佛
説
法
華
三
昧
經
一
巻
』、「（
如
來
）
各
各
在
十
方
教
化
、
度
恒
沙
等
天
人
民
、

皆
使
作
佛
（
如
来
は
あ
ち
こ
ち
で
教
化
を
行
い
、
恒
沙
の
数
ほ
ど
の
天
の
民
や
人

間
界
の
民
を
済
度
し
、
み
な
成
仏
さ
せ
た
）」、『
佛
徳
大
通
禪
師
愚
中
和
尚
語
録
』

「
序
」、「
嗟
乎
、過
去
大
通
佛
、在
塵
點
劫
前
、轉
無
數
法
輪
、度
恒
沙
衆
生
（
あ
あ
、

釈
迦
牟
尼
仏
は
、
永
遠
の
昔
、
無
数
の
説
法
を
行
い
、
恒
沙
の
数
ほ
ど
の
衆
生
を

済
度
し
た
）」
な
ど
。
以
上
か
ら
、「
な
が
の
年
月
罪
の
責
め
苦
を
受
け
れ
ば
（
仏

が
説
法
に
よ
り
）
恒
沙
の
如
き
多
数
の
衆
生
を
救
済
す
る
も
の
だ
が
」
と
訳
出
し

た
。S.2614

（
原
）に
は「
受
罪
」を「
受
訖
」と
書
き
損
じ
た
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

抄
写
者
が
は
じ
め
「（
罪
の
責
め
苦
を
）
受
け
終
わ
っ
た
ら
」
と
解
釈
し
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
七
）従
佛
涅
盤
仍
未
出
：「
従
佛
涅
盤
」
の
解
釈
は
難
解
。
ま
ず
「
従
」
は
以
下

の
三
通
り
の
解
釈
が
可
能
。（
ⅰ
）「
～
か
ら
」
の
意
。（
ⅱ
）
介
詞
「
在
」「
於
」

と
同
義
。
用
例
は
宋
の
李
昉
ら
撰
『
太
平
廣
記
』（
中
華
書
局
一
九
六
一
年
）
巻

一
二
「
神
仙
一
二
、
李
常
在
」
の
「
後
乃
各
見
死
在
牀
上
、
二
家
哀
泣
、
殯
埋
之
。

百
餘
日
、
弟
子
從
郫
縣
逢
常
在
。
將
此
二
兒
俱
行
（
の
ち
〔
李
常
在
の
〕
弟
子
二

人
が
そ
れ
ぞ
れ
床
の
上
で
死
ん
で
い
る
の
を
見
て
、
二
人
の
家
の
者
は
泣
き
悲
し

み
、
棺
に
入
れ
て
埋
葬
し
た
。
百
日
余
り
経
ち
、
弟
子
は
郫
縣
で
師
の
李
常
在
に

会
っ
た
。〔
李
常
在
は
〕
こ
の
二
人
の
子
を
と
も
に
連
れ
て
行
っ
た
）」
が
あ
る
。

（
ⅲ
）
徐
震
堮
校
（「
敦
煌
變
文
集
校
記
補
正
」〔『
華
東
師
大
學
報
・
人
文
科
學
』

一
九
五
八
年
一
期
〕）・『
校
注
』
が
言
う
よ
う
に
「
縱
（
た
と
え
～
と
し
て
も
）」

に
通
ず
る
と
み
な
す
。『
校
注
』
は
根
拠
と
し
て
、
二
十
世
紀
の
言
語
学
者
楊
伯

峻
が
、『
春
秋
左
氏
傳
』「
宣
公
二
年
」
の
「
從
其
有
皮
、
丹
漆
若
何
」
句
に
附
し

た
注
に
「
從
同
縱
、讓
步
連
詞
。
言
縱
令
有
皮
、但
丹
漆
難
給
、將
若
之
何
（「
從
」

は
「
縱
」
に
同
じ
、
譲
歩
の
連
詞
。
た
と
え
皮
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
甲
冑
に
塗

る
朱
色
の
漆
は
供
給
し
難
く
、こ
れ
を
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
、と
言
う
の
で
あ
る
）」

（
陽
伯
峻
編
『
春
秋
左
傳
注
』〔
中
華
書
局
一
九
八
一
年
〕
六
五
四
頁
）
と
言
う
の

を
挙
げ
る
。
次
に「
佛
」は
、本
変
文
中
で
は
釈
迦
牟
尼
仏
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
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梵
語buddha

（
ブ
ッ
ダ
）
の
音
写
で
、
原
義
は
目
覚
め
た
人
、
自
ら
真
理
を
悟

り
、
他
人
を
悟
ら
せ
、
悟
り
の
働
き
が
極
ま
り
満
ち
た
究
極
の
覚か

く
し
ゃ者

を
広
く
意
味

す
る
（『
広
説
』）。「
涅
盤
」
は
「
涅
槃
」
と
同
義
で
仏
典
に
多
用
さ
れ
る
。
梵
語

nirvān

・a

の
音
写
で
、
迷
い
の
火
を
吹
き
消
し
た
状
態
、
人
間
の
煩
悩
や
穢
れ
が

す
べ
て
消
滅
し
て
悟
り
を
開
い
た
状
態
、
仏
道
修
行
の
最
後
の
境
地
。
或
い
は
生

命
の
火
が
吹
き
消
さ
れ
た
状
態
、
即
ち
死
去
・
入
滅
を
意
味
す
る
。

　

以
上
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、本
句
の
訳
は
以
下
の
四
通
り
が
考
え
得
る
。（
ⅰ
）

「
釈
迦
仏
が
死
去
す
る
時
（
に
も
）、
依
然
と
し
て
（
罪
の
責
め
苦
か
ら
）
脱
出
で

き
な
い
（
或
い
は
解
脱
で
き
な
い
）」。
仏
典
に
お
い
て
「
佛
涅
槃
」
の
語
は
多
く

釈
迦
牟
尼
の
入
滅
、
死
去
を
指
す
。
例
え
ば
北
魏
の
慧
覺
ら
訳
『
賢
愚
經
』
巻
五

の
「
合
掌
跪
向
拘
尸
那
城
佛
涅
槃
處
、
自
立
誓
願
（
合
掌
し
て
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
釈

迦
牟
尼
仏
が
死
去
し
た
場
所
に
向
か
っ
て
跪
き
、
自
ら
誓
願
を
立
て
た
）」、
隋
の

闍
那
崛
多
訳
『
佛
本
行
集
經
』
巻
一
の
「
佛
涅
槃
後
、
正
法
住
世
亦
三
百
歳
（
釈

迦
牟
尼
仏
が
死
去
し
た
後
も
、
正
法
〔
正
し
い
教
法
〕
は
世
に
三
百
年
間
行
わ

れ
る
）」
な
ど
。
本
来
、
釈
迦
の
在
世
中
に
は
、
そ
の
説
法
の
功
徳
に
よ
っ
て
多

数
の
衆
生
が
済
度
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
地
獄
で
責
め
苦
を
受
け
る
重
罪
人

は
、
説
法
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
釈
迦
仏
の
死
の
時
に
至
っ
て
も
、
依

然
と
し
て
改
心
せ
ず
責
め
苦
を
受
け
続
け
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
本
変
文
の
時

制
が
釈
迦
仏
の
存
命
中
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
自
然
な
解
釈
と
言
え
る
。

（
ⅱ
）「
迦か

し
ょ
う
ぶ
つ

葉
仏
が
死
去
し
て
か
ら
、
未
だ
に
（
罪
の
責
め
苦
か
ら
）
脱
出
で
き
て

お
ら
ぬ
（
或
い
は
解
脱
で
き
て
お
ら
ぬ
）」。
つ
ま
り
、「
佛
」
を
、
釈
迦
以
前
に

現
れ
た
と
さ
れ
る
六
人
の
仏
（
毘び

ば
し
ぶ
つ

婆
尸
仏
・
尸し

き
ぶ
つ

棄
仏
・
毘び

し
ゃ
ふ
ぶ
つ

舎
浮
仏
・
拘く

る
そ
ん
ぶ
つ

留
孫
仏
・

拘く
な
ご
ん
む
に
ぶ
つ

那
含
牟
尼
仏
・
迦か

し
ょ
う
ぶ
つ

葉
仏
。
釈
迦
牟
尼
仏
と
併
せ
て
「
過
去
七
仏
」
の
称
が
あ
る
）

の
内
、
最
後
に
現
れ
た
と
さ
れ
る
迦
葉
仏
と
解
釈
し
、
そ
の
迦
葉
仏
が
死
去
し
て

か
ら
、
現
在
の
釈
迦
仏
の
時
代
ま
で
、
ず
っ
と
地
獄
で
苦
し
み
続
け
て
い
る
、
と

言
う
の
で
あ
る
。
仏
典
に
も
「
佛
涅
槃
」
を
迦
葉
仏
の
死
去
の
意
で
用
い
る
例
が

あ
る
。
例
え
ば
東
晋
期
の
成
立
と
さ
れ
る
訳
者
不
明『
佛
説
因
縁
僧
護
經
』に「
佛

告
僧
護
、「
…
…
此
諸
罪
人
、
迦
葉
佛
時
、
是
出
家
比
丘
、
不
依
戒
律
、
順
己
愚

情
、
以
僧
浴
具
及
諸
器
物
、
隨
意
而
用
。
持
律
比
丘
、
常
教
軌
則
、
不
順
其
教
。

從
迦
葉
佛
涅
槃
以
來
、
受
地
獄
苦
、
至
今
不
息
」（
釈
迦
仏
は
僧
護
比
丘
に
話
し

た
、「
…
…
こ
の
諸
々
の
罪
人
は
、迦か

し
ょ
う
ぶ
つ

葉
仏
の
時
代
に
、出
家
し
た
比
丘
で
あ
る
が
、

戒
律
を
守
ら
ず
、
己
の
心
に
任
せ
、
僧
の
水
浴
み
道
具
や
諸
々
の
器
物
を
、
好
き

勝
手
に
使
用
し
た
。
戒
律
を
守
る
比
丘
が
、
い
つ
も
規
則
を
教
え
た
が
、
そ
の
教

え
に
従
わ
な
か
っ
た
。
迦
葉
仏
が
死
去
し
て
以
来
、
地
獄
で
苦
し
み
を
受
け
、
今

に
至
る
ま
で
休
ま
る
こ
と
が
な
い
の
だ
」）」
と
あ
る
。（
ⅲ
）「
弥
勒
仏
が
涅
槃
に

入
る
（
真
理
を
悟
る
、
或
い
は
死
去
す
る
）
時
（
に
も
）、
ま
だ
（
罪
の
責
め
苦

か
ら
）
脱
出
す
る
こ
と
は
な
い
（
或
い
は
解
脱
す
る
こ
と
は
な
い
）」。
つ
ま
り
、

「
佛
」
を
「
未
来
仏
（
未
来
に
出
現
す
る
仏
）」、
と
り
わ
け
、
釈
迦
の
入
滅
か
ら

五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
こ
の
世
に
現
れ
、
華
林
園
の
龍り

ゅ
う
げ
じ
ゅ

花
樹
の
下
で
成
仏
し
、

三さ
ん
ね会

の
説
法
に
よ
っ
て
一
切
の
人
・
天
（
人
々
と
神
々
）
を
済さ

い
ど度

す
る
と
さ
れ
る

弥
勒
菩
薩
と
解
釈
し
、そ
れ
ほ
ど
遠
い
未
来
ま
で
永
劫
に
地
獄
で
苦
し
み
続
け
る
、

と
言
う
の
で
あ
る
。
弥
勒
信
仰
は
、
中
国
で
は
北
魏
時
代
に
始
ま
り
、
唐
代
に
は

則
天
武
后
が
自
ら
弥
勒
仏
の
化
身
と
称
し
た
よ
う
に
、
盛
ん
に
展
開
し
た
。「
佛

涅
槃
」
の
語
が
弥
勒
の
涅
槃
入
り
を
指
す
用
例
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、「
弥
勒
涅

槃
」「
弥
勒
菩
薩
涅
槃
」
の
用
例
で
あ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
隋
の

達
磨
笈
多
訳
『
大
方
等
大
集
經
菩
薩
念
佛
三
昧
分
』
巻
一
〇
の
「
復
於
彌
勒
涅
槃

七

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



後
、
有
佛
師
子
調
御
師
（
ま
た
弥
勒
が
悟
り
を
開
い
た
後
、
仏
・
師
子
〔
獅
子
即

ち
仏
陀
の
意
〕・
調
御
〔
仏
十
号
の
一
つ
〕
た
る
師
が
現
れ
る
）」、
唐
の
遁
倫
撰

『
瑜
伽
論
記
卷
第
六
之
上
』「
論
品
」
巻
二
一
の
「
釋
迦
入
涅
槃
後
正
法
五
百
。
像

法
一
千
年
。
彌
勒
涅
槃
之
後
法
住
於
世
亦
六
萬
歳
（
釈
迦
仏
が
涅
槃
に
入
っ
た
後

に
は
正
法
が
五
百
年
行
わ
れ
、
像
法
が
千
年
行
わ
れ
る
。
弥
勒
が
涅
槃
に
入
っ
た

後
に
は
法
は
六
万
年
の
間
世
に
存
す
る
）」
な
ど
。（
ⅳ
）
用
例
を
挙
げ
る
の
は
難

し
い
が
、「
仏
」
を
「
成
仏
」（
真
理
に
目
覚
め
悟
り
を
開
く
）
の
省
略
形
と
み
な

し
、「（
多
く
の
善
男
善
女
が
）
真
理
に
目
覚
め
涅
槃
に
入
る
（
悟
り
を
開
く
、
或

い
は
死
去
し
て
解
脱
す
る
）
時
（
に
も
）、（
罪
人
は
責
め
苦
か
ら
）
脱
出
で
き
な

い
（
或
い
は
解
脱
で
き
な
い
）」
と
解
釈
す
る
。

　

ち
な
み
に
入
矢
義
高
に
よ
る
訳
は
「
仏
成じ

ょ
う
ど
う道

の
日
さ
え
苦
界
を
出い

づ
る
こ
と
叶

わ
ぬ
」（『
仏
教
文
学
集
』〔
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
六
〇
、一
九
七
五
年
〕）

と
す
る
が
、
詳
し
い
解
釈
が
無
く
、
文
意
が
今
ひ
と
つ
理
解
し
難
い
。

（
八
）裰□
：
字
形
の
類
似
す
る
「
綴
（
連
な
る
）」
に
通
ず
る
か
。「
裰
」
と
「
綴
」

を
「
繕
う
・
つ
づ
る
」
の
意
で
混
用
す
る
例
と
し
て
は
、
宋
の
普
濟
撰
『
五
燈
會

元
』
巻
四
「
盤
山
積
禪
師
法
嗣
」
の
「
唐
咸
通
初
、將
示
滅
、乃
入
市
謂
人
曰
、「
乞

我
一
箇
直
裰
。」
人
或
與
披
襖
、
或
與
布
裘
、
皆
不
受
、
振
鐸
而
去
（
唐
の
咸
通

年
間
の
初
め
、
今
に
も
即
身
仏
に
な
り
か
け
、
そ
こ
で
市
中
に
入
っ
て
人
に
言
っ

た
、「
ど
う
か
私
に
一
枚
の
直
綴
を
く
れ
」
と
。
人
は
掛
け
布
団
を
与
え
た
り
、

綿
の
衣
を
与
え
た
り
し
た
が
、
い
ず
れ
も
受
け
取
ら
ず
、
鈴
を
鳴
ら
し
て
去
っ
て

行
っ
た
）」
の
よ
う
に
、
僧
袍
・
道
袍
を
指
す
「
直
綴
」（
じ
き
と
つ
）
を
、「
直
裰
」

と
作
る
用
例
が
多
数
あ
る
。『
校
注
』
は
、「
拊
」
字
（
拊
木
〔
植
物
名
〕
や
建
物

の
梲う

だ
ちの

意
）
と
翻
字
し
た
上
で
、「
綴
（
連
な
る
）」
に
通
ず
る
と
す
る
。
そ
の
根

拠
と
し
て
宋
の
林
逋
「
寄
太
白
李
山
人
」
詩
に
「
身
上
只
衣
麤
直
拊
、
馬
前
長
帯

古
偏
提
（
体
の
上
に
は
苔
の
衣
と
粗
末
な
直
綴
、
馬
前
に
は
長
帯
と
古
の
酒
甕
）」

句
を
挙
げ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
こ
の
句
に
は
「
掇
」「
綴
」「
裰
」
字
が
使
わ
れ

て
お
り
、「
拊
」
字
を
使
う
本
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
九
）業
風
：
悪
業
の
報
い
と
し
て
感
ず
る
猛
風
。
劫
末
の
風
輪
か
ら
猛
風
が
起
こ

り
、
第
三
禅
天
以
下
こ
と
ご
と
く
こ
の
風
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
（『
広

説
』）。

（
一
〇
）杷
：「
杷
」
に
は
、
さ
ら
い
（
穀
物
を
掻
き
集
め
る
農
具
）
や
掻
く
・
な

ら
す
の
意
が
あ
る
が
、こ
こ
で
は
「
把
」
の
通
字
（
明
の
張
自
烈
撰
『
正
字
通
』〔
中

国
工
人
出
版
社
、
清
康
煕
九
年
序
弘
文
書
院
刊
本
影
印
、
一
九
九
六
年
〕
辰
集
中

「
木
部
」、「
杷
：
通
作
把
」）
で
、
片
手
で
握
る
、
持
つ
の
意
と
な
る
。
一
般
的
に
、

抄
本
で
は
手
偏
と
木
偏
は
混
同
さ
れ
る
。

（
一
一
）身
手
：『
校
注
』
は
用
例
を
挙
げ
て
い
な
い
も
の
の
「
冩
本
中
「
手
」「
首
」

通
用
」
と
し
て
「
身
首
（
体
と
首
）」
と
解
釈
す
る
。
本
訳
注
も
こ
れ
に
従
う
。

（
一
二
）應
時是

：S.2614

（
原
）は
も
と
「
應
時
（
た
だ
ち
に
）」
と
作
り
、「
時
」
の

右
に
小
字
で
「
是
」
を
書
い
て
「
應
是
（
す
べ
て
）」
と
し
て
い
る
（
但
し
「
時
」

を
墨
で
消
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）。
項
楚
校
・『
校
注
』
の
言
う
よ
う
に
、
下

の
句
の「
當
時（
た
だ
ち
に
）」と
対
と
な
る「
應
時
」の
方
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。『
校

注
』は
さ
ら
に「
冩
本
中
亦
徃
徃
有
原
字
不
誤
而
旁
注
字
誤
的
情
況
、此
亦
其
例（
写

本
に
は
往
往
に
し
て
元
の
字
が
間
違
っ
て
お
ら
ず
傍
注
の
字
が
間
違
っ
て
い
る
情

況
が
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
そ
の
例
で
あ
る
）」
と
言
う
。

（
一
三
）粉
沫
：
字
面
通
り
に
「
粉
や
泡
」
と
訳
出
し
た
が
、「
粉
沫
」
の
用
例
は

他
に
見
つ
か
ら
ず
、『
校
注
』
の
よ
う
に
「
粉
末
（
粉
く
ず
）」
に
通
ず
る
と
み
な

八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



す
解
釈
も
あ
り
得
る
。

（
一
四
）向
口
顀□
：「

」
に
つ
い
て
、
後
漢
の
許
慎
撰
『
説
文
解
字
』
は
「
顀
：

出
額
也
、
從
頁
隹
聲
」、
即
ち
突
き
出
た
額
（
お
で
こ
）
を
指
す
と
言
う
。
宋
の

陳
彭
年
ら
撰
『
廣
韻
』（『
校
正
宋
本
廣
韻
』〔
藝
文
印
書
館
一
九
七
〇
年
〕）
巻
一

上
平
聲
「
六
脂
」
は
「

：
項
顀
」（「
項
頸
」
の
誤
か
）、
即
ち
首
の
後
ろ
を
指

す
と
言
う
。
明
の
梅
膺
祚
撰
『
字
彙
』（『
字
彙
・
字
彙
補
』〔
上
海
字
書
出
版
社
、

清
康
煕
二
十
七
年
霊
隠
寺
刻
本
影
印
、
一
九
九
一
年
〕）
戌
集
「
頁
部
」
は
「
顀
：

直
追
切
、
音
垂
、
脊
骨
」、
即
ち
背
骨
を
指
す
と
言
う
。
い
ず
れ
も
「
口
」
と
セ
ッ

ト
で
二
音
節
語
を
構
成
す
る
に
は
不
相
応
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
説
文
解

字
』
に
拠
り
「
向
口
顀□
」
を
「
口
や
お
で
こ
に
向
け
る
」
と
訳
出
し
た
。
一
方
で
、

「
顀
」
を
動
詞
の
誤
字
と
み
な
す
見
方
も
あ
る
。
徐
震
堮
校
（「
敦
煌
變
文
集
校
記

再
補
」〔『
華
東
師
大
學
報
・
人
文
科
學
』
一
九
五
八
年
二
期
〕）
は
「
傾
」（
傾
け
る
）

の
誤
と
す
る
。
鄭
振
鐸
『
中
國
俗
文
學
史
』（
作
家
出
版
社
一
九
五
四
年
）「
第
六

章
變
文
、
六
」（
二
三
六
頁
）
は
本
句
を
引
用
す
る
中
で
、
全
く
字
形
の
違
う
「
澆

（
注
ぐ
）」
と
作
る
（『
校
注
』
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、原
字
を
「
顦
〔
や
つ
れ
る
・

憂
え
る
〕」
と
翻
字
し
た
上
で
、
音
の
近
い
「
澆
」
に
通
ず
る
と
み
な
し
た
の
だ

ろ
う
と
指
摘
す
る
。
宋
の
丁
度
ら
撰
『
集
韻
』〔
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
図
書

館
蔵
述
古
堂
影
宋
抄
本
影
印
、一
九
八
五
年
〕に
拠
れ
ば「
顦
」は「
慈
焦
切
」、「
澆
」

は
「
堅
堯
切
」）。
或
い
は
、「
顀
」
字
と
同
音
の
「
垂
（
垂
ら
す
）」
の
誤
字
で
あ

る
可
能
性
も
あ
る
か
。

（
一
五
）着
者
左
穿
如
右
穴
：「
触
れ
た
者
は
左
の
穴
か
ら
右
の
穴
へ
貫
か
れ
る
」

と
訳
出
。「
者
」
を
順
接
用
法
と
し
て
「
触
れ
れ
ば
、
当
た
れ
ば
」
と
訳
す
こ
と

も
可
能
。「
如
」
は
「
往
」「
去
」（
行
く
）
の
意
と
解
釈
し
た
が
、徐
震
堮
校
（「
敦

煌
變
文
集
校
記
再
補
」〔『
華
東
師
大
學
報
・
人
文
科
學
』
一
九
五
八
年
二
期
〕）

は
「
而
」
と
読
む
べ
き
と
し
（
順
接
の
意
か
）、『
校
注
』
も
こ
れ
に
従
う
。

（
一
六
）
：S.2614

（
原
）は
「
箭
」
を
書
き
損
じ
て
墨
で
消
し
、
下
に
「
箭
」
を

書
き
直
し
て
い
る
。

（
一
七
）劔
輪
：
剣
を
輪
状
に
形
成
し
た
も
の
か
。
唐
の
道
世
撰『
法
苑
珠
林
』（『
法

苑
珠
林
校
注
』〔
中
華
書
局
二
〇
〇
三
年
〕）
巻
七
「
六
道
篇
第
四
、第
六
地
獄
部
、

受
報
部
第
三
」
に
「
十
八
隔
中
阿
鼻
地
獄
、
有
…
…
十
八
刀
輪
地
獄
、
十
八
劔
輪

地
獄
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
片
刃
の
「
刀
輪
」
と
両
刃
の
「
劔
輪
」
と
い
う
区

別
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
一
八
）為
言
：
ふ
つ
う
「
人
に
話
す
」
の
意
で
、こ
こ
で
は
文
脈
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

『
校
注
』に
従
い
、音
の
近
い「
謂
言
」（
～
と
思
う
）に
通
ず
る
と
み
な
し
た
。「
謂
言
」

は
唐
の
張
鷟
撰
『
遊
仙
窟
』（『
遊
仙
窟
校
注
』〔
中
華
書
局
二
〇
一
〇
年
〕）
に
「
向

見
稱
揚
、
謂
言
虛
假
。
誰
知
對
面
、
恰
是
神
仙
（
も
と
よ
り
美
し
い
方
と
称
揚
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
虚
言
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
想
像

で
き
た
で
し
ょ
う
、
対
面
し
て
み
れ
ば
、
ま
さ
に
仙
女
の
よ
う
で
あ
る
な
ど
と
）」

と
用
例
が
あ
る
。P.2319

（
甲
）の
「
唯
言
」
も
や
は
り
同
音
の
「
謂
言
」
に
通
ず

る
か
。

（
一
九
）杷
：S.2614

（
原
）とP.2319

（
甲
）は「
杷
」と
作
り
、杏
雨
羽071

は「
把
」

と
作
る
。「
杷
」
と
「
把
」
は
通
字
（
注
（
一
〇
）
参
照
）。
こ
こ
で
は
箒
や
熊
手

な
ど
、
物
を
掻
き
寄
せ
た
り
な
ら
し
た
り
す
る
道
具
を
指
す
。

（
二
〇
）樓
聚
：「
樓
」
は
楼
閣
、「
聚
」
は
集
め
る
の
意
で
あ
り
、
文
脈
が
通
ら
な

い
。「
樓
」
は
徐
震
堮
校
（「
敦
煌
變
文
集
校
記
補
正
」〔『
華
東
師
大
學
報
・
人
文

科
學
』
一
九
五
八
年
一
期
〕）・『
校
注
』
も
言
う
よ
う
に
、
写
本
に
お
け
る
手
偏

九

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



と
木
偏
の
混
同
に
よ
る
「
摟
」
の
通
字
で
、ひ
っ
ぱ
る
・
集
め
る
の
意
だ
ろ
う
（
宋

の
丁
度
ら
撰
『
集
韻
』
巻
二
平
聲
二
「
十
虞
」、「
摟
、
曳
也
、
聚
也
、
一
曰
挽
使

申
、
通
作
婁
」）。「
摟
」
と
「
聚
」
で
同
義
連
文
を
構
成
す
る
。

《
散
文
》

S.2614

（
原
）：
目
連
聞
語
、
啼
哭

嗟
（
二
一
）向

前
、
問
言
獄
主
、「
此
箇

（
二
二
）獄

中　
、
有
一

P.2319

（
甲
）：
目
連
聞
語
、
啼
哭
糢
嗟
向
前
、
問
言
獄
主
、「
此
箇
獄
中
、
有
×

杏
雨
羽071

：
目
連
聞
□　

□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□　
「
□
箇
獄
中
、
有
×

青
提
夫
人
已
否
。」
獄
主
啓
言
和
尚
、「
是
何
親
眷
。」
目
連
啓
言
、「
是
頻
道

（
二
三
）慈

母
。」

青
提
夫
人
已
否
。
獄
主
啓
言
和
尚
、「
是
何
親
眷
。」
目
連
啓
言
、「
是
×
×
慈
母
。」

青
提
夫
人
已
否
。
□
□
□
□
□
□　

□
□
親
眷
□
□
。」
目
連
啓
言
、「
是
貧
道
慈
母
。」

獄
主
報
言
和
尚
、「
此
箇
獄
中
、
無
青
提
夫
人
。
向
前
地
獄
之
中
、
惣
是
女
人

（
二
四
）、

獄
主
報
言
和
尚
、「
此
×
獄
中
、
無
青
提
夫
人
。
向
前
地
獄
之
中
、
惣
是
女
人
、

□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□　

□
青
提
夫
人
。
向
前
地
獄
之
中
、
惣
是
□
□
、

×
應
得

（
二
五
）相

見
。」
目
連
聞
以

（
二
六
）更

往
×
前
行
、
×
×
×
×　

至
一
地
獄
。
高
下

（
二
八
）可

有

■
應
得
相
見
。」
目
連
聞
語
更
往
×
前
行
、
×
×
×
×　

至
一
地
獄
。
高
下
可
有

□
□
□
□
□　

 

□
□
□
□
□
□
即
前
行
、
于
時
中
間

（
二
七
）、

至
一
地
獄
。
高
下
可
□

一
由
旬

（
二
九
）、

黑
煙
蓬
柊

（
三
〇
）、

臰
氣
勲
天

（
三
一
）。

見
一
馬
頭
羅
刹

（
三
二
）、

手
把
鐵
杈

（
三
三
）、

意
×
而
立

（
三
四
）。

一
由
旬
、
黒
煙
蓬
柊□
、
臰
氣
勳
天
。
見
一
馬
頭
羅
刹
、
手
把
鐵
扠
、
意
氣
而
立
。

□
□
□　

□
□
□
□　

□
氣
勳
天
。
見
一
馬
頭
羅
察
、
手
把
鐵
叉
、
意
□
□
□

目
連
問

曰　
、「
此
箇
名
何
地
獄
。」
羅
刹
荅
言
、「
此
是
銅
柱
鐵
床
地
獄

（
三
五
）。」

目
連
問

目
連
問
曰
、「
此
箇
名
何
地
獄
。」
羅
刹
荅
言
、「
此
是
銅
柱
鐵
床
地
獄
。」
目
連
問

□
□
□
□　

□
箇
名
何
地
獄
。」
羅
察
荅
言
、「
此
是
銅
柱
鐵
□
□
□　

□
□
□

曰
、「
獄
中
罪
人
、
生
存
在
日
、
有
何
罪
業
、
當
堕
此
獄
。」
〻
主
荅
言
、「
在
生

曰
、「
獄
中
罪
人
、
生
存
在
日
、
有
何
罪
業
、
當
墮
此
獄
。」
〻
主
荅
言
、「
在
生

□　

□
中
罪
人
、
生
存
在
日
、
×作

何
罪
業
、當
堕
此
獄
。」 
　
主
荅
言
、 「
獄
中
罪
人
　
□
□
□
□
 （
三
六
）　

×
×
×　

×〻
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×

之
日
、
女
将
男
子
、
男
将
女
人
、
行
婬
欲

（
三
七
）於

父
母
之
床
。
弟
子
於
師
長
之
床
、
奴

之
日
、
女
将
男
子
、
男
将
女
人
、
行
挂ママ

マ

浴
於
父
母
之
床
、
弟
子
於
師
長
之
床
、
奴

×
×　

女
将
男
子
、
男
将
女
人
、
□
□
□
□
□
□
□
□　

弟
子
於
師
長
之
床
、
奴

婢
於
曹
主

（
三
八
）之

床
、
當
堕
×
此
×
獄
之
中
。
東
西
不
可
笇

（
三
九
）、

男
子
女
人
相
和

（
四
〇
）一

半

婢
於
曹
主
之
床
、
當
墮
於
此
地
獄
之
中
。
東
西
不
可
笇
、
男
子
女
人
相
和
×
×

婢
於
曹
主
之
床
、
□
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□　

女
人
男
子
相
和
×
×

一
半

（
四
一
）。」

一
半
。」

×
半
。」

一
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
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」
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【
現
代
語
訳
】

　

目
連
は
言
葉
を
聞
く
と
、
声
を
上
げ
て
泣
き
た
め
息
を
つ
い
て
前
へ
進
み
、
獄

主
に
尋
ね
ま
す
、「
こ
の
獄
の
中
に
、
青
提
夫
人
と
い
う
人
は
お
り
ま
せ
ぬ
か
。」

獄
主
は
和
尚
に
申
し
ま
す
、「
ど
の
よ
う
な
親
族
で
す
。」
目
連
が
申
し
ま
す
、「
私

の
母
で
ご
ざ
る
。」
獄
主
は
和
尚
に
答
え
ま
す
、「
こ
の
獄
の
中
に
青
提
夫
人
は
お

り
ま
せ
ん
。
前
方
の
地
獄
の
中
は
、
全
て
女
で
す
。
き
っ
と
会
え
る
で
し
ょ
う
。」

目
連
は
聞
き
終
え
る
と
さ
ら
に
前
へ
進
ん
で
行
き
、
と
あ
る
地
獄
へ
や
っ
て
来
ま

し
た
。
高
さ
は
な
ん
と
一
由
旬
（
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
も
あ
り
、
黒
い
煙
が
勢
い

よ
く
立
ち
上
り
、
臭
悪
な
気
が
天
ま
で
燻
っ
て
お
り
ま
す
。
見
れ
ば
一
人
の
馬
頭

の
羅
刹
が
、
手
に
鉄
の
刺
叉
を
持
ち
、
意
気
盛
ん
な
様
子
で
立
っ
て
お
り
ま
す
。

目
連
が
尋
ね
ま
す
、「
こ
れ
は
何
と
い
う
名
の
地
獄
で
ご
ざ
る
か
。」
羅
刹
は
答
え

ま
す
、「
こ
れ
は
銅
柱
鉄
床
地
獄
で
ご
ざ
る
。」
目
連
が
尋
ね
ま
す
、「
獄
の
中
の

罪
人
は
、
生
き
て
い
た
時
、
ど
ん
な
罪
業
が
あ
っ
て
、
こ
の
地
獄
へ
落
ち
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。」
獄
主
は
答
え
ま
す
、「
生
き
て
い
た
時
、
女
は
男
を

連
れ
て
、
男
は
女
を
連
れ
て
、
父
母
の
床
で
房
事
を
行
っ
た
の
じ
ゃ
。
弟
子
は
師

の
床
で
、奴
婢
は
主
人
の
床
で（
房
事
を
行
い
）、こ
の
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
。
東
か
ら
西
ま
で
数
え
き
れ
ぬ
ほ
ど
、
男
と
女
が
半
分
ず
つ
一
緒
に
な
っ

て
お
る
。」

【
注
】

（
二
一
）
嗟
：S.2614

（
原
）は
「

」、P.2319

（
甲
）は
「
糢
」
と
作
り
、
俱
に
字

義
不
明
。「
咨
嗟
（
嘆
息
す
る
・
哀
嘆
す
る
）」
の
訛
で
あ
ろ
う
。

（
二
二
）此
箇
：
こ
の
、
こ
れ
。
文
言
で
は
単
に
「
此
」
と
表
記
す
る
が
、
中
世
以

降
「
此
箇
」
の
用
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
敦
煌
出
土
文
献
に
は
、『
董

永
變
文
』（S.2204

）
の
「
路
逢
女
人
来
委
問
、
此
箇
郎
君
往
何
方
（
路
上
で
女

が
訊
ね
て
き
ま
し
た
、
こ
の
殿
方
は
ど
こ
へ
行
く
の
で
し
ょ
う
か
と
）」、『
金
剛

般
若
波
羅
蜜
經
講
經
文
』（P.2133-1

）
の
「
此
个
名
為
邪
見
相
（
こ
れ
を
名
付

け
て
邪
見
相
と
言
う
）」
と
い
っ
た
用
例
が
見
ら
れ
る
。
唐
代
の
用
例
と
し
て
は
、

他
に
詩
に
数
例
が
存
す
る
の
み
。
例
え
ば
唐
の
羅
隱
「
白
角
篦
」（
牛
の
白
角
製

の
櫛
）
詩
（『
羅
隱
詩
集
箋
注
』〔
岳
麓
書
社
二
〇
〇
一
年
〕）
の
「
莫
言
此
箇
尖

頭
物
、
幾
度
撩
人
惡
發
來
（
こ
の
尖
っ
た
物
が
、
幾
度
も
人
を
惹
き
つ
け
て
来
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）」
な
ど
。
五
代
・
宋
代
以
降
は
文
献
に
頻
出
す
る
よ

う
に
な
り
、
会
話
部
分
や
白
話
が
多
用
さ
れ
る
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

鑑
み
る
に
、
本
来
は
白
話
語
彙
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
五
代
後
周
の

王
仁
裕
撰
『
開
元
天
寶
遺
事
』（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
五
年
）
巻
上
「
助
嬌
花
」

の
「（
帝
）
曰
、「
此
箇
花
尤
能
助
嬌
態
也
」（
お
上
が
申
さ
れ
た
、「
こ
の
花
は
美

し
い
姿
を
た
ん
へ
ん
よ
く
彩
っ
て
く
れ
る
」）」、
宋
の
普
濟
撰
『
五
燈
會
元
』
巻

七「
青
原
下
五
世
、德
山
鑒
禪
師
法
嗣
」の「
師
謂
衆
曰
、「
此
箇
水
牯
牛
年
多
少
」（
師

は
み
な
に
申
さ
れ
た
、「
こ
の
水
牛
は
何
歳
で
あ
る
か
」）」、
宋
の
朱
熹
の
語
録
で

あ
る
『
朱
子
語
類
』（
中
華
書
局
一
九
八
六
年
）
巻
三
八
「
論
語
二
十
、
郷
黨
篇
、

第
六
節
」
の
「
如
何
用
絳
色
以
爲
飾
。
曰
、
便
是
不
可
曉
、
此
箇
制
度
差
異
（〔
弟

子
が
訊
い
た
、〕ど
の
よ
う
に
絳
色
を〔
喪
服
の
〕飾
り
に
用
い
る
の
で
し
ょ
う
。〔
朱

子
が
〕
答
え
た
、
全
く
わ
か
ら
な
い
、
こ
の
制
度
は
普
通
で
は
な
い
）」、
宋
末
を

題
材
と
し
た
説
話
集
『
大
宋
宣
和
遺
事
利
集
』（
台
湾
商
務
印
書
館
一
九
六
六
年
）

の
「
蓋
天
大
王
呼
左
右
賜
酒
與
二
帝
太
后
曰
、「
我
看
此
箇
夫
人
面
」（
蓋
天
大
王

完
顏
宗
賢
は
側
近
を
呼
ん
で
酒
を
二
帝
の
太
后
に
賜
っ
て
言
っ
た
、「
私
は
こ
の

一
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婦
人
の
顔
を
見
た
い
」）」
な
ど
。

（
二
三
）頻
道
：S.2614

（
原
）は「
頻
道
」、P.2319

（
甲
）は
無
し
、杏
雨
羽071

は「
貧

道
」
と
作
る
。「
貧
道
」
は
僧
の
自
称
（
4
注
（
一
）「
頻
道
」
参
照
）
で
、
目
連

変
文
の
抄
本
で
は
し
ば
し
ば
音
の
通
ず
る
「
頻
道
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、「
貧
」

と
「
頻
」
は
一
般
的
に
は
通
字
で
は
な
い
。

（
二
四
）惣
是
女
人
：「
惣
」
は
「
緫
」（
本
字
は
總
）・「
揔
」
の
俗
字
（
金
の
韓
道

昭
撰
『
五
音
集
韻
』
巻
七
「
一
董
」、「
緫
・
揔
：
作
孔
切
、
聚
束
也
、
合
也
、
皆

也
、
衆
也
。
…
…
惣
：
俗
」）。「
總
是
」
は
す
べ
て
・
み
な
の
意
。
ち
な
み
に
こ

の
獄
主
は
「
前
方
の
地
獄
に
い
る
の
は
全
て
女
」
と
言
う
が
、
本
文
で
は
男
性
と

女
性
が
半
々
と
な
っ
て
お
り
、
矛
盾
が
あ
る
。

(

二
五)

應
得
：「
應
得
」
は
「
應
（
き
っ
と
・
必
ず
）」
の
二
音
節
化
の
意
も
あ
る

が
、こ
こ
で
は
文
脈
上
「
ま
さ
に
～
を
得
べ
し
」（
き
っ
と
～
す
る
こ
と
が
で
き
る
）

と
解
釈
す
べ
き
か
。P.2319

（
甲
）は
「
應
」
に
似
た
字
を
書
き
か
け
、
上
か
ら
墨

で
消
し
て
「
應
」
を
書
き
直
す
。

（
二
六
）聞
以
：S.2614

（
原
）は
「
聞
以
」、P.2319

（
甲
）は
「
聞
語
」（
話
を
聞
い

て
）、杏
雨
羽071

は
紙
破
損
。S.2614

（
原
）に
つ
い
て
、『
敦
煌
變
文
集
』
は
「
以

（
已
）」と
翻
字
す
る（「
終
え
る
」の
意
と
解
釈
か
）。敦
煌
変
文
で
は
し
ば
し
ば「
以
」

字
と
「
已
」
字
は
通
用
さ
れ
る
（
疑
問
詞
「
以
否
」
と
「
已
否
」
な
ど
）
た
め
、

こ
こ
で
も
「
聞
き
終
え
る
」
の
意
と
解
釈
し
て
よ
か
ろ
う
。

（
二
七
）于
時
中
間
：
こ
の
句
は
杏
雨
羽071

の
み
に
あ
る
。
杏
雨
羽071

の
本
文

は
全
体
的
に
はS.2614

（
原
）と
一
致
し
て
い
る
が
、
こ
の
前
句
で
も
、
他
二
本
が

「
更
往、

前
行
」
と
し
て
い
る
所
を
「
□
即、

前
行
」（
□
は
紙
破
損
）
と
し
て
お
り
、

こ
の
周
辺
で
抄
写
に
乱
れ
が
生
じ
て
い
る
。「
于
時
中
間
」
は
文
脈
上
「
そ
の
と

き
途
中
で
」
の
意
だ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
言
い
回
し
の
用
例
は
他
の
文
献
に
は

見
当
た
ら
ず
、
違
和
感
が
あ
る
。
或
い
は
直
前
に
「
こ
の
先
の
地
獄
の
中
に
い
る

の
は
全
て
女
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
後
に
至
る
地
獄
は
男
女
半
々

で
あ
る
の
を
不
可
解
に
思
っ
た
抄
写
者
が
、「
こ
の
地
獄
は
寄
り
道
」
と
い
う
意

識
で
「
于
時
中
間
」（
そ
の
時
途
中
で
）
と
書
き
加
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
八
）高
下
：
上
と
下
、
高
い
所
と
低
い
と
こ
ろ
。

（
二
九
）一
由
旬
：「
由ゆ

旬じ
ゅ
ん」

は
梵
語yojana

の
音
写
で
、
本
来
は
牛
に
車
を
つ
け

て
一
日
ひ
か
せ
る
行
程
を
意
味
す
る
。
転
じ
て
距
離
の
単
位
、
一
説
に
約
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
（『
岩
波
仏
教
辞
典
』）。

（
三
〇
）蓬
柊
：「
蓬
」は
上
に
む
か
っ
て
の
ぼ
る
の
意
。S.2614

（
原
）の「
柊
」は「
勃

（
盛
ん
に
上
る
さ
ま
）」
の
俗
字
（
五
代
遼
の
行
均
撰
『
龍
龕
手
鏡
』
巻
四
「
力
部
」、

「
勃
：
正
、
蒲
没
反
、

也
、
惡
逆
也
。
柊
：
俗
、
同
上
」）。P.2319

（
甲
）は
「
柊
」

と
「
勃
」
の
中
間
の
よ
う
な
字
体
（「
勃
」
の
左
上
の
「
十
」
が
「
ホ
」）
だ
が
、

単
な
る
訛
字
と
み
ら
れ
る
。「
蓬
勃
」
は
盛
ん
に
上
る
の
意
。

（
三
一
）臰
氣
勲
天
：「
臰
」は「
臭
」の
俗
字（
唐
の
顔
元
孫
撰『
干
禄
字
書
』「
去
聲
」、

「
臰
・
臭
…
…
：
並
上
俗
、
下
正
」）。「
勲
」
は
同
音
の
「
熏
（
か
お
る
・
に
お
う
）」

に
通
ず
る
か
。
句
全
体
は
「
臭
悪
な
気
が
天
ま
で
燻
る
」
と
訳
出
。

（
三
二
）羅
刹
：S.2614

（
原
）とP.2319

（
甲
）は
「
羅
刹
」
と
作
り
、
杏
雨
羽071

は
「
羅
察
」
と
作
る
。
と
も
に
梵
語raks

・as

・rāks

・asa

の
音
写
。
詳
し
く
は
⓫

注
（
一
八
）「
羅
察
」
参
照
。

（
三
三
）杈
：
さ
す
ま
た
（
武
器
の
一
つ
）。P.2319

（
甲
）は
「
扠
」、
杏
雨
羽071

は
「
叉
」
と
作
る
。
全
て
通
字
（
明
の
張
自
烈
撰
『
正
字
通
』
于
集
中
「
手
部
」、

「
扠
：
…
…
通
作
叉
、
或
借
用
杈
」）。
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（
三
四
）意
×
而
立
：S.2614

（
原
）は
「
意
而
立
」
と
作
り
、P.2319

（
甲
）は
「
意

氣
而
立
」
と
作
る
が
、「
意
」
は
「
こ
こ
ろ
、思
う
」
の
意
、「
意
氣
」
も
ふ
つ
う
「
気

概
・
気
性
」
の
意
で
あ
る
か
ら
共
に
文
意
が
通
ら
ず
、
句
全
体
の
文
法
的
構
造
も

よ
く
わ
か
ら
な
い
。杏
雨
羽071

は「
意
」字
以
下
紙
破
損
。『
校
注
』はP.2319

（
甲
）

の
「
意
氣
而
立
」
が
正
し
い
と
み
な
し
、「
意
氣
」
に
は
「
氣
盛
貌
（
意
気
盛
ん

な
さ
ま
）」
の
意
が
あ
る
と
し
て
、敦
煌
文
献
『
解
座
文
匯
抄
』（P.2305

〔『
校
注
』

巻
七
〕）
の
「
鑊
湯
誰
管
足
才
能
、爐
炭
不
憑
君
意
氣
（
鑊
湯
〔
十
八
地
獄
の
一
つ
、

釜
ゆ
で
地
獄
〕
で
は
誰
が
才
能
に
足
る
こ
と
を
気
に
掛
け
て
く
れ
よ
う
、
爐
の
中

の
炭
火
は
君
子
の
意
気
に
応
じ
て
調
節
は
し
て
く
れ
ぬ
）」を
例
に
挙
げ
る
が
、「
不

憑
君
意
氣
」
の
「
意
氣
」
は
や
は
り
「
気
概
・
心
持
ち
」
と
い
う
名
詞
的
用
法
と

も
と
れ
、
根
拠
と
し
て
不
十
分
で
は
な
い
か
。
か
か
る
問
題
は
残
る
も
の
の
、
句

全
体
は「（
夜
叉
が
）意
気
盛
ん
な
様
子
で
立
っ
て
い
る
」と
訳
出
し
た
。
或
い
は
、

S.2614

（
原
）に
つ
い
て
は
、「
意
」
は
字
形
の
似
る
「
忽
」
の
誤
写
、「
忽
而
」
で

突
然
・
に
わ
か
に
の
意
、「
立
」
は
立
ち
止
ま
る
の
意
で
、「
に
わ
か
に
立
ち
止
ま

り
、目
連
は
訊
ね
た
…
…
」
と
下
の
句
に
連
結
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
他
に
、

音
の
似
て
い
る
「
已
而
（
ま
も
な
く
し
て
）」、「
因
而
（
よ
っ
て
）」、「
偉
而
（
雄

壮
な
様
子
）」
を
「
意
而
」
と
誤
写
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
場
合
に
はP.2319

（
甲
）は
誤
字
を
含
ん
で
い
たS.2614

（
原
）の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
の
「
意
而
立
」
の

意
味
が
分
か
ら
ず
、「
意
氣
而
立
」
と
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
五
）銅
柱
鐵
床
地
獄
：
銅
の
柱
を
抱
い
た
り
鉄
の
床
に
は
り
つ
け
ら
れ
、
諸
々

の
責
め
苦
を
受
け
る
地
獄
。
梁
の
武
帝
に
よ
る
勅
撰
で
高
僧
ら
が
編
集
し
た
『
慈

悲
道
場
懺
法
』
巻
四
「
出
地
獄
第
二
」
に
既
に
、
以
下
の
如
く
、
本
変
文
と
似
た

描
写
が
あ
る
。「
何
謂
地
獄
。
經
言
、
三
千
大
千
世
界
鐵
圍
兩
山
黒
闇
之
間
、
謂

之
地
獄
。
…
…
刀
山
劍
樹
、
火
磨
火
城
。
銅
柱
鐵
床
、
火
車
火
輪
。
飮
銅
吐
火
、

大
熱
大
寒
、
拔
舌
釘
身
、
犁
耕
斧
斫
、
刀
兵
屠
裂
。
灰
河
沸
屎
、
寒
氷
淤
泥
。
愚

癡
啼
哭
、
聾
盲
瘖
瘂
。
鐵
鉤
鐵
嘴
。
復
有
大
小
泥
犁
阿
鼻
地
獄
（
何
を
地
獄
と
言

う
か
。
経
典
に
曰
く
、
三
千
世
界
の
鉄
に
囲
ま
れ
た
二
つ
の
山
の
暗
闇
の
あ
た
り

を
、
地
獄
と
言
う
。
…
…
刀
山
と
剣
樹
、
火
の
臼
と
火
の
城
。
銅
柱
と
鉄
床
、
火

の
車
と
火
の
車
輪
。
銅
を
飲
ま
さ
れ
火
を
吐
き
、
と
て
も
熱
か
っ
た
り
寒
か
っ
た

り
、
舌
を
抜
か
れ
体
を
釘
打
た
れ
、
く
わ
で
耕
さ
れ
斧
で
た
た
っ
切
ら
れ
、
刀
を

持
っ
た
獄
卒
に
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
る
。
灰
の
河
に
は
汚
物
が
沸
き
立
ち
、
冷
た
い

氷
と
穢
れ
た
泥
が
浮
か
ぶ
。
愚
癡
な
る
者
が
泣
き
叫
び
、
聾
盲
な
る
者
が
声
も

出
せ
ず
に
い
る
。
鉄
の
鉤
爪
に
鉄
の
嘴
。
さ
ら
に
大
小
の
地
獄
と
阿
鼻
地
獄
が
あ

る
）」。
ま
た
宋
の
李
昉
ら
撰
『
太
平
廣
記
』
巻
三
七
七
「
再
生
三
、
趙
泰
」（
晋

の
趙
泰
と
い
う
男
が
地
獄
巡
り
を
し
て
生
き
返
る
話
）
に
、「
鐵
牀
銅
柱
、
燒
之

洞
然
、
驅
迫
此
人
、
抱
臥
其
上
。
赴
卽
燋
爛
、
尋
復
還
生
（
鉄
床
銅
柱
を
、
赤
々

と
焼
き
、
こ
の
人
を
駆
り
立
て
、
そ
の
上
に
抱
か
せ
た
り
寝
さ
せ
た
り
す
る
。
行

け
ば
す
ぐ
に
焼
け
た
だ
れ
、
つ
い
で
ま
た
生
き
返
る
）」
と
あ
り
、
後
代
ま
で
同

様
の
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

（
三
六
）作
何
罪
業
、當
堕
此
獄
。〻
主
荅
言
、獄
中
罪
人
：
杏
雨
羽071

は
串
句
脱

文
（
同
詞
脱
文
）
を
起
こ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
来
はS.2614

（
原
）・P.2319

（
甲
）の
よ
う
に
「
目
連
問
曰
、
獄
中
罪
人
、
生
存
在
日
、
有
何
罪
業
、
當
堕
此
獄
。

〻
主
荅
言
、
在
生
之
日
、
女
将
男
子
、
男
将
女
人
…
…
」
と
作
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、

杏
雨
羽071
の
抄
写
者
は
、
傍
線
部
「
生
存
在
日
」
句
か
ら
「
在
生
之
日
」
句
へ

と
目
移
り
し
て
、
間
を
脱
落
さ
せ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
の
部
分
を
後
か
ら
行
間

に
小
字
傍
注
の
形
で
補
っ
て
い
る
。
串
句
脱
文
は
口
述
を
筆
録
す
る
過
程
で
生
じ
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る
と
は
考
え
難
い
た
め
、
杏
雨
羽071

は
文
字
テ
キ
ス
ト
を
抄
写
し
た
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。

（
三
七
）婬
欲
：S.2614

（
原
）の
「
婬
欲
」
は
色
欲
の
意
。P.2319

（
甲
）は
「
挂
浴
」

と
作
る
が
、「
挂
」
字
は
『
説
文
解
字
』
巻
十
二
下
に
拠
れ
ば
「
曲
肩
行
皃
（
肩

を
な
だ
ら
か
に
し
て
歩
く
様
子
）」
の
意
、「
浴
」
は
「
体
を
洗
う
」
の
意
で
、
こ

こ
で
は
文
脈
が
通
ら
な
い
。
字
形
の
相
似
に
よ
る
訛
字
と
み
ら
れ
る
。

（
三
八
）曹
主
：
主
人
の
意
。『
校
注
』
は
、
唐
の
王
梵
志
「
天
下
浮
逃
人
」
詩

（P.3418

）
の
「
強
處
出
頭
來
、
不
須
曹
主
喚
（〔
天
下
の
流
浪
人
の
生
活
の
〕
良

い
所
と
言
え
ば
困
難
な
境
遇
か
ら
解
放
さ
れ
、
曹
主
に
使
役
さ
れ
る
必
要
が
な
い

こ
と
）」
句
の
「
曹
主
」
が
、S.6032

で
は
「
主
人
」
に
な
っ
て
い
る
例
を
根
拠

と
す
る
。
語
源
を
考
察
す
る
に
、
東
晋
の
陳
寿
撰
『
三
國
志
』（
中
華
書
局
排
印

本
一
九
八
二
年
第
二
版
）
巻
四
二
「
蜀
書
、杜
瓊
傳
」
に
「
古
者
名
官
職
不
言
曹
。

始
自
漢
已
來
、
名
官
盡
言
曹
、
吏
言
屬
曹
、
卒
言
侍
曹
（
昔
は
官
の
職
を
呼
ぶ
の

に
曹
と
言
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
漢
に
入
っ
て
か
ら
、
官
を
呼
ぶ
の
に
み
な
曹
と

言
い
、吏
は
属
曹
、差
役
は
侍
曹
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
曹
」

に
は
諸
事
を
掌
る
官
の
意
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
主
人
の
意
の
「
曹
主
」
の
語
が

派
生
し
た
か
。

（
三
九
）笇
：「
算
」
の
俗
字
（
唐
の
顔
元
孫
『
干
禄
字
書
』「
去
聲
」、「
笇
・
筭
：

並
上
俗
、
下
正
」）。

（
四
〇
）相
和
：「
相
」
は
動
作
が
相
互
間
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
表
す
副
詞
。「
和
」

を
「
混
ぜ
合
わ
せ
る
」
と
解
釈
す
る
か
、「
音
楽
や
声
に
和
す
」
と
解
釈
す
る
か

に
よ
っ
て
、
以
下
の
二
通
り
の
訳
が
可
能
。（
ⅰ
）「（
男
女
が
）
混
在
す
る
」。
北

魏
の
賈
思
勰
撰『
齊
民
要
術
』（『
齊
民
要
述
今
釋
』〔
中
華
書
局
二
〇
〇
九
年
〕）「
第

五
七
、養
羊
」に「
作
氈
法
。
春
毛
・
秋
毛
、中
半
和
用（
フ
ェ
ル
ト
を
作
る
方
法
。〔
羊

の
〕
春
毛
と
秋
毛
を
、
半
分
ず
つ
混
ぜ
て
使
う
）」、
唐
の
玄
奘
訳
『
大
般
若
波
羅

蜜
多
經
』
巻
五
三
に
「
往
澹
泊
路
觀
所
棄
屍
。
餘
骨
散
地
、經
多
百
歳
或
多
千
年
、

其
相
變
青
状
猶
鴿
色
、
或
有
腐
朽
碎
末
如
塵
、
與
土
相
和
不
可
分
別
（
以
前
清
貧

な
生
活
を
行
っ
て
い
た
時
路
上
で
遺
棄
さ
れ
た
屍
を
見
た
。
の
ち
骨
は
地
に
分
散

し
、
数
百
年
数
千
年
を
経
る
と
、
そ
の
様
子
は
ハ
ト
の
よ
う
な
青
黒
い
色
に
変
化

し
、
或
い
は
朽
ち
て
塵
の
よ
う
に
砕
け
散
り
、
土
と
混
在
し
て
見
分
け
が
つ
か
な

く
な
っ
た
）」
と
い
っ
た
用
例
が
見
え
る
。（
ⅱ
）「（
男
女
の
）
叫
び
声
が
共
鳴
し

合
う
」。
こ
ち
ら
の
「
相
和
」
の
用
例
は
多
く
、劉
宋
の
鮑
照
「
代
堂
上
歌
行
」（『
鮑

照
集
校
注
』〔
中
華
書
局
二
〇
一
二
年
〕
巻
三
）
の
「
箏
笛
更
彈
吹
、
高
唱
好
相

和
（
箏
と
笛
を
さ
ら
に
弾
き
吹
き
鳴
ら
し
、
高
ら
か
に
唱
っ
て
互
い
に
声
を
合
わ

せ
る
の
を
好
む
）」
や
、
後
秦
の
佛
陀
耶
舍
口
訳
／
道
含
筆
録
『
佛
説
長
阿
含
經
』

巻
一
八
の
「
鳧
鴈
鴛
鴦
異
類
奇
鳥
、無
數
千
種
相
和
而
鳴
（
野
鴨
や
鴛
鴦
な
ど
様
々

な
種
類
の
珍
し
い
鳥
、
数
え
き
れ
ぬ
ほ
ど
の
種
類
が
互
い
に
声
を
合
わ
せ
て
鳴
い

て
い
る
）」「
乃
至
無
數
衆
鳥
相
和
悲
鳴
（
甚
だ
し
き
は
無
数
の
群
鳥
が
互
い
に
声

を
合
わ
せ
て
悲
し
げ
に
鳴
い
て
い
る
）」
と
い
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
。

（
四
一
）一
半
一
半
：S.2614

（
原
）は
も
と
「
一
半
一
半
」
と
作
っ
て
上
の
「
一
半
」

を
墨
で
消
し
、P.2319

（
甲
）は
「
一
半
」、
杏
雨
羽071

は
「
半
」
と
作
る
。
い

ず
れ
も
意
味
は
通
る
が
、
唱
に
入
る
直
前
で
あ
る
た
め
、
リ
ズ
ム
が
よ
く
な
る
よ

う
、
字
数
を
調
整
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
働
い
た
故
に
異
同
が
生
じ
た
か
。
つ
ま

り
、S.2614
（
原
）は
も
と
「
相
和
一
半
一
半
」
と
作
っ
て
い
た
の
を
、直
前
の
「
男

子
女
人
」の
四
字
に
対
応
す
る
よ
う
、「
相
和
一
半
」と
短
縮
。P.2319

（
甲
）も「
男

子
女
人
」
と
「
相
和
一
半
」
で
四
字
句
・
四
字
句
の
形
。
杏
雨
羽071

は
「
女
人

一
四
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男
子
相
和
半
」
と
い
う
七
字
句
に
な
っ
て
お
り
、
直
後
の
唱
の
第
一
句
に
組
み
込

ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
井
口
）

⓭《
唱
》S.2614

（
原
）：
女
卧
鐡
床
釘
〻
身
、
男
抱
銅
柱
兇（

一
）懷マ
マ

爛
。
鐡
鑚
長
交
利
鋒

P.2319

（
甲
）：
女
卧
鐡
床
釘
其
身
、
男
抱
銅
柱
胷
壞
爛
。
×
×
×
×
×
×

杏
雨
羽071

：
女
卧
鐡
床
釘
〻
身□
、
男
抱
□
□
□
□
□
。
鐡
鑚
長
交
×
豊

釼（
二
）、

鑱
牙
快
似
如
錐
鑚（

三
）。

膓
空
即
以
鐡
丸
充
、
唱
渇
還
將
鐡
計マ

マ

灌（
四
）。

蒺
蘺
入

×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×

劔
、
攙
牙
快
似
如
錐
鑚
。
膓
空
即□
□
□
□
□
、
唱
渇
還
須
銅
汁
灌
。
蒺
蘺
入

腹
如
刀
臂（

五
）、

空
中
劒
戟
跳
星
乱
。
刀
剜
骨
肉（

六
）

〻
破
、
劒
割
肝
膓
寸
〻
断
。

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

刀
割
骨
肉

〻
破
、
釼
割
肝
膓
寸
〻
断
。

腹
□
□
臂
、
空
中
劒

。
刀
剜
骨
宍

〻
破　

劒
割
肝
膓
寸
〻
斷
。

不
可
言
、
地
獄
天
堂
相
對
疋
。
天
堂
曉
夜
樂
轟
〻

（
七
）、

地
獄
無
人
相
求
出（

八
）。

■

×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

不
可
言
、
地
獄
天
堂
相
對
疋
。
天
堂
曉
夜
樂
轟
〻
、
地
獄
無
人
相
救
出
。

父
母
見
存
爲
造
福
、
七
分
之
中
而
獲
一（

九
）。

縱
令
東
海
變

田
（
一
〇
）、

受
罪
之
人
仍

父
母
見
存
為
造
福
、
七
分
之
中
而
獲
一
。
縱
令
東
海
變

田
、
受
罪
之
人
仍

父
母
見
存
爲
造
福
、
七
分
之
中
而
獲
一
。
縱
令
東
海
變

田
、
受
苦
之
人
仍

未
出
。

未
出
。
云
〻

未
出
。

【
現
代
語
訳
】

　

女
は
鉄
の
寝
床
に
寝
か
さ
れ
て
全
身
に
釘
を
打
た
れ
、
男
は
銅
の
柱
を
抱
か
さ

れ
て
胸
が
焼
け
た
だ
れ
る
。
鉄
の
き
り
は
長
く
て
交
叉
し
あ
い
そ
の
鋭
い
こ
と
矛

や
剣
の
よ
う
、
鋭
い
歯
は
き
り
よ
り
も
さ
ら
に
鋭
い
。
腹
が
減
れ
ば
た
ち
ま
ち
鉄

の
玉
を
詰
め
込
ま
れ
、
渇
き
を
う
っ
た
え
れ
ば
ま
た
鉄
の
汁
を
そ
そ
が
れ
る
。
ま

き
び
し
が
腹
に
食
い
込
ん
で
刀
で
裂
か
れ
る
か
の
よ
う
、
空
中
で
は
剣
や
ほ
こ
が

飛
び
跳
ね
て
星
の
よ
う
に
散
ら
ば
る
。刀
が
骨
や
肉
を
え
ぐ
っ
て
こ
ま
切
れ
に
し
、

剣
が
は
ら
わ
た
を
切
り
裂
い
て
ず
た
ず
た
に
す
る
。
地
獄
と
天
堂
は
対
を
な
し
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
天
堂
で
は
日
夜
楽
の
音
が
鳴
り
響
い
て
い
る
が
、
地
獄
で

は
出
し
て
く
れ
と
求
め
る
相
手
も
な
い
。
父
母
が
現
世
に
あ
っ
て
追
福
し
て
く
れ

た
と
し
て
も
、
功
徳
の
七
分
の
一
し
か
得
ら
れ
な
い
。
た
と
い
東
海
が
桑
畑
に
変

わ
ろ
う
と
も
、
地
獄
で
責
め
苦
を
受
け
て
い
る
者
は
や
は
り
出
ら
れ
な
い
。

【
注
】

（
一
）兇
：「
胸
」
の
音
通
。P.2319

（
甲
）は
「
胸
」
の
異
体
字
「
胷
」
に
作
る
。

（
二
）鐡
鑚
長
交
利
鋒
釼
：「
鑽
」
は
き
り
（
錐
）
ま
た
は
の
み
、
た
が
ね
な
ど
穴

一
五

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



を
穿
つ
道
具
。「
長
」
は
形
容
詞
と
し
て
訳
し
た
が
、
文
構
造
的
に
は
副
詞
用
法

の
ほ
う
が
自
然
で
あ
り
、
そ
の
場
合
「
い
つ
で
も
」
の
意
味
か
。「
交
」
を
使
役

用
法
と
み
て
、
全
体
と
し
て
「
鉄
の
き
り
は
常
に
矛
や
剣
よ
り
も
鋭
く
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
て
い
る
」
と
も
と
れ
る
。

（
三
）鑱
牙
快
似
如
錐
鑚
：「
鑱
」は
鋭
利
な
こ
と
。
杏
雨
羽071

の「
攙
」も
同
義
。

こ
こ
で
鋭
い
歯
と
い
う
の
が
何
を
指
す
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
前
の
韻
文
に
見

え
る
「
杷
」
す
な
わ
ち
熊
手
の
歯
か
。「
似
」
は
比
較
用
法
。
白
居
易
「
新
製
布
裘
」

に
「
桂
布
白
似
雪
、
吳
綿
軟
於
雲
（
桂
林
の
布
は
雪
よ
り
も
白
く
、
呉
の
綿
は
雲

よ
り
も
柔
ら
か
い
）」（『
白
居
易
集
箋
校
』〔
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
八
年
〕
巻

一
）
と
あ
る
。

（
四
）女
卧
鐡
床
釘
〻
身
…
…
唱
渇
還
將
鐡
計マ
マ
灌
：
こ
こ
に
見
え
る
鉄
床
・
銅
柱
・

鉄
丸
・
鉄
汁
（
銅
汁
）
は
い
ず
れ
も
灼
熱
し
た
金
属
に
よ
る
責
め
苦
で
、
地
獄
の

描
写
と
し
て
仏
典
に
頻
出
す
る
。
前
出
⓬
注
（
三
五
）「
銅
柱
鐵
床
地
獄
」
参
照
。

杏
雨
羽071

で
は
鉄
汁
が
銅
汁
と
な
っ
て
お
り
、
テ
キ
ス
ト
の
欠
損
の
た
め
明
ら

か
で
は
な
い
が
鉄
床
と
銅
柱
、
鉄
丸
と
銅
汁
で
対
に
整
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も

あ
る
。
た
と
え
ば
『
過
去
現
在
因
果
經
』
巻
三
に
は
「
見
地
獄
中
考
治
衆
生
、
或

洋
銅
灌
口
、
或
抱
銅
柱
、
或
臥
鐵
床
或
以
鐵
鑊
、
而
煎
煮
之
、
或
於
火
上
、
而
加

丳
炙
…
…
（
地
獄
で
衆
生
を
拷
問
す
る
に
は
、
あ
る
い
は
溶
け
た
銅
を
口
に
そ
そ

ぎ
、
あ
る
い
は
銅
の
柱
を
抱
か
せ
、
あ
る
い
は
鉄
の
寝
床
に
寝
か
せ
あ
る
い
は
鉄

の
鍋
に
入
れ
、焼
い
た
り
煮
た
り
、あ
る
い
は
火
に
か
け
て
炙
り
…
…
）」
と
あ
り
、

ま
た
『
地
藏
菩
薩
本
願
經
』
巻
上
に
は
「
飢
呑
鐵
丸
渇
飮
鐵
汁
（
飢
え
れ
ば
鉄
の

玉
を
呑
ま
さ
れ
、
渇
け
ば
鉄
の
汁
を
飲
ま
さ
れ
る
）」
と
あ
る
。

（
五
）蒺
蘺
入
腹
如
刀
臂
：「
蒺
蘺
」は
蒺
藜
、植
物
の
ハ
マ
ビ
シ
の
こ
と
で
あ
る
が
、

地
面
に
撒
い
て
敵
兵
の
前
進
を
阻
む
た
め
の
と
げ
の
は
え
た
武
器
、
い
わ
ゆ
る
マ

キ
ビ
シ
を
も
指
す
。
七
字
め
はS.2614

（
原
）、杏
雨
羽071

と
も
に
「
臂
」
だ
が
、

裂
く
意
味
の
「
劈
」
か
「
擘
」
の
通
用
字
も
し
く
は
誤
字
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
：
各
本
と
も「
片
」か「
斥
」の
異
体
字
。『
校
注
』は「
斥
」が
古
く
は「
尺
」

と
通
用
し
た
こ
と
か
ら
、「
斥
斥
」
す
な
わ
ち
「
尺
尺
」
で
あ
っ
て
下
の
「
寸
寸
」

と
対
を
な
す
も
の
と
す
る
が
、「
片
片
」
と
し
て
も
文
意
は
ほ
ぼ
同
様
に
通
る
。

（
七
）天
堂
曉
夜
樂
轟
〻
：
仏
典
で
の
表
現
と
し
て
は
、
法
照
撰
『
淨
土
五
會
念
佛

誦
經
觀
行
儀
』
西
方
雜
讃
「
西
方
極
樂
樂
轟
轟
、
聞
者
迴
心
願
往
生
（
西
方
極
楽

に
て
は
楽
の
音
が
鳴
り
響
き
、
聞
く
者
は
心
を
入
れ
か
え
て
往
生
を
願
う
）」
な

ど
の
例
が
あ
る
。

（
八
）求
出
：
杏
雨
羽071

は
「
救
出
」
と
し
、「
救
い
出
し
て
く
れ
る
人
も
な
い
」

の
意
と
な
る
。S.2614

（
原
）も
「
求
」
を
「
救
」
の
略
字
と
と
れ
ば
同
様
に
解
釈

で
き
る
。

（
九
）父
母
見
存
為
造
福
、七
分
之
中
而
獲
一
：
七し

ち
ぶ
ん
ぎ
や
く
い
ち

分
獲
一
。
死
後
に
親
族
が
追
善

供
養
を
し
て
く
れ
て
も
、
亡
者
は
そ
の
功
德
の
七
分
の
一
し
か
得
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
（『
仏
教
大
辞
典
』〔
龍
谷
大
学
編
、冨
山
房
〕）。「
見
」
は
「
現
」

の
通
用
字
。『
地
藏
菩
薩
本
願
經
』
巻
下
に
「
地
藏
答
言
…
…
若
有
男
子
女
人
、

在
生
不
修
善
因
多
造
衆
罪
、
命
終
之
後
、
眷
屬
小
大
爲
造
福
利
、
一
切
聖
事
七
分

之
中
而
乃
獲
一
、六
分
功
德
生
者
自
利
（
地
蔵
菩
薩
が
答
え
て
言
う
に
は
…
…
も

し
男
で
も
女
で
も
、
生
前
に
功
徳
を
積
ま
ず
多
く
の
罪
を
作
っ
た
な
ら
、
寿
命
が

尽
き
た
の
ち
、
親
族
た
ち
が
供
養
を
し
て
く
れ
て
も
、
一
切
の
功
徳
の
う
ち
七
分

の
一
し
か
得
る
こ
と
は
で
き
ず
、
七
分
の
六
の
功
徳
は
生
者
の
た
め
の
も
の
と
な

る
）」
と
い
う
。

一
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



（
一
〇
）東
海
變

田
：「

」
は
「
桑
」
の
異
体
字
。
仙
女
麻
姑
の
故
事
か
ら
、

世
の
中
の
転
変
の
激
し
い
こ
と
の
た
と
え
。
葛
洪『
神
仙
傳
』巻
七「
麻
姑
自
説
云
、

接
侍
以
來
、已
見
東
海
三
爲
桑
田（
麻
姑
は
言
っ
た
。「
こ
の
前
お
会
い
し
て
よ
り
、

既
に
三
度
東
海
が
桑
畑
に
変
わ
っ
た
の
を
見
ま
し
た
」）」（『
増
訂
漢
魏
叢
書
』〔
育

文
書
局
一
九
一
七
年
〕）。

《
散
文
》

S.2614

（
原
）：
目
連
言
訖
、
更
往
前
行
。
須
臾
之
間
、
至
一
地
獄
。
唘

啓

言
獄
主
、

P.2319

（
甲
）：
目
連
言
訖
、
更
往
前
行
。
須
臾
之
間
、
至
一
地
獄
。
啓
言
獄
主
、

杏
雨
羽071

：
目
連
言
訖
、
更
往
前
行
。
須
臾
之
間
、
至
一
地
獄
。
唘
言
獄
主
、

「
此
箇
獄
中
有
一
青
提
夫
人
已
否
。」
獄
主
報
言
、「
青
提
夫
人
是
和
尚
阿
孃
。」

「
此
箇
獄
中
有
一
青
提
夫
人
已
否
。」
獄
主
報
言
、「
青
提
夫
人
是
和
尚
阿
孃
。」

「
此
箇
獄
中
有
×
青
提
夫
人
已
否
。」
獄
主
報
言
、「
青
提
夫
人
是
和
尚
阿□
孃
。」

目
連
啓
言
、「
是
×
×
慈
母
。」
獄
主
報
×
和
尚
曰
、「
三
年
已
前
有
一
青
提
夫
人

目
連
啓
言
、「
是
×
×
慈
母
。」
獄
主
報
×
和
尚
曰
、「
三
年
已
前
有
一
青
提
夫
人

目
連
唘
言
、「
是
貧
道
慈
母
。」
獄
主
報
言
和
尚
×
、「
三
年
已
前
有
一
青
提
夫
人

亦
到
此
間
獄
中
。
被
阿
鼻
地
獄
牒
上
索
將

（
一
一
）、

今
見
在
阿
鼻
地
獄
中
×
×
。」
目
連

亦
到
此
間
獄
中
。
被
阿
鼻
地
獄
牒
上
索
將
、
今
見
在
阿
鼻
×
獄
中
×
×
。」
目
連

亦
到
此
間
獄
中
。
被
阿
鼻
地
獄
牒
上
索
將
、
×
見
在
阿
鼻
×
獄
中
受
苦
。」
目
連

×
×　

悶
絶
僻
×

（
一
二
）、

良
久
氣
通
、
漸
〻
前
行
、
即
逢
守
道

（
一
三
）羅

刹
問
×
×
䖏
。

×
×　

悶
絶
僻
地
、
良
久
氣
通
、
漸
〻
前
行
、
即
逢
守
道
羅
刹
問
×
×
䖏
。

聞
語
、
悶
絶
擗
地
、
良
久
氣
通
、
漸
〻
前
行
、
即
逢
守
道
羅
察
問
阿
孃
䖏
。
若
爲

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
は
言
い
終
え
る
と
、
更
に
前
進
い
た
し
ま
す
。
少
し
の
う
ち
に
、
一
つ
の

地
獄
に
着
き
ま
し
た
。
獄
主
に
申
し
ま
す
に
は
、「
こ
の
地
獄
に
青
提
夫
人
と
い

う
人
は
お
り
ま
せ
ん
か
。」
獄
主
は
答
え
て
、「
青
提
夫
人
と
は
和
尚
様
の
母
上

で
す
か
。」
目
連
は
申
し
ま
す
。「
我
が
母
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
獄
主
は
和
尚
に

答
え
て
言
う
に
は
、「
三
年
前
、
青
提
夫
人
な
る
人
が
こ
の
地
獄
へ
参
り
ま
し
た
。

阿
鼻
地
獄
か
ら
文
書
で
求
め
ら
れ
、
今
は
阿
鼻
地
獄
に
お
り
ま
す
。」
目
連
は
悶

絶
し
て
地
に
倒
れ
、
長
い
こ
と
た
っ
て
か
ら
息
を
吹
き
返
し
、
だ
ん
だ
ん
に
進
ん

で
ゆ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
道
の
番
人
を
つ
と
め
る
羅
刹
に
出
会
っ
て
尋
ね
る
場
面

と
な
り
ま
す
。

【
注
】

（
一
一
）被
阿
鼻
地
獄
牒
上
索
将
：
阿
鼻
地
獄
は
無
間
地
獄
の
こ
と
。阿
鼻
獄
と
も
。

阿
鼻
は
梵
語avīci

の
音
写
で
、
間
断
な
く
苦
を
受
け
る
の
で
無
間
と
漢
訳
さ
れ

る
。
八
大
地
獄
の
一
つ
。
閻
浮
提
の
下
二
万
由
旬
の
所
に
あ
り
、
五
逆
・
謗
法
の

重
罪
を
犯
し
た
者
が
堕
ち
て
剣
樹
・
刀
山
・
鑊
湯
な
ど
の
激
し
い
苦
を
受
け
る（『
広

説
』）。
こ
れ
よ
り
以
前
、
目
連
が
五
道
将
軍
に
母
の
所
在
を
尋
ね
る
場
面
に
「
三

年
已
前
有
一
青
提
夫
人
、
被
阿
鼻
地
獄
牒
上
索
將
、
見
在
阿
鼻
地
獄
中
受
苦
」
と

あ
り
、
こ
の
箇
所
と
ほ
ぼ
同
じ
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
將
」
は
動
詞
の
後

一
七

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



に
付
い
て
動
作
の
完
成
・
実
現
・
持
続
な
ど
様
々
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
す
語
。
白

居
易
「
賣
炭
翁
」
詩
の
「
一
車
炭
重
千
餘
斤
、
宮
使
驅
將
惜
不
得
（
牛
車
一
台
の

炭
で
重
さ
は
千
余
斤
、
宮
廷
の
使
い
が
追
い
立
て
て
い
っ
て
惜
し
ん
で
も
ど
う
に

も
な
ら
ぬ
）」（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
四
）
な
ど
。
前
出
⓾
注
（
二
）「
索
將
」
参
照
。

（
一
二
）僻
×
：S.2614
（
原
）は「
僻
」、P.2319

（
甲
）は「
僻
地
」、杏
雨
羽071

は「
擗

地
」と
す
る
。『
校
注
』は「
僻
」は「
躃
」の
仮
借
字
と
す
る
。今
こ
れ
に
従
い
、P.2319

（
甲
）と
杏
雨
羽071

に
よ
っ
て
「
地
」
を
補
い
訳
し
た
。「
躃
」
は
倒
れ
る
意
味

で
、『
大
方
便
佛
報
恩
經
』
巻
一
「
父
王
苦
惱
生
狂
癡
心
、迷
悶
躃
地
。
以
水
灑
面
、

七
日
方
能
醒
悟
（
父
王
は
苦
悩
の
あ
ま
り
正
気
を
失
い
、悶
絶
し
て
地
に
倒
れ
た
。

水
を
顔
に
振
り
か
け
、
七
日
た
っ
て
よ
う
や
く
目
が
覚
め
た
）」
な
ど
多
く
の
例

が
あ
る
。

（
一
三
）守
道
：「
道
路
の
番
を
す
る
」、「
仏
道
を
守
護
す
る
」
の
二
通
り
の
解
釈

が
考
え
ら
れ
る
が
、
次
の
韻
文
に
「
當
大
道
」
と
あ
る
点
と
考
え
あ
わ
せ
、
前
者

の
方
向
で
訳
し
た
。

《
唱
》S.2614

（
原
）：
目
連
行
歩
多
愁
悩
、
刀
劒
路
傍
如
野
草
。
側
耳
遥
聞
地
獄

P.2319

（
甲
）：
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×

杏
雨
羽071

：
目
連
行
歩
多
愁
悩
、
刀
劒
路
傍
如
野
草
。
側
耳
遥
聞
地
獄

間
、
風
大マ

マ

一
時
聲
翁

（
一
四
）〻

。
爲
憶
慈
親
長

（
一
五
）欲

断
、
前
路
不
婁

（
一
六
）行

即
到
。
忽
然
逢

×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×

間
、
風
火
一
時
聲
翁
〻
。
爲
憶
慈
親
膓
欲
斷
、
前
路
不
婁
行
即
到
。
忽
然
蓬マ

マ

着
夜
叉
王
、
按
劒
坐
虵
當
大
道

（
一
七
）。

啓
言
×
×
「
貧
道
是
釋
迦
如
来
仏
子
弟乙

、

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

着
夜
叉
王
、
按
劒
坐
虵
當
大
道
。
唘
言
獄
主
「
貧
道
是
釋
迦
如
来
仏
弟
子
、

證
見
三
明

（
一
八
）出

生
死
。
哀
〻
慈
母
号
青
提
、
亡
過
魂
霊
於
落乙

此
。
擿
来
巡
暦
諸

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×

證
得
三
明
出
生
死
。
哀
〻
慈
母
号
青
提
、
亡
過
魂
霊
落
於
此
。
適
来
巡
歴
諸

餘
獄

（
一
九
）、

問
者
咸
言
稱
不
是
。
近
云
將
母
入
阿
鼻
、
大
將
亦
應
之
此
事

（
二
〇
）。

有
無

×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×

餘
獄
、
問
者
咸
言
稱
不
是
。
近
云
將
母
將
阿
鼻
、
大
將
亦
應
知
此
事
。
有
無

實
說
莫
沉
吟
、
人
間
乳
哺
最
恩
深
。
聞
說
慈
親
骨
髄
痛
、
造
此

（
二
一
）誰

知
貧
道

×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×

實
說
莫
沉
吟
、
人
間
乳
哺
最
恩
深
。
聞
說
慈
親
骨
髄
痛
、
造
次
誰
知
貧
道

心
。」

×心
。」

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
は
歩
み
つ
つ
大
い
に
愁
え
苦
し
む
、
刀
剣
が
路
傍
に
茂
っ
て
野
草
の
よ

一
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



う
。
耳
を
そ
ば
だ
て
れ
ば
遙
か
に
聞
こ
え
る
の
は
地
獄
に
て
、
風
と
火
が
一
度
に

た
て
る
ご
う
ご
う
た
る
響
き
。
母
上
を
思
え
ば
は
ら
わ
た
も
ち
ぎ
れ
ん
ば
か
り
だ

が
、
前
途
は
長
く
は
な
い
か
ら
行
け
ば
す
ぐ
に
も
た
ど
り
着
こ
う
。
だ
し
ぬ
け
に

夜
叉
王
の
、
剣
に
手
を
か
け
蛇
に
座
し
て
大
道
を
ふ
さ
い
で
い
る
と
こ
ろ
に
出
会

う
。
申
す
よ
う
、「
拙
僧
は
釈
迦
如
来
の
弟
子
に
て
、
三さ

ん
み
よ
う明

の
悟
り
を
開
き
生
死

の
境
涯
を
脱
し
ま
し
た
。
哀
し
や
母
上
は
名
を
青
提
と
い
い
、
亡
く
な
っ
て
霊
魂

が
こ
こ
へ
落
ち
て
き
て
お
り
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
諸
々
の
地
獄
を
経
巡
っ
て
参
り
ま

し
た
が
、
問
う
た
相
手
は
み
な
そ
こ
に
は
い
な
い
と
言
い
ま
し
た
。
近
頃
言
わ
れ

た
の
は
母
を
阿
鼻
地
獄
に
入
れ
た
と
の
こ
と
、
夜
叉
大
将
様
も
き
っ
と
そ
れ
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
。
い
る
の
か
ど
う
か
あ
り
の
ま
ま
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
め
ら
わ
な
い

で
下
さ
い
、
人
の
世
で
乳
を
与
え
育
ま
れ
た
の
は
最
も
恩
の
深
い
も
の
。
母
上
の

こ
と
を
聞
け
ば
骨
の
髄
ま
で
痛
む
思
い
、
拙
僧
の
心
を
お
い
そ
れ
と
誰
が
分
か
り

ま
し
ょ
う
か
。」

【
注
】

（
一
四
）
：「
號
」
の
異
体
字
。

（
一
五
）長
：「
腸
」
の
音
通
で
あ
ろ
う
。
杏
雨
羽071

で
は
「
膓
」
と
す
る
。

（
一
六
）不
婁
：「
婁
」
は
こ
こ
で
は
形
容
詞
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
多
」「
够
」

な
ど
と
同
義
と
思
わ
れ
る
。『
校
注
』
に
引
く
徐
復
注
に
、唐
代
の
俗
語
で
は
「
婁
」

を
「
多
」
の
意
味
に
用
い
、
従
っ
て
「
不
婁
」
は
「
不
多
」
に
同
じ
と
い
う
。
敦

煌
変
文
『
韓
擒
虎
話
本
』（S.2144

）
に
見
え
る
「
不
螻
咬
嚼
博
唼
之
間
（
十
分

に
咬
ん
で
咀
嚼
も
し
な
い
う
ち
に
）」
の
「
不
螻
」
な
ど
も
同
様
。

（
十
七
）忽
然
逢
着
夜
叉
王
、按
劒
坐
虵
當
大
道
：
夜
叉
は
梵
語yaks

・a

の
音
写
。

他
に
薬
叉
、
夜
乞
叉
な
ど
と
も
。
北
方
に
住
む
ク
ヴ
ェ
ー
ラ
神
の
配
下
と
考
え
ら

れ
る
半
神
。
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
八
部
衆
の
一
つ
と
さ
れ
、
毘
沙
門
天
の
眷

属
と
し
て
北
方
を
守
護
す
る
存
在
と
な
っ
た
。
ま
た
羅
刹
と
と
も
に
八
部
鬼
衆
の

一
つ
と
さ
れ
、
人
を
食
う
悪
鬼
と
も
さ
れ
る
（『
広
説
』）。
た
だ
し
こ
こ
で
い
う

夜
叉
王
は
、
直
前
の
散
文
で
い
う
羅
刹
と
同
一
の
存
在
で
な
け
れ
ば
筋
が
通
ら
な

い
。『
入
楞
伽
經
』『
大
乘
入
楞
伽
經
』
で
は
羅
刹
の
王
を
夜
叉
王
と
訳
し
て
い
る

な
ど
、
両
者
が
混
同
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。「
虵
」
は
「
蛇
」
の
異
体
字
。
羅

刹
で
あ
れ
ば
普
通
、
剣
を
持
ち
白
獅
子
に
乗
る
姿
で
表
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
蛇
に

座
し
た
姿
で
描
写
さ
れ
て
い
る
の
は
何
に
由
来
す
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
夜
叉

が
北
方
の
守
護
者
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
玄
武
の
イ
メ
ー
ジ
の
影
響
か
と

も
想
像
さ
れ
る
。
通
常
、
四
霊
の
一
つ
で
あ
る
玄
武
が
亀
と
蛇
を
踏
ま
え
る
道
教

の
神
（
真
武
神
）
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
宋
代
以
降
と
さ
れ
る
が
、

唐
代
に
既
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
一
八
）證
見
三
明
：「
證
」
は
悟
る
意
。「
三
明
」
は
特
別
な
修
行
者
が
持
つ
こ
と

の
で
き
る
六
神
通
の
う
ち
、
三
つ
を
取
り
出
し
て
い
う
も
の
で
、
宿
世
の
因
縁
を

知
る
宿
命
明
・
未
来
の
果
報
を
知
る
天
眼
明
・
現
在
の
煩
悩
を
絶
つ
漏
尽
明
（『
広

説
』）。

（
一
九
）擿
来
巡
曆
諸
餘
獄
：S.2614

（
原
）が
「
擿
」「
暦
」
と
す
る
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
「
適
」「
歴
」
の
音
通
で
あ
ろ
う
。「
適
來
」
は
さ
っ
き
、先
程
の
意
味
。「
諸

餘
」
は
全
て
、
諸
々
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

（
二
〇
）大
將
亦
應
之
此
事
：「
大
將
」
は
夜
叉
大
将
で
、
夜
叉
を
統
率
す
る
者
。

こ
こ
で
は
上
で
夜
叉
王
と
呼
ぶ
の
と
同
じ
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。S.2614

（
原
）で
「
之
」
と
あ
る
の
は
「
知
」
の
音
通
で
あ
ろ
う
。
こ
の
韻
文
でS.2614

（
原
）

一
九

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



が
発
音
に
よ
る
通
用
字
を
用
い
て
い
る
箇
所
は
、
ほ
ぼ
杏
雨
羽071

で
は
正
し
い

用
字
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
一
）造
此
：「
造
次
」
に
同
じ
。
倉
卒
に
、
み
だ
り
に
、
な
ど
の
意
。

（
大
賀
）

⓮《
唱
》

S.2614

（
原
）：
夜
叉
聞
語
心
逷
〻

（
一
）、

直
言
「
更
亦
無
刑
迹（

二
）。

和
尚
孝
順
古
今

P.2319

（
甲
）：
×
×
×
×
×
×
×　

×
×　

×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×

杏
雨
羽071

：
夜
叉
聞
言
心
蕩
心
、
直
言
「
更
亦
無
形
迹
。
和
尚
孝
順
古
今

希
、

途
不
憚
親
巡
暦（

三
）。

青
提
夫
人
欲
似
有（

四
）。

影
向（

五
）不

能
全
指
的（

六
）。

×
×
×

×
×
×
×
×
×
×
×　
　

青
提
夫
人
欲
似
有
。
影
向
不
能
全
指
的
。
×
×
×

無
、

途
不
憚
親
巡
歴
。　
　
　
　

青
提
夫
人
欲
似
有　

影
向
不
能
全
指
的
。
三
年（

七
）之

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×　

灌
鐵
為
城
銅
作
壁
。

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

外
有
名
来
、
太
山
部
上
収
文
悪（

八
）。

和
尚
可
不
聞
阿
鼻
獄（

九
）、

灌
鐵
圍
城
銅
作
壁
。

業
風
雷
振
一
時
吹
、
到
者
身
骸
似
狼
寂
。
勸
諫
闍
梨
早
皈
舍
、
徒
煩
此
䖏
相

×
×
×
×
×
×
×　

到
者
身
骸
似
狼
藉
。
勸
諫
闍
梨
早
歸
舍
、
徒
煩
此
䖏
相

業
風
雷
振
一
時
吹
、
到
者
身
骸
似
狼
寂
。
勸
諫
闍
梨
早
歸
舍
、
徒
煩
此
䖏
相

尋
覔
。
不
■

如

早
去
見
如
来
、
搥
胷
懊（

一
〇
）惱

知
何
益
。」

尋
覔
。
不
如　

早
去
見
如
来
、
搥
胷
懊
惱
知
何
益
。」

尋
覔
。
不
如　

早
去
見
如
来
、
搥
兇
懊
惱
知
何
益
。」

【
現
代
語
訳
】

　

夜
叉
は
こ
れ
を
聞
い
て
心
憂
い
、
ま
っ
す
ぐ
に
申
す
に
は
、「
少
し
の
気
配
も

あ
り
ま
せ
ぬ
。
和
尚
様
の
孝
行
は
古
今
に
稀
な
る
も
の
、
黄
泉
路
を
も
恐
れ
ず
自

ら
お
巡
り
に
な
る
と
は
。
青
提
夫
人
は
い
る
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
は
っ
き
り

せ
ず
、
す
っ
か
り
明
ら
か
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
三
年
前
に
名
前
が

ま
い
り
ま
し
た
が
、
泰
山
の
部
局
か
ら
の
文
書
は
激
し
い
も
の
で
し
た
。
和
尚
様

阿
鼻
地
獄
の
こ
と
を
聞
い
て
お
ら
れ
ま
せ
ぬ
か
、
鉄
を
注
い
で
城
壁
と
し
銅
に
て

壁
を
作
り
、
業
の
風
に
雷
が
鳴
れ
ば
た
ち
ま
ち
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
た
ど
り
着
い
た

者
の
体
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
か
の
よ
う
。
お
坊
様
早
く
宿
舎
に
お
帰
り
あ
れ
、

こ
こ
に
て
捜
さ
れ
る
の
も
あ
だ
な
こ
と
。早
く
行
っ
て
如
来
に
お
目
通
り
な
さ
れ
、

胸
を
打
っ
て
悲
し
も
う
と
何
の
益
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。」

【
注
】

（
一
）心
逷
〻
：
杏
雨
羽071

は
「
心
蕩
心
」
と
す
る
（P.2319

（
甲
）は
缺
）。『
漢

語
大
詞
典
』
は
「
逷
逷
」
を
立
項
し
、「
憂
惧
貌
」
と
す
る
が
、挙
例
は
「
目
連
變
文
」

の
こ
の
箇
所
の
み
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
こ
で
も
指
摘
さ
れ
、『
校
注
』
も
述
べ
る

よ
う
に
、「
逷
」
は
「
惕
」
と
通
用
す
る
こ
と
が
多
く
、「
惕
惕
」
で
あ
れ
ば
古
く

は
『
毛
詩
』「
陳
風
」
の
「
防
有
鵲
巣
」
の
「
心
焉
惕
惕
（
心
憂
い
）」
以
来
、
憂

い
恐
れ
る
様
を
形
容
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
母
を
捜
す

二
〇
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目
連
に
同
情
し
た
夜
叉
の
態
度
を
言
う
か
。
杏
雨
羽071

の
「
心
蕩
心
」
は
、
字

形
の
類
似
ゆ
え
に
「
逷
」
も
し
く
は
「
惕
」
を
「
蕩
」
に
、
踊
り
字
を
「
心
」
に

誤
っ
た
も
の
か
。

（
二
）刑
迹
：
杏
雨
羽071
は
「
形
迹
」
と
す
る
（P.2319

（
甲
）は
缺
）。「
刑
」
と

「
形
」
が
し
ば
し
ば
通
用
す
る
点
か
ら
考
え
て
「
形
迹
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）巡
暦
：
杏
雨
羽071

は
「
巡
歴
」
と
す
る
（P.2319

（
甲
）は
缺
）。「
暦
」「
歴
」

も
ほ
ぼ
通
用
字
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

（
四
）青
提
夫
人
欲
似
有
：
杏
雨
羽071
は
こ
の
句
を
書
き
落
と
し
た
ら
し
く
、
後

か
ら
行
頭
に
当
た
る
次
句
の
斜
め
上
に
書
き
込
ん
で
い
る
。

（
五
）影
向
：『
校
注
』
は
「
影
響
」
と
す
る
が
、
各
本
と
も
「
影
向
」
で
あ
る
。

こ
の
表
記
は
、「
伍
子
胥
變
文
」（P.2794V

）
に
「
妾
須
禁
閉
在
深
閨
、
与
君
影

向
微
相
識（
私
は
奥
深
い
部
屋
に
閉
ざ
さ
れ
た
身
の
は
ず
、あ
な
た
の
こ
と
は
は
っ

き
り
し
ま
せ
ん
が
知
り
合
っ
た
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
敦

煌
變
文
で
は
複
数
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
き
の「
伍
子
胥
變
文
」の
例
や
元
稹「
夢

遊
春
」詩（『
元
稹
集
編
年
箋
注
』〔
三
秦
出
版
社
二
〇
〇
二
年
〕元
和
五
年
）に「
逡

巡
日
漸
高
、
影
響
人
將
寤
（
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
日
は
次
第
に
高
く
、
ぼ
ん
や
り

と
し
な
が
ら
人
は
目
覚
め
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
ぼ
ん

や
り
し
て
は
っ
き
り
し
な
い
さ
ま
を
形
容
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（
六
）指
的
：『
南
齊
書
』（
中
華
書
局
一
九
七
二
年
）
巻
四
十
「
晉
安
王
子
懋
傳
」

に
見
え
る
南
齊
の
武
帝
の
命
に
「
吾
今
亦
行
密
纂
集
、
須
有
分
明
指
的
、
便
當
有

大
處
分
（
私
も
今
か
ら
密
か
に
兵
を
集
め
て
、
確
か
な
こ
と
が
分
か
っ
た
ら
、
大

規
模
な
行
動
を
起
こ
そ
う
）」
と
口
語
的
な
文
脈
で
「
分
明
」
と
並
列
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
確
か
な
こ
と
を
意
味
す
る
口
頭
語
的
な
語
彙
と
し
て
、
南

北
朝
期
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
唐
代
に
お
い
て
も
李
白
「
草
創
大

還
贈
柳
官
廸
」
詩
の
「
自
然
成
妙
用
、
孰
知
其
指
的
（
お
の
ず
と
精
妙
な
作
用
を

す
る
が
、
確
か
な
こ
と
を
知
る
者
は
い
な
い
）」
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

（
七
）三
年
之
外
有
名
来
…
…
：
以
下
三
句
は
杏
雨
羽071

の
み
に
存
在
す
る
。『
校

注
』
は
後
の
「
灌
鐵
為
城
銅
作
壁
」
に
附
し
た
校
注
で
項
楚
校
を
引
い
て
、
こ
こ

に
は
七
言
一
句
が
欠
け
て
い
る
と
推
定
す
る
が
、杏
雨
羽071

の
本
文
に
従
え
ば
、

欠
け
て
い
る
の
は
三
句
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
内
容
か
ら
見
て
も
、
杏
雨
羽071

の
本
文
が
原
型
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
た
め
、
補
っ
て

訳
す
。

（
八
）太
山
部
上
収
文
悪
：「
文
悪
」
が
一
語
で
あ
る
と
す
れ
ば
、『
史
記
』
巻

一
二
二
「
酷
吏
列
傳
」
に
「
司
馬
安
之
文
惡
」
と
見
え
、『
集
解
』
は
「
漢
書
音
義
曰
、

以
文
法
傷
害
人
（
法
律
で
人
を
害
す
る
こ
と
）」
と
注
記
し
て
い
る
。
し
か
し
こ

こ
で
は
通
り
に
く
い
。「
受
け
取
っ
た
文
書
の
内
容
が
激
し
い
も
の
で
」
と
い
う

こ
と
か
。

（
九
）和
尚
可
不
聞
阿
鼻
獄
：
七
言
句
と
す
る
と
一
字
多
い
。
字
余
り
の
可
能
性
も

あ
る
が
、「
可
不
」
が
白
話
に
お
け
る
強
調
表
現
と
し
て
定
型
化
し
た
た
め
に
「
可
」

字
が
入
り
込
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
一
〇
）搥
胷
懊
惱
：『
中
阿
含
經
』
巻
三
に
「
愁
煩
憂
慼
、
搥
胸
懊
惱
（
心
配
し

憂
え
て
、
胸
を
打
っ
て
悩
む
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
典
に
見
え
る
表
現
。

二
一

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



《
散
文
》

S.2614
（
原
）：
目
連
見
説
地
獄
之
難
當
、
即
迴
×
擲
鉢
騰（

一
一
）空

。
須
臾
之
間
、
即
至

P.2319

（
甲
）：
目
連
見
説
地
獄
之
難
當
、
即
迴
身
擲
鉢
騰
空
。
須
臾
之
間
、
即
至

杏
雨
羽071
：
目
連
見
説
地
獄
之
難
當
、
即
迴
×
擲
鉢
騰
空
。
須
臾
之
間
、
即
至

婆
羅
林（

一
二
）所

、
遶
仏
三
迊
却
坐
一
面
、
瞻
×
尊（

一
三
）顔

、
目
不
蹔
舍
、
白
言
世
尊
䖏

（
一
四
）。

婆
羅
林
所
、
遶
仏
三
迊
却
坐
一
面
、
瞻
仰
尊
顔
、
目
不
暫
捨
、
白
言
世
尊
䖏
。

婆
羅
林
所
、
遶
仏
三
迊
却
坐
一
面
、
瞻
仰
尊
顔
、
目
不
蹔
捨
、
白
言
世
尊
×
。

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
は
地
獄
の
難
を
言
わ
れ
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
身
を
翻
し
、
鉢
を
投
げ
て
空
中

に
飛
び
上
が
り
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
娑
羅
林
の
地
に
着
く
と
、
仏
の
周
り
を
三

度
め
ぐ
り
、
一
方
に
退
い
て
、
ご
尊
顔
を
拝
し
、
ま
じ
ろ
ぎ
も
し
ま
せ
ん
。
世
尊

に
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
注
】

（
一
一
）即
逥
擲
鉢
騰
空
：P.2319

（
甲
）は
「
即
迴
身
擲
鉢
騰
空
」
と
す
る
。「
迴
」

の
目
的
語
が
な
い
と
意
味
を
取
り
に
く
い
た
め
、
こ
の
方
が
本
文
と
し
て
は
適
切

だ
が
、「
身
」
が
脱
落
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
意
味
が
通
じ
に
く
い
た
め
補
っ
た

の
か
は
定
め
が
た
い
。

（
一
二
）娑
羅
林
所
：『
大
涅
槃
經
』
巻
中
「
語
阿
難
言
。
汝
可
往
至
娑
羅
林
中
。

見
有
雙
樹
（〔
涅
槃
を
前
に
釈
迦
が
〕
阿
難
に
語
る
に
は
、「
お
ま
え
は
娑
羅
林
の

中
に
行
く
が
よ
い
。
二
本
の
木
を
見
る
で
あ
ろ
う
」）」
と
あ
る
よ
う
に
、
釈
迦
寂

滅
の
地
。「
娑
羅
林
所
」と
い
う
語
は
隋
の
闍
那
崛
多
訳『
四
童
子
三
昧
經
』に「
一

時
婆
伽
婆
在
倶
尸
那
國
力
士
居
地
娑
羅
林
所
雙
樹
間
（
あ
る
と
き
世
尊
は
ク
シ
ナ

国
の
力
士
の
地
な
る
娑
羅
林
所
の
双
樹
の
間
に
お
ら
れ
て
）」
と
見
え
る
。

（
一
三
）瞻
×
尊
顏
：P.2319

（
甲
）と
杏
雨
羽071

は
「
瞻
仰
尊
顔
」
と
す
る
。
リ

ズ
ム
か
ら
考
え
て
も
四
字
句
の
方
が
自
然
で
あ
り
、「
瞻
仰
」
が
仏
典
に
お
け
る

定
型
表
現
で
あ
る
点
か
ら
考
え
て
、「
仰
」
が
脱
落
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

（
一
四
）白
言
世
尊
䖏
：
杏
雨
羽071

は
「
處
」
を
欠
く
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
全
体

に
「
處
」
が
な
く
、
文
字
が
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
読
み
物

と
し
て
抄
写
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

《
唱
》S.2614

（
原
）：「
闕（

一
五
）事

如
■

来　
日
已
遠
、
追
放
縱
由
天
地（

一
六
）遍

。
阿
耶
惟
得
生

P.2319

（
甲
）：「
闕
事
如　

來
日
已
遠
、
追
放
縱
由
天
地
遍
。
阿
耶
惟
得
上

杏
雨
羽071

：「
闕
事
如　

來
日
已
遠
、
追
訪
縱
由
天
地
遍
。
阿
耶
唯
得
上

天（
一
七
）上

、
慈
母
不
曾
重
會
面
。
聞
道
阿
鼻
見
受
罪
、
思
之
不
覺
肝
膓
断
。
猛
火

生
天
、
慈
母
不
曾
重
會
面
。
聞
道
阿
鼻
見
受
罪
、
思
之
不
覺
肝
膓
断
。
猛
火

生
天
、
慈
母
不
曽
重
會
面
。
聞
道
阿
鼻
見
受
罪
、
思
之
不
覺
肝
膓
断
。
猛
火

龍
蛇
難
向
前
、
造
次
无
由
作
方
便
。
如
來
神
力
移
山
海
、
一
切
衆
生
多
愛（

一
八
）戀

。

龍
虵
難
向
前
、
造
次
无
由
作
方
便
、
如
来
神
力
移
山
海
、
一
切
衆
生
多
愛
戀
。

龍
虵　

難
向
前
、
造
次
無
由
作
方
便
、
如
来
神
力
移
山
海
、
一
切
衆
生
多
愛
戀
。

二
二
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臣
急
由
来
解
告（

一
九
）君

、
如
何
慈
母
重
相（

二
〇
）見

。」
世
尊
喚
言
「
×
大
目
連
、
且
莫

臣
急
由
来
解
告
君
、
如
何
子
母
得
相
見
。」
世
尊
喚
言
「
×
大
目
連
、
且
莫

臣
急
由
来
解
告
君
、
如
何
子
母
重
相
見
。」
世
尊
喚
言
「
唯
大
目
連
、
且
莫

悲
哀
泣（

二
一
）、

世
間
之
罪
由
如（

二
二
）繩

、
不
是
他
家
尼（

二
三
）碾

来
。
火
急
將
吾
錫
丈

、
能

悲
哀
泣
、
世
間
之
罪
由
如
繩
、
不
是
他
家
尼
碾
来
。
火
急
將
吾
錫
杖

、
能

悲
哀
×
、
世
間
之
罪
由
人
遣
、
不
是
他
家
尼
碾
来
。
火
急
將
吾
錫
杖

、
能

除
八
難

（
二
四
）

及
三（

二
五
）灾

。
但
知
懃
念
吾
名
字
、
地
獄
應
×
為
如（

二
六
）開

。」

除
八
難
及
三
灾
。
但
知
懃
念
吾
名
字
、
地
獄
應
當
為
汝
開
。」

除
八
難
及
三
灾
。
但
知
懃
念
吾
字
名乙

、
獄
地乙

應
當
為
汝
開
。」

【
現
代
語
訳
】

　
「
如
来
様
に
お
仕
え
で
き
な
く
な
り
ま
し
て
よ
り
日
が
遠
く
、
天
地
あ
ま
ね
く

た
ず
ね
て
回
り
ま
し
た
。
父
上
ば
か
り
が
天
上
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
て
お
り

ま
し
て
、
慈
母
と
は
再
会
も
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
聞
け
ば
阿
鼻
に
て
罪
を
受
け
て

い
る
と
の
こ
と
、
そ
れ
を
思
え
ば
我
知
ら
ず
断
腸
の
思
い
に
ご
ざ
い
ま
す
。
猛
火

に
龍
蛇
あ
っ
て
進
む
こ
と
も
な
り
か
ね
、
と
っ
さ
に
は
う
ま
く
や
る
手
だ
て
も
あ

り
ま
せ
ぬ
。
如
来
の
神
力
は
山
海
を
も
移
さ
れ
る
も
の
、
す
べ
て
の
衆
生
は
恋
い

慕
う
て
お
り
ま
す
。
私
が
急
い
で
や
っ
て
来
ま
し
た
の
は
あ
な
た
様
に
申
し
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
ど
う
す
れ
ば
母
に
ま
た
会
え
ま
し
ょ
う
か
。」
世

尊
は
大
目
連
に
呼
ば
わ
り
ま
す
。「
ま
ず
は
泣
く
で
な
い
（
失
韻
。
あ
る
い
は
セ

リ
フ
か
）。世
の
罪
は
果
て
し
な
く
、別
の
人
間
が
で
っ
ち
あ
げ
た
も
の
で
は
な
い
。

取
り
急
ぎ
わ
し
の
錫
杖
を
与
え
よ
う
、八
難
と
三
災
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

わ
し
の
名
を
懇
ろ
に
唱
え
る
こ
と
さ
え
わ
か
っ
て
お
れ
ば
、
地
獄
は
必
ず
や
お
ま

え
の
た
め
に
開
く
で
あ
ろ
う
。」

【
注
】

（
一
五
）闕
事
：
通
常
は
『
遊
仙
窟
』
に
「
且
得
不
闕
事
而
已
（
何
と
か
し
く
じ
ら

ず
に
す
む
程
度
で
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
失
敗
す
る
こ
と
を
い
い
、『
舊
唐
書
』
巻

一
七
九
「
張
濬
傳
」
に
「
一
二
年
間
必
無
闕
事
（
一
二
年
の
間
に
問
題
が
起
こ
る

こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
す
ま
い
）」と
あ
る
よ
う
に
、名
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
対
象
が
如
来
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
字
義
の
通
り
、
仕
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
か
。 

（
一
六
）追
放
縱
由
天
地
遍
：
杏
雨
羽071

は「
追
放
」を「
追
訪
」と
す
る
。「
追
訪
」

は
追
い
求
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。前
出
6
注（
一
五
）「
追

放
縱
由
天
地
邊
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
来
「
追
訪
」
で
あ
る
も
の
が
、
音
が
近

い
こ
と
か
ら
「
追
放
」
と
表
記
さ
れ
た
も
の
か
。

（
一
七
）惟
得
生
天
上
：
項
楚
校
は
「
惟
」
を
「
雖
」
の
誤
り
と
す
る
が
、
各
本
と

も
「
惟
」
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
意
味
上
も
問
題
な
い
た
め
、
改
め
る
必
要
は
な

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
一
八
）愛
戀
：『
法
苑
珠
林
』
巻
二
十
「
致
敬
篇　

述
意
部
」
に
「
我
有
何
善
、

聞
佛
名
號
、
欣
喜
加
敬
、
瞻
仰
聖
顔
、
愛
戀
無
猒
（「
私
に
何
の
善
が
あ
る
か
ら

と
て
、
仏
の
御
名
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
、
歓
喜
し
て
敬
意
を
示
し
、

御
顔
を
仰
ぎ
見
て
、
恋
い
慕
っ
て
飽
き
る
こ
と
が
な
い
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏

を
慕
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

二
三

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



（
一
九
）臣
急
由
来
解
告
君
：
釈
迦
と
弟
子
の
関
係
を
君
臣
と
す
る
例
は
本
作
品
の

中
で
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。「
解
」は
可
能
の
助
動
詞
。「
由
來
」は
通
常
の「
ず
っ

と
」
と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、『
遊
仙
窟
』
に
「
妍
華
天
生
足
、
由
來
能
装
束
（
艶

や
か
さ
は
生
ま
れ
つ
き
十
分
に
、
も
と
も
と
身
繕
い
に
も
長
け
て
）」
と
あ
る
よ

う
に
、
唐
代
に
は
「
元
来
」
の
義
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
い
ず
れ
も
こ

こ
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
由
來
」
が
原
因
を
意
味
す
る
名

詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
点
か
ら
考
え
て
、「
私
が
急
い
で
い
る
理
由
は
あ
な
た
に

申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
」
も
し
く
は
「
由
來
」
が
動
詞
的
に
機
能

し
て
い
る
と
考
え
て
「
私
が
急
い
で
い
る
の
は
あ
な
た
に
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
」
の
い
ず
れ
か
か
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
後
者
で
訳
す
。

（
二
〇
）慈
母
重
相
見
：P.2319

（
甲
）は
「
子
母
得
相
見
」、
杏
雨
羽071

は
「
子

母
重
相
見
」
と
す
る
。「
母
に
ま
た
会
う
」
と
い
う
こ
と
で
意
味
的
に
は
問
題
な

い
が
、「
子
母
」
の
方
が
よ
り
自
然
か
と
も
思
わ
れ
る
。
杏
雨
羽071

も
「
子
母
」

で
あ
る
点
か
ら
す
る
と
、
こ
ち
ら
が
原
型
で
、「
慈
母
」
が
音
の
近
似
に
由
来
す

る
誤
り
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。P.2319

（
甲
）が
「
得
」
と
す
る
の
は
、
よ
り
意

味
が
わ
か
り
や
す
い
方
向
に
改
め
た
も
の
か
。

（
二
一
）世
尊
喚
言
大
目
連
且
莫
悲
哀
泣
：
杏
雨
羽071

は
「
世
尊
喚
言
唯
大
目
連

且
莫
悲
哀
」
と
す
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
呼
び
か
け
の
語
で
あ
り
、「
大
目
連
」

は
地
の
文
で
は
な
く
、
世
尊
の
言
葉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
二
二
）世
間
之
罪
由
如
繩
：
杏
雨
羽071

は「
世
間
之
罪
由
人
遣
」と
す
る
。「
由
」

は
「
猶
」
と
通
用
す
る
。「
如
繩
」
の
意
味
は
定
か
で
は
な
い
。「
如
繩
」
は
通
常

は
ま
っ
す
ぐ
な
様
の
形
容
だ
が
、
こ
こ
に
は
当
た
ら
な
い
。「
繩
繩
」
は
『
毛
詩
』

「
周
南
」
の
「
螽
斯
」
に
「
螽
斯
羽
薨
薨
兮
、
宜
爾
子
孫
繩
繩
兮
（
イ
ナ
ゴ
の
羽

は
ザ
ワ
ザ
ワ
と
、
め
で
た
し
子
孫
は
続
々
と
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
数
が
多
い
こ

と
の
た
と
え
で
あ
り
、こ
こ
も
数
が
多
い
こ
と
を
い
う
の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
繩
」

一
字
で
こ
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
か
に
は
疑
問
が
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
っ
す
ぐ
に

ず
ら
り
と
並
ぶ
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
仮
に
「
果
て
し
な
く
」
と
訳
す
。

（
二
三
）尼
碾
：
未
詳
。
あ
る
い
は
「
泥
捏
」
か
。『
五
燈
會
元
』
巻
十
四
に
「
泥

捏
三
官
土
地
堂
（
泥
で
三
官
〔
道
教
の
神
〕
や
土
地
神
の
祠
堂
を
こ
ね
上
げ
る
）」

と
見
え
る
。

（
二
四
）八
難
：
仏
を
見
ず
、
仏
法
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
境
地
が
八
種
あ
る
の

を
い
う
。
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
長
壽
天
・
邊
地
・
盲
聾
瘖
瘂
・
世
智
辯
聰
・
佛

前
佛
後
で
あ
る
（『
広
説
』）。

（
二
五
）三
灾
：「
灾
」は「
災
」の
異
体
字
。
大
小
の
三
災
が
あ
る
。
世
界
は
成
劫
・

住
劫
・
壞
劫
・
空
劫
の
循
環
か
ら
な
る
が
、
小
三
災
は
住
劫
で
起
こ
る
刀
兵
災
・

疾
疫
災
・
飢
饉
災
を
い
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
々
が
滅
び
る
。
大
三
災
は
壞
劫
で

起
こ
る
火
災
・
水
災
・
風
災
を
い
い
、こ
れ
に
よ
っ
て
世
界
が
滅
び
る
（『
広
説
』）。 

（
二
六
）地
獄
應
為
如
開
：P.2319

（
甲
）と
杏
雨
羽071

は
「
地
獄
應
當
為
汝
開
」

と
す
る
。
七
言
句
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、「
當
」
は
脱
落
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
如
」も
意
味
か
ら
考
え
て
、音
の
近
似
ゆ
え
に「
汝
」を
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

《
散
文
》

S.2614
（
原
）：
目
連
承
仏
威
力
、
騰
身
向
下
、
急
如
風（

二
七
）箭

、
須
臾
之
間
、
即
至
阿

P.2319
（
甲
）：
目
連
承
仏
威
力
、
騰
身
向
下
、
急
如
風
箭
、
須
臾
之
間
、
即
至
阿

杏
雨
羽071
：
目
連
承
仏
威
力
、
騰
身
向
上
、
急
如
風
箭
、
須
臾
之
間
、
即
至
阿

二
四
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鼻
地
獄
。
空
中　

見
（
二
八
）　

五
十
箇
牛
頭
馬
腦
、
羅
剎
夜
叉
、
牙
如
劒
樹
、
口
似
血（

二
九
）盆

、

鼻
地
獄
。
空
中　

見　

五
十
箇
牛
頭
馬
腦
、
羅
剎
夜
叉
、
牙
如
劒
樹
、
口
似
血
盆
、

鼻
地
獄
。
空
中
■
見
■
五
十
箇
牛
頭
馬
頭
、
夜
叉
羅
察
、
身
如
劒
樹
、
口
似
血
盆
、

聲
如
雷
鳴
、
眼
如
掣（

三
〇
）電

、
×
向
天（

三
一
）曹

當
直
。
逢
著
目
連
遥
報
言

（
三
二
）×

、「
和
尚
莫
来
。

聲
如
雷
鳴
、
眼
如
掣
電
、
×
向
天
曹
當
直
。
逢
著
目
連
遙
×
言
×
、「
和
尚
莫
来
。

聲
若
雷
鳴
、
眼
如
電乙掣
、
上
向
天
曹
當
直
。
逢
著
目
連
遥
報
言
曰
、「
和
尚
莫
来
。

此
間
不
是
好
道
、
此
是
地
獄
之（

三
三
）路

。
西
邊
黑
煙
之
中
、
惣
是
獄
中
毒
氣
、
吸
著
和

此
間
不
是
好
道
、
×
是
地
獄
之
路
。
西
邊
黑
煙
之
中
、
惣
是
獄
中
毒
氣
、
吸
著
和

×
×
不
是
好
道
、
此
是
地
獄
之
路
。
西
邊
黑
烟
之
中
、
惣
是
獄
中
毒
氣
、
吸
著
和

尚
化
為
灰
塵
」
䖏

（
三
四
）。

尚
化
為
灰
塵
」
䖏
。

尚
化
為
粉
砕
」
×
。

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
は
仏
の
威
力
を
承
け
、
身
を
躍
ら
せ
て
下
へ
と
向
か
い
、
そ
の
早
き
こ
と

風
に
乗
る
矢
の
如
し
。
た
ち
ま
ち
に
う
ち
に
、
は
や
阿
鼻
地
獄
に
着
き
ま
し
た
。

空
中
に
て
見
れ
ば
五
十
人
の
牛
頭
馬
頭
、
羅
刹
夜
叉
が
、
歯
は
剣
の
樹
の
如
く
、

口
は
血
の
池
の
如
く
、
声
は
雷
鳴
の
如
く
、
眼
は
稲
妻
の
如
く
、
天
曹
に
て
勤
務

に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
目
連
に
出
会
う
と
遠
く
か
ら
申
し
ま
す
。「
御
坊
は
来

ら
れ
ま
す
な
。
こ
こ
は
よ
い
道
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
こ
こ
は
地
獄
へ
の
道
で
す
ぞ
。

西
の
黒
煙
の
中
は
、
す
べ
て
地
獄
の
毒
気
で
、
吸
え
ば
御
坊
は
灰
塵
と
成
り
果
て

ま
す
ぞ
」
と
い
う
と
こ
ろ
。

【
注
】

（
二
七
）風
箭
：
風
を
矢
に
た
と
え
る
表
現
と
し
て
は
、
後
世
の
も
の
で
は
あ
る

が
、
蘇
轍
「
舟
次
大
雲
倉
囘
寄
孔
武
仲
」
詩
（『
欒
城
集
』〔
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
七
年
〕
巻
十
）
に
「
君
帆
一
何
駛
、
去
若
乘
風
箭
（
あ
な
た
の
舟
の
帆
は

何
と
速
い
の
か
、
ま
る
で
風
に
乗
る
矢
の
よ
う
に
遠
ざ
か
る
）」
と
見
え
る
ほ
か
、

か
な
り
の
用
例
が
あ
る
。

（
二
八
）空
中
見
：
杏
雨
羽071

は
こ
の
部
分
が
判
読
困
難
で
あ
る
。「
空
中
」
ら

し
い
文
字
は
読
み
取
れ
る
が
、
そ
の
下
は
■
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
「
見
」
を
書
こ

う
と
し
て
書
き
損
じ
て
消
し
た
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
下
、「
五
」
の
上

に
は
「
見
」
の
よ
う
な
字
が
二
つ
記
さ
れ
て
い
る
。

（
二
九
）牙
如
劒
樹
、口
似
血
盆
：『
五
燈
會
元
』
巻
七
に
「
至
來
日
、
龍
潭
陞
座
謂

衆
曰
、
可
中
有
箇
漢
、
牙
如
劒
樹
、
口
似
血
盆
（
翌
日
に
な
る
と
、
龍
潭
は
座
に

上
が
り
、
み
な
に
言
っ
た
。「
こ
こ
に
男
が
い
る
。
歯
は
剣
の
樹
の
如
く
、
口
は

血
の
池
の
如
し
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
教
関
係
の
書
物
を
中
心
に
定
型
表
現
と

し
て
用
い
ら
れ
、
特
に
口
を
「
血
盆
」
に
た
と
え
る
例
は
、『
水
滸
傳
』
第
一
回

を
は
じ
め
と
し
て
、
白
話
小
説
な
ど
に
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
血
盆
は
、
元
来
祭

祀
の
際
に
生
け
贄
の
血
を
入
れ
る
鉢
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
血
の
穢
れ
ゆ
え
に

血
の
池
地
獄
に
堕
ち
る
女
性
の
救
済
を
扱
っ
た
『
血
盆
經
』
の
影
響
が
あ
る
か
と

も
思
わ
れ
る
。
た
だ
、『
血
盆
經
』
の
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
り
、
こ
の
頃
に
存

在
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
誇
張
表
現
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
と
り
あ
え

二
五

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



ず
「
血
の
池
」
と
訳
し
て
お
く
。

（
三
〇
）眼
如
掣
電
：『
佛
説
觀
佛
三
昧
海
經
』
巻
五
に
「
阿
鼻
地
獄
…
…
於
其
四

角
有
四
大
銅
狗
。
其
身
廣
長
四
十
由
旬
。
眼
如
掣
電
、
牙
如
劍
樹
、
齒
如
刀
山
、

舌
如
鐵
刺
（
阿
鼻
地
獄
は
、
…
…
四
隅
に
四
頭
の
巨
大
な
銅
の
犬
が
い
る
。
長
さ

と
幅
は
四
十
由
旬
、
眼
は
稲
妻
の
如
く
、
奥
歯
は
剣
の
樹
の
如
く
、
前
歯
は
刀
の

山
の
如
く
、
下
は
鉄
の
ト
ゲ
の
如
し
）」
と
、
阿
鼻
地
獄
の
銅
犬
の
形
容
と
し
て

見
え
る
。

（
三
一
）向
天
曹
：
杏
雨
羽071
は
「
上
向
天
曹
」
と
す
る
。「
向
」
は
場
所
の
前

に
置
か
れ
る
前
置
詞
で
あ
り
、前
に
「
上
」
が
存
在
す
る
必
然
性
は
な
い
。「
天
曹
」

ゆ
え
「
上
」
と
い
う
こ
と
で
附
加
さ
れ
た
か
。

（
三
二
）遥
報
言
：P.2319

（
甲
）は
「
報
」
を
欠
く
。
意
味
上
問
題
は
な
い
が
、
あ

る
方
が
七
言
句
の
形
に
な
っ
て
リ
ズ
ム
が
よ
い
た
め
、
脱
落
の
可
能
性
が
高
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
杏
雨
羽071

は
「
報
言
」
の
後
に
「
曰
」
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で

の
「
報
言
」
の
例
を
見
る
と
、
⓫
と
⓭
の
二
例
以
外
は
す
べ
て
後
に
目
的
語
を

有
し
て
お
り
、
こ
の
語
は
直
接
セ
リ
フ
を
導
く
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
識
ゆ
え
に

「
曰
」
を
附
け
加
え
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
報
言
」
は
返
事

を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
は
異
な
る
。「
葉
浄
能
詩
」（S.6836

）
に
「
張

令
妻
即
再
甦
息
、
報
言
夫
…
…
（
張
令
の
妻
は
す
ぐ
に
生
き
返
り
、
夫
に
言
う
に

は
…
…
）」
と
あ
る
よ
う
に
、単
に
告
げ
る
こ
と
を
意
味
す
る
語
と
し
て
も
「
報
言
」

が
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
三
三
）此
間
不
是
好
道
。此
是
地
獄
之
路
：P.2319

（
甲
）は
「
此
間
不
是
好
道
、

是
地
獄
之
路
」、杏
雨
羽071

は
「
不
是
好
道
、此
是
地
獄
之
路
」
と
す
る
。S.2614

（
原
）と
同
じ
本
文
を
も
と
に
、「
此
」
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
手
を

入
れ
た
結
果
か
。「
好
道
」
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。「
地
獄
之
路
」
と
の
関
係
か
ら

考
え
て
、
単
純
に
「
よ
い
道
」
と
訳
し
て
お
く
。

（
三
四
）化
為
灰
塵
䖏
：
杏
雨
羽071

は
「
化
為
粉
砕
」
と
す
る
。
と
も
に
意
味
は

通
る
が
、
異
同
が
生
じ
た
原
因
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
こ
の
語
を
は
さ
ん
で
続

く
う
た
も
羅
刹
の
せ
り
ふ
で
あ
り
、「
化
為
灰
塵
」
の
説
明
で
は
な
い
。
こ
の
点

か
ら
す
る
と
、「
處
」
は
単
な
る
う
た
の
始
ま
り
を
示
す
（
も
し
く
は
絵
を
示
す
）

記
号
か
。

《
唱
》S.2614

（
原
）：
和
尚
不
聞
道
×
阿
鼻
地（

三
五
）獄

、
鐵
石
過
之
皆
得
殃
。
地
獄
為
言

P.2319

（
甲
）：
和
尚
不
聞
道
×
阿
鼻
地
獄
、
鐵
石
過
之
皆
得
殃
。
地
獄
為
言

杏
雨
羽071

：
和
尚
可
聞
道
道
阿
鼻
×
獄
、
鐵
石
過
之
皆
得
駃
。
地
獄
為
言

何
䖏
在
、
西
邊
怒（

三
六
）那

×
黑
煙
中
。
目
連
念
仏
若
恒
沙
、「
地
獄
元
來
是
我
家
。」

何
䖏
在
、
西
邊
怒
那
煙

黑  

煙
中
。
目
連
念
仏
若
恒
沙
、「
地
獄
无
来
是
我
家
。」

何
䖏
在
、
西
邊
×
那
箇
黑
煙
中
。
目
連
念
仏
□
恒
沙
、「
地
獄
元
來
是
我
家
。」

拭
淚
空
中
遥
錫（

三
七
）杖

、
鬼
神
當（

三
八
）即

倒
如
麻
。
白
汗
交
流

（
三
九
）

如
雨
濕
、
昏
×
迷
不
覺

拭
淚
空
中
遙
錫
杖
、
鬼
神
當
即
倒
如
麻
。
白
汗
交
流
如
雨
濕
、
昏
中
迷
不
覺

試マ
マ

淚
空
中
遥
錫
杖
、
鬼
神
當
即
到
如
麻
。
白
汗
交
流
如
雨
濕
、
昏
×
迷
不
覺

噓乙自
嗟
。
手
中
放
却
三
楞
棒
、
臂
上
遥
拋
六
舌（

四
〇
）叉

。「
如
來
遣
我
看
慈
母
、

自
噓
嗟
。
手
中
放
却
三
楞
棒
、
臂
上
遥
拋
六
舌
杈
。「
如
来
遣
我
看
慈
母
、

二
六
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自
噓
嗟
。
手
中
放
却
三
楞
棒
、
臂
上
遥
拋
六
舌
叉
。「
如
來
遣
我
看
慈
母
、

阿
鼻
地
獄
救
波（

四
一
）吒

。」
目
連
不
住
騰
身
過
、
獄
卒
相
看
不
敢
遮
。

阿
鼻
地
獄
救
波
吒
。」
目
連
不
住
騰
身
過
、
獄
卒
相
看
不
敢
遮
。

阿
鼻
地
獄
救
波
吒
。」
目
連
不
住
騰
身
過
、
獄
卒
相
看
不
敢
遮
。

【
現
代
語
訳
】

　

御
坊
は
阿
鼻
地
獄
の
こ
と
を
聞
い
て
お
ら
れ
ぬ
か
、
鉄
も
石
も
こ
こ
に
来
れ
ば

み
な
無
事
で
す
ま
ぬ
。
地
獄
は
ど
こ
に
あ
る
と
思
っ
て
お
ら
れ
た
。
西
の
色
濃
い

黒
煙
の
中
じ
ゃ
。」
目
連
は
仏
の
名
を
と
な
え
る
こ
と
真
砂
の
数
の
如
く
、「
地
獄

こ
そ
は
我
が
家
で
あ
っ
た
か
」
と
、
涙
ぬ
ぐ
っ
て
空
中
に
錫
杖
を
振
れ
ば
、
鬼
神

は
た
ち
ま
ち
麻
の
如
く
に
倒
れ
る
。冷
や
汗
は
激
し
く
流
れ
て
雨
に
濡
れ
た
よ
う
、

意
識
は
な
く
な
り
ひ
と
り
た
め
息
つ
く
ば
か
り
。
手
か
ら
三
角
の
棒
を
離
し
、
腕

か
ら
は
六
股
の
叉
が
遠
く
な
げ
う
た
れ
る
。「
如
来
は
私
に
母
を
見
舞
っ
て
、
阿

鼻
地
獄
に
て
苦
難
を
救
え
と
さ
れ
た
の
じ
ゃ
。」
目
連
が
留
ま
ら
ず
身
を
躍
ら
せ

て
通
れ
ば
、
獄
卒
は
見
て
い
る
ば
か
り
で
止
め
る
勇
気
も
な
い
。

【
注
】

（
三
五
）和
尚
不
聞
道
阿
鼻
地
獄
：
杏
雨
羽071

は
「
和
尚
可
聞
道
道
阿
鼻
獄
」
と

す
る
。
他
の
二
本
の
本
文
で
は
七
言
句
に
は
な
り
得
な
い
た
め
「
可
聞
道
道
阿
鼻

獄
」
で
七
言
句
を
形
成
す
る
よ
う
に
改
め
た
か
。

（
三
六
）怒
那
：
蔣
禮
鴻
は
「
王
昭
君
變
文
」（P.2553

）
に
「
祁
雍
更
能
何
䖏
在
、

只
應
弩
那
白
雲
邊
（
祁
山
雍
州
い
ず
く
に
あ
り
え
よ
う
、「
弩
那
」
な
る
白
雲
の

あ
た
り
）」
を
あ
げ
て
、「
弩
那
」
に
同
じ
と
し
て
、「
盛
多
濃
厚
貌
」
と
す
る
。

（
三
七
）遥
錫
杖
：「
遙
（
遥
）」
は
「
搖
」
の
誤
り
か
。

（
三
八
）當
即
：「
王
昭
君
變
文
」（P.2553

）
に
「
漢
使
吊
訖
、
當
即
使
廻
（
漢
の

使
者
は
弔
い
終
え
る
と
、
す
ぐ
に
使
者
は
帰
っ
た
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
當
」
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
は
少
な
く
、「
す
ぐ
に
」
と
い
う
方
向
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
三
九
）白
汗
交
流
：
白
汗
は
冷
や
汗
の
こ
と
。『
戰
國
策
』巻
一
七「
楚
策
四
」に「
夫

驥
之
齒
至
矣
、
服
鹽
車
而
上
太
行
、
蹄
申
膝
折
、
尾
湛
胕
潰
、
漉
汁
灑
地
、
白
汗

交
流
（
名
馬
が
年
老
い
て
、
塩
の
車
を
牽
い
て
太
行
山
を
上
る
と
な
る
と
、
ひ
づ

め
は
伸
び
て
膝
は
折
れ
、
尻
尾
も
肌
も
ぐ
し
ょ
ぐ
し
ょ
で
、
引
き
出
す
汗
は
地
に

注
ぎ
、冷
や
汗
が
だ
ら
だ
ら
流
れ
る
）」
と
見
え
、定
型
表
現
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
四
〇
）六
舌
叉
：「
叉
」
は
す
で
に
出
た
よ
う
に
、
ト
ラ
イ
デ
ン
ト
の
類
の
武
器
。

「
舌
」
は
通
常
鐘
な
ど
の
中
に
吊
し
て
音
を
出
す
金
属
の
棒
や
笛
の
リ
ー
ド
な
ど

に
用
い
ら
れ
る
が
、
突
起
状
の
も
の
を
指
す
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
刃
が
六
本

突
き
出
し
て
る
こ
と
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
他
に
同
様
の
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
四
一
）波
吒
：
苦
難
の
こ
と
。「
拾
得
詩
」
第
五
首
に
「
死
後
受
波
吒
、
更
莫
稱

冤
屈
（
死
後
に
苦
し
み
を
受
け
て
も
、理
不
尽
と
は
言
う
ま
い
ぞ
）」、「
目
連
縁
起
」

（P.2193

）「
放
捨
阿
娘
生
浄
土
、
莫
交
業
道
受
波
吒
（
母
を
救
っ
て
浄
土
に
生
ま

れ
さ
せ
、
善
悪
の
報
い
と
て
苦
し
み
を
受
け
さ
せ
な
い
）」
な
ど
。 

（
小
松
）

二
七

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



⓯《
散
文
》

S.2614

（
原
）：
目
行乙連
前（

一
）、

至
一　

地
獄
。
相
去
一
百
餘
步
、
被
火
氣
吸
著（

二
）、

而
欲

P.2319

（
甲
）：
目
連
前
行
、
至
一
地
獄
。
相
去
一
百
餘
步
、
被
火
氣
吸
着
、
而
欲

杏
雨
羽071

：
目
連
前
行
、
至
一
地
獄
。
相
去
一
百
餘
步
、
即
火
氣
吸
着
、
而
欲

仰
倒
。
其
阿
鼻
地
獄
、
且
×
鐵
城
高
峻
、
莽
蕩
連
雲
。
×
×
×
×　

×
×
×
×

仰
倒
。
其
阿
鼻　

獄
、
且
×
鐵
城
高
峻
、
莽
蕩
連
雲
。
此
中

事
、
説
不
可
盡（

三
）。

仰
倒
。
其
阿
鼻

地　
獄
、
且
得
鐵
城
高
峻
、
奔マ

マ

蕩
連
云
。
×
×
×
×　

×
×
×
×

劔
戟
森
林（

四
）、

刀
槍
重
疊
。
劔
樹
千
尋
以
芳
撥（

五
）、

針（
六
）

宥
相
楷（

七
）。

刀
山
万
仞
×
橫
連（

八
）、

×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

劔
戟
森
林
、
刀
槍
重
疊
。
劔
樹
千
尋

以　
傍
掇
、
針
宥
相
楷
。
刀
山
万
刃

以　
橫
連
、

讒
嵒（

九
）乱

倒
。
猛
火
掣
淡（

（
一
〇
）似

吼
（
一
一
）、咷

踉
（
一
二
）滿

天
。
×
劔
輪

〻
（
一
三
）似

星
明
、灰
塵
摸（

一
四
）

地
。

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×　

剋
嵒
乱
倒
。
猛
火
掣□
炎
似
雷
吼
、跳
踉
滿
天
。
■
劔
輪

〻
似
星
明
、灰
塵
撲
地
。

鐵
虵

（
一
五
）

枸
火
、
四
面
張
鱗
。
銅
㺃

（
一
六
）吸

煙
、
三
邊
振
笑

（
一
七
）。

×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×
×　

鐵
虵
枸
火
、
四
面
張
鱗
。
銅マ

マ苟
吸
烟
、
三
邊
振

■　

。

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
は
進
ん
で
行
き
、と
あ
る
地
獄
に
至
り
ま
す
。
百
歩
あ
ま
り
離
れ
た
所
で
、

熱
気
を
吸
い
込
み
、
倒
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
阿
鼻
地
獄
は
、
な
ん
と

鉄
の
城
が
高
く
聳
え
立
ち
、
空
の
果
て
で
雲
に
連
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
守
兵
の
）

剣
や
戟
が
高
く
密
に
生
い
繁
り
、
刀
や
槍
が
重
な
り
合
っ
て
お
り
ま
す
。
剣
樹
が

遥
か
遠
く
ま
で
寄
り
添
い
合
っ
て
ぶ
つ
か
り
、
針
の
葉
が
鋭
く
尖
っ
て
互
い
に
擦

れ
合
っ
て
お
り
ま
す
。
刀
山
が
数
キ
ロ
も
横
に
連
な
り
、
高
く
険
し
い
峰
が
無
秩

序
に
逆
立
っ
て
お
り
ま
す
。
猛
火
が
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
雷
鳴
の
よ
う
、
跳
び

は
ね
て
天
に
満
ち
ま
す
。
剣
輪
が
集
ま
り
揃
っ
て
星
明
か
り
の
よ
う
、
灰
塵
と
化

し
て
地
に
落
ち
て
満
ち
満
ち
て
い
ま
す
。
鉄
の
蛇
が
火
を
吹
き
、
四
方
八
方
か
ら

鱗
を
き
ら
め
か
せ
、
銅
の
犬
が
煙
を
吸
い
、
三
方
か
ら
体
を
震
わ
せ
て
吠
え
て
お

り
ま
す
。

【
注
】

（
一
）目
行乙連
前
：
本
来
はP.2319

（
甲
）と
杏
雨
羽071

の
よ
う
に「
目
連
前
行（
目

連
は
前
へ
歩
い
て
行
く
）」
と
作
る
べ
き
と
こ
ろ
、S.2614

（
原
）は
「
目
行
連
前
」

と
書
き
損
じ
、「
行
」字
と「
連
」字
の
間
に
倒
置
記
号「
乙
」を
附
す
。
し
か
し「
行
」

と
「
連
」
を
倒
置
さ
せ
る
と
「
目
連
行
前
（
目
連
は
前
列
に
行
く
）」
と
な
り
、

文
意
が
通
じ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
校
注
』
は
、「
行
」
と
「
連
前
」
を
倒
置

さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
み
な
し
、「
敦
煌
冩
本
中
誤
倒
字
多
用
鈎
乙
符
、
但
應
鈎

乙
的
字
數
竝
無
一
定
之
規
、
宜
據
文
意
判
斷
（
敦
煌
の
写
本
で
は
誤
っ
て
倒
置
さ

せ
た
字
に
は
多
く
鈎
乙
の
符
号
を
用
い
る
が
、
鈎
乙
に
か
か
る
字
数
に
は
決
し
て

一
定
の
規
律
は
鳴
く
、
文
意
に
応
じ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
）」
と
言
う
。

（
二
）被
火
氣
吸
著
：「
被
」
は
被
害
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
示
す
兼
語
動
詞
で
、
直
訳

二
八
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は
「
熱
気
を
吸
わ
さ
れ
て
」、
意
訳
は
「
熱
気
を
吸
っ
て
」。
或
い
は
「
被
」
を
受

動
の
助
詞
と
と
っ
て
「
熱
気
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
て
」
と
も
訳
せ
る
。

（
三
）此
中
賽
事
、説
不
可
盡
：S.2614

（
原
）と
杏
雨
羽071

で
は
長
々
と
阿
鼻
地

獄
の
様
子
が
描
写
さ
れ
る
が
、P.2319

（
甲
）は
「
此
中
賽
事
、
説
不
可
盡
（
こ
の

中
の
悪
事
は
、言
い
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ぬ
）」と
い
う
一
文
に
作
る
。「
賽
」は「
惡
」

の
俗
字
（『
玉
篇
』
巻
八
「
心
部
第
八
十
七
」、「
惡
：
於
各
切
、不
善
也
、又
烏
路
切
、

憎
惡
也
。
賽
：
同
上
、
俗
」）。

（
四
）劔
戟
森
林
：「
森
林
」
と
い
う
語
の
用
例
は
少
な
い
が
、
唐
代
に
蔡
希
寂

の
「
同
家
兄
題
渭
南
王
公
別
業
」
詩
（『
全
唐
詩
』〔
中
華
書
局
一
九
六
〇
年
〕
巻

一
一
四
）
に
「
素
暉
射
流
瀨
、
翠
色
綿
森
林
（
日
月
の
輝
き
が
浅
瀬
の
水
を
照
ら

し
、
緑
色
が
綿
々
と
高
く
密
に
生
い
繁
る
）」
の
例
が
あ
る
（「
森
」
は
樹
木
が
高

く
生
い
繁
る
、「
林
」
は
密
集
す
る
の
意
と
解
釈
）。
ま
た
時
代
は
下
る
が
、
明
の

李
時
勉
撰
『
古
廉
文
集
』（
四
庫
全
書
本
）
巻
十
一
「
曉
發
沙
城
由
東
山
間
道
薄

暮
始
達
宣
府
」
に
「
旌
旗
蔽
雲
日
、
劍
戟
森
林
巒
（
旗
は
雲
と
日
を
覆
い
、
剣
と

戟
は
高
く
密
に
生
い
繁
る
山
の
よ
う
）」
と
い
う
類
似
表
現
が
見
ら
れ
る
。
故
に

句
全
体
は
「
剣
や
戟
が
高
く
密
に
生
い
繁
り
」
と
訳
出
し
た
。『
校
注
』
は
、「
森

林
」
は
「
森
森
」（
樹
木
が
生
い
繁
っ
て
い
る
さ
ま
、多
い
こ
と
）
の
誤
と
み
な
す
。

（
五
）以
芳
撥
：S.2614

（
原
）は
「
以
芳
撥
」、P.2319

（
甲
）は
前
後
省
略
、
杏
雨

羽071

は
「

以　

傍
掇
」
と
作
る
。
ま
ずS.2614

（
原
）の
「
以
芳
撥
」
に
つ
い
て
、

「
以
」（
以
て
）
は
順
接
の
「
則
」「
而
」
に
同
じ
、「
芳
」
は
ふ
つ
う
香
り
の
意
だ

が
文
意
が
通
ら
な
い
た
め
「
旁
（
近
づ
く
・
寄
り
添
う
、
あ
ま
ね
く
）」
の
誤
字

と
み
な
し
、「
撥
」
は
「
ぶ
つ
か
り
合
う
・
擦
れ
合
う
」
の
意
（「
撥
」
の
用
例
に

は
唐
の
岑
參
「
走
馬
川
奉
送
出
師
西
征
」
詩
〔『
岑
參
詩
集
編
年
箋
註
』、
巴
蜀
書

社
一
九
九
五
年
〕
の
「
半
夜
軍
行
戈
相
撥
、
風
頭
如
刀
面
如
割
〔
深
夜
に
軍
が
進

み
戈
が
互
い
に
擦
れ
合
う
、
刀
の
如
き
風
に
顔
が
割
か
れ
る
よ
う
〕」、
宋
の
李
昉

ら
撰
『
太
平
廣
記
』
巻
二
四
八
「
詼
諧
四
、
山
東
人
」
の
「
道
邊
樹
有

袷
者
、

車
撥
傷
〔
街
路
の
樹
に
瘤
が
あ
る
の
は
、
車
が
ぶ
つ
か
っ
た
傷
だ
〕」
が
あ
る
）

と
解
釈
し
、
訳
は
「（
剣
樹
が
遥
か
遠
く
ま
で
）
寄
り
添
い
合
っ
て
ぶ
つ
か
る
」

と
し
た
。
杏
雨
羽071

の「
以　

傍
掇
」 

も
、「
傍
」
は
近
づ
く
の
意
、「
掇
」
は
「
綴

（
連
な
る
）」
に
通
じ
（
⓬
注
（
八
）「
裰□
」
参
照
）、同
義
と
な
る
。
ち
な
み
に
『
敦

煌
變
文
集
』
は
「
以
（
似
）
芳
撥
」
と
翻
字
し
、
下
の
句
「
針
宥
相
楷
」
に
続
け

て
読
む
が
、
解
釈
は
不
明
。『
校
注
』
は
、「
袁
賓
謂
「
芳
撥
」
應
讀
作
「
旁
魄
」、

廣
大
・
大
被
義
、
亦
是
一
説
（
袁
賓
は
「
芳
撥
」
を
「
旁
魄
」
と
読
む
べ
き
と
し

て
お
り
、
広
大
・
絶
え
ず
続
く
の
意
で
、
一
理
あ
る
）」
と
言
う
一
方
で
、
以
下

の
如
き
持
論
を
展
開
す
る
。「
撥
」
は
「
發
」
の
増
旁
字
で
（
例
と
し
て
敦
煌
本

句
道
興
撰
『
捜
神
記
』〔『
敦
煌
變
文
集
』〕
王
景
伯
の
條
の
「
時
太
守
死
女
聞
琴

聲
哀
怨
、
起
屍
聽
之
、
來
於
景
伯
船
外
、
發
弄
釵
釧
〔
時
に
太
守
の
死
ん
だ
娘
は

琴
の
音
の
哀
し
げ
恨
め
し
げ
な
の
を
聞
い
て
、
死
体
を
起
こ
し
て
こ
れ
を
聴
き
、

景
伯
の
船
の
外
に
や
っ
て
来
て
、
釵
と
腕
輪
を
手
で
弄
ん
だ
〕」
に
見
え
る
「
發

弄
〔
手
で
弄
ぶ
〕」
の
語
は
ふ
つ
う
「
撥
弄
」
と
作
る
と
す
る
）、「
此
處
以
樹
喩

刀
劍
、「
芳
發
」
指
枝
葉
之
生
長
發
生
、
蓋
以
喩
刀
劍
之
密
集
也
（
こ
の
箇
所
は

樹
木
で
以
っ
て
刀
や
剣
を
喩
え
て
い
る
の
で
あ
り
、「
芳
發
」
は
枝
葉
が
生
長
し

て
育
つ
こ
と
を
指
し
、刀
や
剣
が
密
集
し
て
い
る
さ
ま
を
喩
え
る
の
で
あ
ろ
う
）」。

し
か
し
、「
芳
發
」
は
ふ
つ
う
「
香
り
を
放
つ
」
の
意
で
あ
り
、「
植
物
が
生
長
し

て
育
つ
」
の
意
は
無
い
。

（
六
）針
刾
：「
刾
」
は
「
刺
」
の
俗
字
（
宋
の
陳
彭
年
ら
撰
『
廣
韻
』
巻
四
去
聲
「
五

二
九

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



眞
」、「
刺
：
針
刺
…
…
。
刾
：
俗
」）。
こ
こ
で
は
「
針
」
は
針
で
で
き
た
葉
、「
刺
」

は
そ
れ
が
鋭
く
尖
っ
て
い
る
さ
ま
を
言
う
か
。

（
七
）楷
：「
楷
（
法
式
・
典
範
、
や
り
方
に
則
る
）」
で
は
文
意
が
通
じ
な

い
。
徐
震
堮
校
（「
敦
煌
變
文
集
校
記
再
補
」〔『
華
東
師
大
學
報
・
人
文
科
學
』

一
九
五
八
年
二
期
〕）
は
「
偕
（
と
も
に
居
る
）」
に
通
ず
る
と
み
な
す
が
、
本
訳

中
で
は
『
校
注
』
に
従
い
、
写
本
中
に
常
見
さ
れ
る
木
偏
と
手
偏
の
混
同
で
、「
揩

（
擦
る
）」
に
通
じ
る
と
み
な
す
。

（
八
）刀
山
万
仞
×
橫
連
：
上
四
字
に
つ
い
て
、S.2614

（
原
）は
「
刀
山
万
仞
（
刀

山
が
数
キ
ロ
）」
と
作
り
（「
仞
」
は
古
代
の
長
さ
の
単
位
で
、
七
尺
を
一
仞
、
一

説
に
八
尺
を
一
仞
と
す
る
）、杏
雨
羽071
は「
刀
山
万
刃（
刀
山
の
一
万
本
の
刃
）」

と
作
る
。
ま
た
下
二
字
に
つ
い
て
、S.2614

（
原
）が
「
横
連
」
と
す
る
所
を
、
杏

雨
羽071

は
「

以

横
連
」（「
以
」
は
小
字
の
傍
注
）
と
作
り
、
前
々
句
「
劔
樹
千

尋
以

傍
掇
」
と
の
対
句
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
九
）讒
嵒
：「
嵒
」
は
「
巖
（
岩
）」
の
異
体
字
。S.2614

（
原
）の
「
讒
嵒
」
は
同

音
の
「
巉
嵒
（
高
く
険
し
い
峰
や
崖
）」
の
誤
で
あ
ろ
う
。
杏
雨
羽071
の
「
剋
嵒
」

は
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
文
字
通
り
、
た
た
き
切
っ
た
り
削
っ
た
か
の
よ
う

な
峰
や
崖
の
意
か
。

（
一
〇
）掣
淡□
：S.2614

（
原
）は
「
掣
淡□
」、
杏
雨
羽071

は
「
掣□
炎
」
と
作
る
。

ま
ずS.2614

（
原
）「
掣
淡□
」
に
つ
い
て
、「
掣
」
は
こ
こ
で
は
「
疾
く
進
む
・
疾
く

飛
ぶ
」
の
意
、
二
字
目
は
「
淡
」
字
に
見
え
る
が
「
炎
」
の
訛
字
と
思
わ
れ
る
。

「
掣
炎
」
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、「
疾
く
燃
え
上
が
る
炎
」
と
解
釈

さ
れ
る
。
杏
雨
羽071

「
掣□
炎
」
の
一
字
目
は
「
吉
＋
ワ
冠
＋
手
」
と
い
う
字
書

類
に
も
見
つ
か
ら
な
い
字
で
、「
掣
」
の
訛
字
と
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
蔣
禮
鴻

（
二
五
〇
・
二
五
一
頁
）
はS.2614

（
原
）を
「
掣
浚
」
と
判
読
し
、「「
浚
」
通
用
作

「
峻
疾
」
的
「
峻
」（「
浚
」
は
「
峻
疾
〔
速
い
〕」
の
「
峻
」
と
通
ず
る
）」
と
す
る
。

『
校
注
』
も
こ
の
説
を
と
っ
て
解
釈
を
補
う
が
、
テ
キ
ス
ト
を
見
る
限
り
、「
浚
」

字
に
は
見
え
な
い
。

（
一
一
）
吼
：
二
文
字
目
、S.2614

（
原
）は
「

」
と
い
う
字
に
見
え
る
が
、
字

書
類
に
見
当
た
ら
な
い
。
杏
雨
羽071

は
「
雷
」
と
作
る
。
項
楚
校
と
『
校
注
』

はS.2614

（
原
）「

吼
」
を
「
雷
吼
（
雷
鳴
の
轟
き
）」
の
訛
と
断
じ
、「
雷
吼
」

の
語
は
「
韓
擒
虎
話
本
」（S.2144

）
に
「
當
時
便
射
、
箭
既
離
弦
、
世
同
雷
吼

（
そ
の
時
す
ぐ
さ
ま
射
れ
ば
、
矢
は
弦
を
離
れ
、
勢
い
は
雷
鳴
の
如
し
）」
と
用

例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、S.2614

（
原
）に
は
こ
の
直
後
に
「

煙
」
と
い
う
語
が
見
え
（
⓰
参
照
）、
こ
ち
ら
は
「
雷
」
の
訛
字
と
み
な
す
と
文

意
が
通
ら
な
い
（
杏
雨
羽071

は
「
雲
煙
〔
雲
霧
の
意
〕」
と
作
る
）。
蔣
禮
鴻

校
（
二
五
〇
・
二
五
一
頁
）
は
「

吼
」
を
「
震
吼
（
怒
号
の
意
）」
と
み
な
す
が
、

後
出
の「

煙
」の
方
は「
震
煙
」と
読
む
と
文
意
が
通
じ
な
い
。
ま
たS.2614

（
原
）

の
抄
写
者
は
、
他
の
箇
所
で
は
「
雷
」（
或
い
は
「
雲
」）
の
字
を
正
確
に
書
い
て

お
り
、「

」
字
は
別
字
の
意
識
で
書
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
詰
ま
る
所
、

何
の
字
の
訛
字
か
は
断
定
し
難
い
。
そ
れ
故
に
杏
雨
羽071

の
抄
写
者
も
、
各
々

文
脈
に
沿
っ
て
「
雷
」「
雲
」
と
作
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
現
段
階
で
は
「
雷

吼
」
と
み
な
し
て
訳
出
し
た
が
、
さ
ら
な
る
考
証
を
俟
ち
た
い
。

（
一
二
）咷
踉
：S.2614

（
原
）は
「
咷
踉
（「
咷
」
は
大
い
に
泣
く
、「
踉
」
は
跳
び

は
ね
る
の
意
）」、杏
雨
羽071

は
「
跳
踉
（
跳
び
上
が
る
）」
と
作
る
。S.2614

（
原
）

で
は
文
意
が
通
ら
ず
、
字
形
の
相
似
に
よ
る
訛
字
と
見
ら
れ
る
。

（
一
三
）
〻
：「
蓉
」は
集
ま
り
揃
っ
て
い
る
さ
ま
の
意（
宋
の
丁
度
ら
撰『
集
韻
』
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巻
九
入
聲
上
「
一
屋
」、「
蓉
：
任
六
切
、
聚
齊
皃
」）。『
校
注
』
は
「
蓋
卽
「
蔟
」、

亦
卽
「
簇
」
的
俗
字
（
お
そ
ら
く
「
蔟
」
と
同
じ
で
、「
簇
」
の
俗
字
で
あ
る
）」

と
言
う
。「
蔟
蔟
」
の
用
例
で
あ
れ
ば
唐
の
白
居
易
「
竹
枝
詞
」
四
首
之
三
（『
白

居
易
詩
集
校
注
』〔
中
華
書
局
二
〇
〇
六
年
〕
巻
一
八
）
に
「
水
蓼
冷
花
紅
蔟
蔟
、

江
蘺
濕
葉
碧
淒
淒
（
ミ
ズ
タ
デ
の
冷
淡
な
花
の
紅
色
が
集
ま
り
揃
い
、
オ
ゴ
ノ
リ

の
湿
っ
た
葉
の
緑
色
が
寒
々
し
い
）」
と
見
え
る
。

（
一
四
）灰
塵
摸
地
：S.2614

（
原
）は
「
摸
地
」、
杏
雨
羽071

は
「
撲
地
」
と
作
る
。

S.2614

（
原
）の
「
摸
地
（
地
を
撫
で
る
）」
の
語
は
用
例
が
少
な
い
上
に
文
脈
に

そ
ぐ
わ
な
い
た
め
、
字
形
の
相
似
す
る
「
撲
地
（
地
に
満
ち
る
、
或
い
は
地
に
投

げ
る
）」
の
訛
字
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
句
は
前
々
句
「
咷
（
跳
）
踉
滿
天
」

（〔
猛
火
が
〕
飛
び
跳
ね
て
天
に
満
ち
る
）
の
対
句
で
あ
る
べ
き
で
、「
灰
塵
」
は
「
灰

と
塵
」（
名
詞
）
で
は
な
く
「
灰
塵
と
化
す
・
消
え
て
無
く
な
る
」（
動
詞
）
と
解

釈
す
べ
き（
用
例
に
唐
の
高
適「
古
大
梁
行
」〔『
高
適
詩
集
編
年
箋
註
』一
二
八
頁
、

中
華
書
局
二
〇
〇
一
年
〕
の
「
魏
王
宮
觀
盡
禾
黍
、
信
陵
賓
客
隨
灰
塵
〔
戦
国
時

代
の
魏
王
の
宮
殿
を
見
れ
ば
悉
く
稻
と
黍
が
生
え
、
魏
国
の
公
子
信
陵
君
魏
無
忌

と
そ
の
賓
客
も
後
を
追
っ
て
消
え
て
無
く
な
っ
た
〕」が
あ
る
）、「
撲
地
」は「
滿
天
」

の
対
と
し
て
「
地
に
満
ち
る
」
と
解
釈
す
べ
き
（
用
例
に
劉
宋
の
鮑
照
「
蕪
城
賦
」

〔『
鮑
照
集
校
注
』
巻
一
〕
の
「
廛
閈
撲
地
、
歌
吹
沸
天
（
城
中
の
市
民
の
住
居
が

地
に
満
ち
、歌
声
と
音
楽
が
に
ぎ
や
か
し
い
）」
句
の
李
善
注
に
引
か
れ
る
『
方
言
』

の
「
撲
、
盡
也
（
撲
は
悉
く
の
意
）」
が
あ
る
）。「（
剣
輪
が
）
灰
塵
と
化
し
て
地

に
満
ち
る
」
と
は
、
空
に
集
ま
り
揃
っ
て
浮
か
ん
で
い
た
剣
輪
が
、
砕
け
散
っ
て

消
え
た
か
と
思
え
ば
、
流
れ
星
の
よ
う
に
落
ち
て
、
地
に
満
ち
満
ち
て
い
る
様
子

を
言
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
五
）虵
：「
蛇
」
の
俗
字
（
宋
の
陳
彭
年
ら
撰
『
廣
韻
』
巻
一
上
平
聲
「
五
支
」、

「
蛇
：
蜲
蛇
…
…
。
虵
：
俗
」）。

（
一
六
）銅
㺃
：
銅
の
犬
。
梁
代
の
成
立
と
さ
れ
る
訳
者
不
明
『
現
在
賢
劫
千
佛
名

經
（
亦
名
集
諸
佛
大
功
徳
山
）』
の
地
獄
描
写
に
も
「
肉
盡
鑊
湯
之
中
、
骨
碎
銅

柱
之
側
。
鐵
嘴
之
鳥

啄
眼
睛
、
銅
㺃
利
牙
樝
掣
身
首
（
肉
は
釜
湯
の
中
に
無

く
な
り
、
骨
は
銅
柱
の
傍
ら
に
砕
け
る
。
鉄
の
嘴
の
鳥
が
目
玉
を
咥
え
、
銅
の
犬

の
鋭
い
牙
が
体
と
首
を
引
っ
張
る
）」
と
あ
る
。
杏
雨
羽071

は
「
銅
苟
」
と
作

る
が
文
意
が
通
ら
ず
、「
銅
㺃
」
の
訛
字
と
み
ら
れ
る
。

（
一
七
）振
笑

：「
振
」は
奮
起
す
る
、体
を
震
わ
せ
る
の
意
。S.2614

（
原
）は「
振
」

字
の
後
に
「
笑
」
と
書
い
て
墨
で
消
し
、下
に
「
幄
」
と
書
き
直
し
て
い
る
。「
幄
」

は
「
吠
（
ほ
え
る
）」
の
異
体
字
（
唐
の
張
参
撰
『
五
經
文
字
』〔『
叢
書
集
成
初

編
』
商
務
印
書
館
一
九
三
六
年
〕
巻
下
「
口
部
」、「
吠
・
幄
：
犬
聲
也
」）。
杏
雨

羽071

は
「
振
」
字
と
「
幄
」
字
の
間
に
小
字
傍
注
の
形
で
一
字
書
き
足
す
が
、

不
明
瞭
。「
嗥
」
字
に
も
見
え
る
（「
嗥
吠
」
は
犬
が
大
声
で
叫
ぶ
の
意
）。（

井
口
）

⓰《
散
文
》

S.2614
（
原
）：
蒺
蘺
空
中
乱
下
、
穿
其
男
子
之
胷（

一
）。

錐
鑚
天
上
旁
飛
、
剜
刺
女

P.2319
（
甲
）：
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×　

×
×
×

杏
雨
羽071
：
蒺
蘺
空
中
乱
下
、
穿
其
男
子
之
兇
。
錐
鑚
天
上
傍
飛
、
剜
刺
女

人
×
背
。
鐡
杷
踔（

二
）眼

、
赤
血
西
流
。
銅
叉
剉（

三
）、

白
膏
東
引
。
於
是
刀
山
入
爐

三
一

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×

人
之
背
。
鐡
杷
踔
眼
、
赤
血
西
流
。
銅
叉
刺

、
白
膏
東
濺
。
於
是
刀
山
入
爐

炭（
四
）、

髑
髏
砕
、
骨
肉
爛
、
䈥
皮
折
、
手
膽
断
。
砕
肉
迸
濺
於
四
門
之
外
、
凝
血
滂

×　

×
×
×　

×
×
×　

×
×
×　

×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×

炭
、
髑
髏
砕
、
骨
宍
爛
、
䈥
皮
折■■

、
肝
膽
斷
。
砕
肉
迸
濺
於
四
門
之
外
、
凝
血
滂

沛
於
獄
墻
之
畔（

五
）。

聲
翁
叫
天
、
岌
〻
汗
〻
。
雷
震震震

×
地
、
隱
〻
岸
〻

（
六
）。

向
上
雲
煙
、

×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×

沛
於
獄
墻
之
半マ

マ

。
聲
豪
叫
天
、
岌
〻
汗
〻
。
雷
震
動
地
、
隱
〻
岸
〻
。
向
上
雲
烟
、

散
〻
漫
〻

（
七
）、

向
下
鐡
鏘（

八
）、

撩
〻
乱
〻
。
箭
毛
鬼
嘍
嘍
〻
竄
〻
、
銅
觜
鳥
咤〻 

叫
〻

×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×
×　

×
×　

×
×
×
×
×
×
×

散
〻
漫
〻
、
向
下
鐡
鏘
、
撩
〻
乱
〻
。
箭
毛
鬼
啛
　〻

竄
〻
、
同
力
鳥
咤
〻
叫
×

喚（
九
）。

獄
卒
數
万
餘
人
、
惣
是
牛
頭
馬
面
。
饒
君
鐡
石
爲
心
、

得
亡
魂
膽
戰
䖏
。

×　

×
×
×
×
×
×　

惣
是
牛
頭
馬
面
。
饒
君
鐡
石
為
心
、
亦
得
亡
魂
膽
戰
䖏
。

喚
。
獄
卒
數
万
餘
人
、
惣
是
牛
頭
馬
面
。
饒
君
鐡
爲乙石
心
、
亦
得
亡
魂
膽
戰
×
。

【
現
代
語
訳
】

　

ま
き
び
し
が
空
中
か
ら
乱
れ
降
り
、
男
の
胸
を
つ
ら
ぬ
き
ま
す
。
き
り
が
天
上

か
ら
横
ざ
ま
に
飛
ん
で
き
て
、
女
の
背
に
突
き
刺
さ
り
ま
す
。
鉄
の
熊
手
が
目
を

突
き
刺
し
、
赤
い
血
が
西
へ
流
れ
ま
す
。
銅
の
さ
す
ま
た
が
腰
を
へ
し
折
り
、
白

い
脂
が
東
へ
流
れ
ま
す
。
そ
し
て
刀
の
山
に
登
り
、炉
の
炭
火
の
中
に
入
れ
ら
れ
、

髑
髏
は
砕
け
、
骨
や
肉
は
た
だ
れ
、
筋
や
皮
は
切
れ
、
手
や
胆
は
ち
ぎ
れ
ま
す
。

砕
け
た
肉
が
四
方
の
門
の
外
ま
で
ほ
と
ば
し
り
、
凝
固
し
た
血
が
地
獄
の
壁
の
は

た
に
溢
れ
ま
す
。
叫
び
声
を
あ
げ
て
天
に
訴
え
、
そ
の
声
が
高
々
と
満
ち
み
ち
て

い
ま
す
。
雷
が
地
を
揺
り
動
か
し
、
ご
ろ
ご
ろ
と
鳴
り
響
き
ま
す
。
上
で
は
雲
と

霞
が
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
下
で
は
鉄
の
斧
が
入
り
乱
れ
ま
す
。
矢
の
よ
う
な
毛

を
生
や
し
た
鬼
が
せ
か
せ
か
と
走
り
、
銅
の
く
ち
ば
し
を
持
つ
鳥
が
ギ
ャ
ア
ギ
ャ

ア
と
わ
め
き
ま
す
。
獄
卒
数
万
余
人
は
、
す
べ
て
牛
頭
馬
頭
で
す
。
た
と
え
あ
な

た
が
鉄
石
の
心
臓
を
持
っ
て
い
よ
う
と
も
、
魂
が
飛
び
胆
が
お
の
の
か
ね
ば
な
ら

ぬ
と
い
う
場
面
で
す
。

【
注
】

（
一
）胷
：「
胸
」の
異
体
字
。杏
雨
羽071

は
音
通
で「
兇
」に
作
る
。前
出
⓭
注（
一
）

「
兇
」
参
照
。

（
二
）踔：
こ
の
ま
ま
だ
と
足
で
踏
み
つ
け
る
意
だ
が
、項
楚
は
「
卓
」
の
通
用
と
し
、

そ
の
場
合
は
打
ち
叩
く
意
味
で
の
用
法
が
あ
る
。『
校
注
』
は
さ
ら
に
「
踔
」「
卓
」

と
も
に
「
築
」
に
通
じ
る
と
い
い
、
こ
の
場
合
、
打
つ
、
突
く
な
ど
の
意
味
が
あ

る
。
あ
る
い
は
突
き
刺
す
こ
と
を
意
味
す
る
「
戳た

く

」
の
音
通
と
も
考
え
ら
れ
、『
宋

史
』
刑
法
志
（
中
華
書
局
一
九
七
七
年
）
に
「
蘇
州
民
張
朝
之
從
兄
以
槍
戳
死
朝

父
、逃
去（
蘇
州
の
民
張
朝
の
い
と
こ
が
槍
で
朝
の
父
を
刺
し
殺
し
て
逃
走
し
た
）」

と
の
例
が
見
え
る
。
文
脈
を
考
慮
し
、
突
き
刺
す
意
味
で
訳
し
た
。

（
三
）
：「
腰
」
の
異
体
字
。

（
四
）刀
山
入
爐
炭
：『
校
注
』
は
「
刀
山
」
の
上
に
「
上
」
字
が
脱
落
し
て
い
る

三
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



で
あ
ろ
う
と
い
う
。
今
こ
の
方
向
で
動
詞
を
補
っ
て
訳
す
。
地
獄
の
描
写
と
し
て

類
似
す
る
も
の
に
、『
佛
説
菩
薩
本
行
經
』
巻
下
「
地
獄
之
中
火
燒
湯
煑
、
刀
山

劍
樹
火
車
爐
炭
（
地
獄
の
中
は
炎
が
燃
え
熱
湯
が
た
ぎ
り
、
刀
の
山
に
剣
の
木
、

火
の
車
に
炉
の
炭
火
）」
な
ど
が
あ
る
。

（
五
）砕
肉
迸
濺
扵
四
門
之
外
、凝
血
滂
沛
於
獄
墻
之
畔
：
地
獄
は
し
ば
し
ば
四
方

に
門
を
そ
な
え
た
城
壁
都
市
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
た
と
え
ば
『
長
阿
含
經
』

巻
一
九
に
は
「
其
大
地
獄
縱
廣
百
由
旬
、
下
深
百
由
旬
。
爾
時
世
尊
即
説
偈
言
、

四
方
有
四
門
、
巷
陌
皆
相
當
。
以
鐵
爲
獄
牆
、
上
覆
鐵
羅
網
（
そ
の
大
地
獄
は
縦

横
百
由
旬
、深
さ
百
由
旬
。
こ
の
時
世
尊
さ
っ
そ
く
偈
を
唱
え
て
言
わ
る
る
に
は
、

「
四
方
に
四
つ
の
門
あ
り
、
道
路
み
な
通
ず
。
鉄
も
て
獄
の
壁
と
な
し
、
上
は
網

も
て
覆
う
」）」
と
い
う
。

（
六
）雷
震震震

×
地
、隱
〻
岸
〻
：S.2614

（
原
）で
は
「
震
」
と
思
わ
れ
る
字
の
左
半

分
が
欠
損
し
て
お
り
、
右
下
に
「
震
」
字
が
書
き
込
ん
で
あ
る
。
前
後
の
つ
な
が

り
か
ら
い
っ
て
四
字
句
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
り
、杏
雨
羽071
に
従
い
「
動
」

を
補
っ
て
訳
し
た
。「
岸
岸
」
は
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。「
暗
暗
」
の

音
通
で
、
上
の
「
隱
隱
」
と
同
様
に
雷
鳴
の
擬
音
か
。

（
七
）向
上
雲
煙
、散
〻
漫
〻
：「
向
」
は
場
所
を
表
す
介
詞
の
用
法
。

（
八
）向
下
鐡
鏘
：「
鏘
」
は
金
属
が
触
れ
あ
う
音
を
表
す
擬
音
語
な
ど
に
用
い
ら

れ
る
字
。
大
斧
を
意
味
す
る
「
鏘
鉞
」
と
い
う
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
の
斧
と

し
て
訳
し
た
。
本
訳
注
⓫
に
、
目
連
が
母
を
捜
し
て
諸
地
獄
を
巡
り
歩
く
場
面
に

も
「
鐵
鏘
万
劒
安
其
下
（
鉄
の
斧
と
一
万
の
剣
が
そ
の
下
に
備
え
付
け
て
あ
り
）」

の
表
現
が
あ
る
。

（
九
）箭
毛
鬼
嘍
嘍
〻
竄
〻
、銅
觜
鳥
咤〻
叫
〻
喚
：「
聲
翁
叫
天
、
岌
〻
汗
〻
」
以

降
、
こ
こ
ま
で
対
句
を
連
ね
て
押
韻
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、S.2614

（
原
）で

「
叫
」
の
下
に
あ
る
踊
り
字
は
誤
り
で
あ
り
、
杏
雨
羽071

と
同
じ
「
咤
咤
叫
喚
」

か
ら
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
。「
嘍
嘍
」（
杏
雨
羽071

で
は
「
啛
啛
」）「
竄
竄
」
の

意
味
は
分
明
で
な
い
。「
嘍
嘍
」
は
鳥
の
鳴
き
声
を
表
す
擬
音
語
に
も
用
い
ら
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
文
脈
か
ら
し
て
と
も
に
動
作
を
表
す
擬
態
語
で
あ
り
、「
竄
」

が
逃
げ
隠
れ
る
と
か
放
逐
す
る
意
味
を
持
つ
こ
と
か
ら
推
測
し
て
訳
し
た
。「
咤

咤
」
は
喘
鳴
な
ど
を
表
す
擬
音
語
。「
觜
」
は
「
嘴
」
の
異
体
字
。「
箭
毛
鬼
」
の

例
と
し
て
は
、『
大
般
涅
槃
經
』
巻
一
六
に
「
以
針
刺
箭
毛
鬼
身
…
…
（
針
も
て

箭
毛
鬼
の
身
体
に
刺
し
…
…
）」
の
表
現
が
見
え
る
。「
銅
嘴
鳥
」
は
他
に
例
が
見

あ
た
ら
な
い
が
、
前
出
注
（
八
）「
向
下
鐡
鏘
」
で
言
及
し
た
地
獄
巡
り
の
場
面

に
、「
銅
鳥
万
道
望
心
撠
」
の
句
が
あ
る
。
前
出
⓫
注
（
七
）「
銅
鳥
」
参
照
。
ま

た
、似
た
表
現
と
し
て
「
鐵
嘴
鳥
」
の
例
が
見
ら
れ
る
。『
長
阿
含
經
』
巻
一
九
「
時

劍
樹
上
有
鐵
嘴
鳥
、
啄
頭
骨
壞
唼
食
其
腦
（
そ
の
時
剣
の
木
の
上
で
は
鉄
の
嘴
を

持
っ
た
鳥
が
、
頭
の
骨
を
つ
つ
き
脳
を
食
い
あ
さ
る
）」
な
ど
。
あ
る
い
は
「
鳥
」

で
な
く
「
烏
」
か
。「
復
有
鐵
嘴
烏
、
深
啄
於
髓
腦
（
ま
た
鐵
の
嘴
の
烏
が
い
て
、

脳
髄
を
深
々
と
つ
い
ば
む
）」（『
大
寶
積
經
』
巻
九
七
）、「
有
炎
嘴
烏
而
噉
食
之

（
炎
の
嘴
の
烏
が
い
て
こ
れ
を
食
ら
う
）」（『
正
法
念
處
經
』
巻
七
）、「
金
剛
嘴
烏
、

有
金
剛
爪
先
、食
其
足
（
金
剛
石
の
嘴
の
烏
は
金
剛
石
の
爪
先
を
持
ち
、そ
の
（
罪

人
の
）
足
を
食
ら
う
）」（
同
巻
一
〇
）
な
ど
様
々
な
例
が
あ
る
。
杏
雨
羽071

の

「
同
力
鳥
」
は
鴆
の
別
名
。『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
五
七
嶺
南
道
・
広
州
・
信
安
県

に
「
雲
白
鳥
、
一
名
曇
鳥
、
亦
名
同
力
鳥
。
千
嵗
爲
化
為
鴆
（
雲
白
鳥
は
一
名
を

曇
鳥
と
い
い
、ま
た
同
力
鳥
と
も
い
う
。
千
年
を
経
る
と
化
し
て
鴆
と
な
る
）」（
南

昌
萬
氏
嘉
慶
八
年
序
刊
本
）と
い
う
。「
銅
嘴
鳥
」に
違
和
感
を
覚
え
改
変
し
た
か
、

三
三

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



あ
る
い
は
「
銅
」
の
音
通
の
つ
も
り
で
「
同
」
を
書
き
、そ
の
ま
ま
誤
っ
て
「
同
」

で
始
ま
る
鳥
の
名
を
書
い
て
し
ま
っ
た
も
の
か
。

（
大
賀
）

⓱《
唱
》S.2614

（
原
）　
：
目
連
執
錫
向（

一
）前

聴
、
為
念（

二
）阿

鼻
意
轉
盈
。
一
切
獄
中
皆
有

P.2319

（
甲
）　
：
目
連
執
錫
向
前
聴
、
為
念
阿
鼻
意
轉
盈
。
一
切
獄
中
皆
有

杏
雨
羽071

　
：
目
連
執
錫
向
前
聴
、
為
念
阿
鼻
意
轉
盈
。
一
切
獄
中
皆
有

BD
00876

（
戊
）：
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　
　

□
□
□
□
□

息
、
此
箇
阿
鼻
不
見
停
。
恒（

三
）沙

之
衆
同
時
入
、
共
變
其
身
作
一
刑（

四
）。

忽
若
无
人（

五
）

息
、
此
箇
阿
鼻
不
見
停
。
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×

息
、
此
箇
阿
鼻
不
見
停
。
恒
沙
之
衆
同
時
入
、
共
變
其
身
作
一
形
。
忽
若
無
人

□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□

獨
自
入
、
其
身

滿
鐵
圍
城（

六
）。

案（
七
）

〻
難
〻
、
徂
鐵
吸
岌（

八
）雲

空
×
。
轟
〻
鏘

×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×

獨
自
入
、
其
身
亦
滿
鐵
圍
城
。
案
〻
難
〻
、
徂
鐵
吸
岌□
雲
空
半
。
轟
〻
鏘

□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□

〻
、
栝
地（

九
）雄

×
×
×
×　

長
蛇
皎
〻
三
櫪
黒
、
大
鳥
崖
柴

（
一
〇
）両

翅
青
。
万
道

×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×

〻
、
栝
地
雄
雄
宗□
雷
聲
。
長
蛇
決
〻
三
櫪□
黒
、
大
鳥
柴
崖
兩
翅
青
。
万
道

□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□

红
爐
扇
廣
炭

（
一
一
）、

千
重
赤
炎
迸
流
星
。　

東
西
鐵
鑚
讒
凶
鹿

（
一
二
）、左

右
銅
鉸
石
眼（

一
三
）精

。

×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　
×
×
×
×
×
×
×

洪
爐
扇
廣
炭
、　

千
重
赤
炎
迸
流
星
。　

東
西
鐵
鑚
劖
凶
鹿
、左
右
銅
鉸
射
眼
精
。

□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□

金
鏘

（
一
四
）乱

下
如
風
雨
、
鐵
計

（
一
五
）空

中
似
灌
傾
。
哀
哉
苦
哉
難
可
忍
、
更
交
腹

背　
下

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×

金
銷
乱

下

如
風
雨
、
鐵
汁
空
中
似
灌
傾
。
哀
哉
痛
哉
難
可
忍
、
更
交
腹
背
下

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□

長
釘
。
目
連
見
以
×
唱
其
哉
、
専
心
念
仏
幾
千
恊
。
風
吹
毒
氣
遥
呼
吸
、

×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

長□
釘
。
目
連
見
以
口
唱
竒
哉
、
専
心
念
仏
已
千
恊
。
風
吹
毒
氣
遥
呼
吸
、

□
□　

□
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□

著
身
為
一
聚
灰
。
一
徂
黒
城
開□
落
、
再

明
門

（
一
六
）兩

扇
開
。
目

乙那
連
邊

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×

着
者
身
為□
一
聚
灰
。
一
徂
黒
城
開

落
、

明
門
兩
扇
開
。
目
連
那
邊

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□

三
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
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人
文
」
第
七
十
一
号



伋（
一
七
）未

喚
、
獄
卒
擎
叉
便
出
來（

一
八
）。「

和
尚
欲
覔
阿
誰
消
息
。
其
城
廣
闕
万
由

×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×

伋
未
喚
、
獄
卒
擎
叉
便
出
来
。「
和
尚
■
覔□
阿
誰
息乙逍
。
其
城
廣
闕
万
由

□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□

旬（
一
九
）、

卆
倉

（
二
〇
）没

人
開
対

（
二
一
）得

。
刀

■
釼

（
二
二
）皛

光
阿

〻
、
受
罪
之
人
愁

〻
（
二
三
）。

×　

×
×
×
×
×
×
×　

×　

×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

旬
、
倉
卆
没
人
開
対
得
。
刀　

劒
皛
光
阿

〻
、 

受
罪
之
人
愁

〻
。

□　

□
□
□
□
□
□
□　

□　

□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

大
火
終
融

（
二
四
）滿

地
明
、
煙
霧
滿
〻
悵
天

（
二
五
）黒

。
忽
見
■闍

梨
於
此
立
、
又
復
従
來

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

忽
見
闍
梨

此
立
、
又
復
従
来

大
火
終
融
滿
地
明
、
煙
霧
憎
〻
悵
天
黒
。
忽
見
闍
梨

此
立
、
又
復
従
来

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
悵
天
黒
。
忽
見
闍
梨

此
立
、
叉
復
従
来

不
相
識
。
縦
由

（
二
六
）算

當
×
更
无
人
、
應
是
三
寳
慈
悲
力
。」

不
相
識
。
縦
由

當
便ト

更
無
人
、
應
是
三
寳
慈
悲
力
。」

不
相
識
。
縦
由

會
×
更
無
人
、
應
是
三
寶
慈
悲
力
。」

不
相
識
。
縦
由

當
×
更
無
人
、
應
是
三
寶
慈
悲
力
。」

【
現
代
語
訳
】

　

目
連
が
錫
杖
を
手
に
執
り
前
に
進
み
出
て
（
亡
者
た
ち
が
絶
え
ず
叫
喚
す
る
さ

ま
を
）
聴
け
ば
、阿
鼻
地
獄
の
苦
し
み
を
思
い
い
よ
い
よ
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

ど
ん
な
地
獄
に
も
休
息
が
あ
る
も
の
を
、こ
の
阿
鼻
地
獄
に
は
休
ま
る
時
も
な
し
。

無
数
の
亡
者
た
ち
が
同
時
に
入
っ
て
く
る
と
、
そ
の
身
を
一
つ
に
変
え
、
も
し
も

誰
も
お
ら
ず
一
人
き
り
で
入
っ
て
く
る
な
ら
ば
、
そ
の
体
も
ま
た
鉄
囲
城
い
っ
ぱ

い
に
満
ち
み
ち
る
。
ぐ
る
り
ぐ
る
り
、
と
鉄
を
振
る
え
ば
雲
を
貫
き
空
の
半
ば
に

達
す
る
ほ
ど
に
高
々
と
。
ド
ン
ド
ン
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
、
と
盛
ん
に
大
地
を
奮
わ
せ

雄
宗
と
響
く
は
雷
の
音
。
大
蛇
は
き
ら
め
く
三
層
の
黒
、
大
鳥
は
ま
な
こ
を
い
か

ら
せ
両
翼
は
青
。
万
筋
に
も
の
び
る
紅
い
炉
に
風
が
吹
き
寄
せ
れ
ば
ぶ
わ
っ
と
灰

が
広
が
り
、
千
重
の
赤
炎
は
流
星
を
迸
ら
せ
る
。
東
西
か
ら
鉄
の
錐
鑽
が
胸
筋
を

突
き
刺
し
、
左
右
か
ら
銅
の
は
さ
み
が
勢
い
よ
く
放
た
れ
目
玉
を
貫
く
。
金
を
溶

か
し
た
汁
は
嵐
の
よ
う
に
乱
れ
降
り
注
ぎ
、
鉄
を
溶
か
し
た
汁
は
空
中
よ
り
灌
頂

の
よ
う
に
頭
の
て
っ
ぺ
ん
に
注
が
れ
る
。
哀
し
き
か
な
苦
し
き
か
な
、
と
て
も
見

る
に
耐
え
な
い
有
様
、
更
に
は
互
い
違
い
に
腹
と
背
を
上
か
ら
下
へ
長
い
釘
で
串

刺
し
に
さ
れ
る
。
目
連
が
目
に
し
た
そ
の
有
様
を
唱
え
、
一
心
に
念
仏
す
る
こ
と

数
千
回
。
風
が
吹
き
寄
せ
た
毒
気
を
遥
か
に
吸
え
ば
、
み
る
み
る
う
ち
に
身
体
は

一
山
の
灰
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
錫
杖
を
一
振
り
す
る
と
鉄
城
の
門
の
鎖

が
落
ち
、
二
振
り
す
れ
ば
冥
途
の
門
が
観
音
開
き
に
開
く
。
目
連
が
そ
の
場
に
い

て
呼
び
か
け
な
い
う
ち
に
、
す
ぐ
に
獄
卒
が
さ
す
ま
た
を
手
に
現
れ
る
。「
和
尚

様
は
ど
な
た
の
行
方
を
尋
ね
て
お
い
で
で
し
ょ
う
。
鉄
城
の
広
き
門
は
万
由
旬
、

お
い
そ
れ
と
開
け
閉
め
で
き
る
は
ず
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
刃
の
光
は
き
ら
き
ら
と

輝
き
、
罪
人
た
ち
の
愁
い
は
ぶ
つ
ぶ
つ
と
連
な
り
ま
す
。
大
火
は
大
地
に
溢
れ

満
ち
、
煙
と
霧
は
空
を
真
っ
黒
に
覆
っ
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ふ
と
見
る
と
お

坊
様
が
立
つ
姿
、
し
か
も
こ
れ
ま
で
存
じ
上
げ
ぬ
方
。
足
取
り
か
ら
考
え
る
に
は

更
に
お
連
れ
の
者
も
な
く
ひ
と
り
き
り
、
こ
れ
は
き
っ
と
三
宝
の
ご
慈
悲
の
力
で

三
五

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



し
ょ
う
。」

【
注
】

（
一
）向
前
：
前
に
進
み
出
る
。「
向
」は
至
る
の
意
、あ
る
い
は
介
詞「
在（
～
で
）」

と
同
義
。
前
出
5
注
（
一
四
）「
向
」
お
よ
び
同
注
（
一
五
）「
向
前
」
参
照
。「
向

前
」
の
二
字
は
敦
煌
出
土
文
献
に
多
出
し
、
前
へ
進
み
出
て
何
事
か
を
申
す
時
に

使
わ
れ
る
。
目
連
変
文
の
中
に
も
同
様
の
用
法
が
散
見
す
る
が
、
こ
こ
で
は
「
聴

（
聞
く
）」
と
い
う
動
作
が
導
か
れ
て
い
る
。

（
二
）為
念
：
思
う
、考
え
る
。
敦
煌
変
文
で
は
他
に「
葉
淨
能
詩
」（S.6836

）の「
浄

能
曰
、
道
之
法
門
、
不
將
致
物
為
念
、
不
求
色
慾
之
心
、
不
貪
榮
貴
、
唯
救
世
間

人
疾
病
、
即
是
法
門
。（
浄
能
が
言
う
に
は
、
道
家
と
は
、
物
を
手
に
入
れ
る
こ

と
を
考
え
ず
、
色
欲
を
求
め
ず
、
富
や
繁
栄
を
貪
ら
ず
、
た
だ
世
の
人
々
の
病
を

救
う
も
の
、
こ
れ
が
道
家
と
い
う
も
の
だ
）」
に
例
が
あ
る
。

（
三
）恒
沙
之
衆
同
時
入
～
煙
霧
滿
悵
天
黒
：P.2319

（
甲
）に
な
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、P.2319

（
甲
）で
阿
鼻
地
獄
の
描
写
が
不
要
と
判
断
さ
れ
省
略
さ
れ
て
い
る

可
能
性
と
、S.2614

（
原
）お
よ
び
杏
雨
羽071

で
は
本
来
な
か
っ
た
描
写
が
加
え

ら
れ
た
可
能
性
の
二
通
り
が
推
測
で
き
る
。
目
連
変
文
全
体
を
見
る
と
、P.2319

（
甲
）で
は
本
文
の
省
略
が
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ

で
も
前
者
の
可
能
性
が
有
力
か
。

（
四
）刑
：『
校
注
』
で
は
「
項
楚
校
で
は
「
刑
」
の
字
は
「
形
」
の
誤
り
で
あ
る
」

と
す
る
。
思
う
に
、「
形
」
の
字
を
誤
っ
て
「
刑
」
に
作
る
の
は
前
後
の
文
に
も

見
ら
れ
る
例
で
あ
り
、項
楚
が
正
し
い
」
と
述
べ
る
。『
選
注
』
も
「
原
文
の
「
刑
」

は「
形
」に
作
る
べ
し
」と
す
る
。
本
注
も
こ
れ
ら
と
同
様
の
見
解
。「
刑
」と「
形
」

と
が
通
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
出
4
注（
一
七
）「
形
容
大
省
繒
相
識
」参
照
。

（
五
）忽
若
无
人
：「
忽
若
」
は
、
も
し
～
し
た
ら
、
仮
に
～
し
た
ら
。「
舜
子
變
」

（P.2721

）「
忽
若
堯
王
勑
知
、
兼
我
也
遭
帶
累
（
も
し
堯
王
が
お
知
り
に
な
っ
た

ら
、
私
も
巻
き
添
え
を
食
う
だ
ろ
う
）」
な
ど
。「
无
（
無
）
人
」
は
、
誰
も
い
な

い
。
王
梵
志
詩
「
你
道
生
勝
死
」（
二
六
二
）「
你
道
生
勝
死
、
我
道
死
勝
生
。
生

即
苦
戰
死
、
死
即
無
人
征
。（
あ
な
た
は
生
は
死
に
勝
る
と
言
い
、
私
は
死
は
生

に
勝
る
と
言
う
。
生
き
れ
ば
苦
し
み
戦
っ
て
死
ぬ
が
、
死
ね
ば
出
征
す
る
者
は
誰

も
い
な
い
）」（『
王
梵
志
詩
校
注
（
増
訂
本
）』〔
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
一
〇
年
〕）

に
例
が
あ
る
。

（
六
）鐵
圍
城
：
仏
語
「
鐵
圍
山
（
て
っ
ち
せ
ん
・
て
ち
い
せ
ん
）」
の
影
響
を
受

け
た
語
、
あ
る
い
は
単
に
鉄
で
で
き
た
城
壁
に
囲
ま
れ
た
城
を
指
す
語
か
。「
鐵

圍
山
」は
、須
弥
山
を
囲
む
九
山
八
海
の
う
ち
、最
も
外
側
に
あ
る
鉄
で
で
き
た
山
。

更
に
こ
の
外
に
は
「
大
鐵
圍
山
」
が
あ
り
、「
鐵
圍
山
」
と
の
間
に
八
大
地
獄
が

あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
前
段
⓯
に
既
出
の「
鐵
城（
鉄
の
城
）」を
指
す
。

（
七
）案
〻
難
〻
～
雄
宗
雷
聲
：「
案
〻
難
〻
」は
管
見
の
限
り
類
例
が
な
く
、難
解
。

畳
韻
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、何
ら
か
の
擬
音
語
ま
た
は
擬
態
語
と
考
え
ら
れ
る
が
、

語
義
は
未
詳
。
こ
こ
で
は
「
徂
（
振
）
鐵
（
鉄
を
振
る
う
）」、
す
な
わ
ち
地
獄
で

用
い
る
鉄
の
刑
具
や
杖
な
ど
を
振
り
上
げ
る
こ
と
を
形
容
す
る
言
葉
と
取
っ
て
訳

出
し
た
。『
校
注
』
は
「
案
〻
難
〻
徂
鐵
」
の
部
分
を
「
案
案
難
、
難
振
鐵
」
の

三
字
二
句
に
区
切
っ
て
解
し
、「「
案
」
の
字
と
「
難
」
の
字
の
後
、原
巻（S.2614

）

に
は
「
重
文
符
号
」
が
あ
る
。
こ
の
二
句
は
難
解
で
あ
り
、
誤
脱
が
あ
る
と
疑
わ

れ
る
」
と
す
る
。『
選
注
』
も
『
校
注
』
と
同
様
の
区
切
り
方
を
し
た
上
で
、「
こ

こ
に
は
誤
脱
あ
り
、
再
考
を
俟
つ
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
杏
雨
羽

三
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



071
の
通
り
、
七
言
の
韻
文
の
中
に
「
案
〻
難
〻
、
徂
鐵
吸
岌
雲
空
半
。
轟
〻
鏘

〻
栝
地
雄
、
雄
宗
雷
聲
」
の
四
言
、
七
言
、
七
言
、
四
言
（
ま
た
は
本
注
の
原
文

で
示
し
た
よ
う
に
「
案
〻
難
〻
、
徂
鐵
吸
岌
雲
空
半
。
轟
〻
鏘
〻
、
栝
地
雄
雄
宗

雷
聲
」
の
四
言
、
七
言
、
四
言
、
七
言
）
の
長
短
句
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
部
分
で

あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
唐
代
伝
奇
や
歌
行
な
ど
に
見
ら
れ
る
パ
タ
ー

ン
で
あ
り
、
杏
雨
羽071

は
こ
う
し
た
長
短
句
の
混
入
の
痕
跡
を
正
し
く
と
ど
め

て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
一
方
、S.2614
（
原
）の
記
載
は
「
案
〻
難
〻
徂
鐵
、
吸

岌
雲
空
、
轟
〻
鏘
〻
栝
地
雄
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
表
記
の
形
式
か
ら
判
断
す

れ
ば
、
前
後
と
同
様
に
七
言
を
基
調
と
し
た
韻
文
と
し
て
解
し
た
と
推
測
で
き
る

も
の
の
、
脱
字
が
あ
り
、
六
言
、
四
言
、
七
言
と
な
っ
て
い
る
点
か
ら
混
乱
が
あ

る
か
。
杏
雨
羽071

に
見
ら
れ
る
「
半
」
に
つ
い
て
、S.2614

（
原
）で
は
「
空
」

が
「
雄
」
と
韻
を
踏
ん
で
い
る
と
判
断
し
て
意
図
的
に
書
き
落
と
し
た
可
能
性
が

あ
る
。
訳
に
は
杏
雨
羽071

の
本
文
を
反
映
し
た
。

（
八
）吸
岌
：
管
見
に
お
い
て
用
例
が
見
え
な
い
。『
校
注
』
は
「
吸
岌
は
「
岌
岌
」

と
す
べ
き
か
」
と
す
る
。「
岌
岌
」
は
高
い
さ
ま
や
、
危
険
が
迫
る
さ
ま
、
急
疾

な
さ
ま
。
当
該
箇
所
が
「
岌
岌
」
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
⓰
に
既
出
の
「
聲
翁

叫
天
、
岌
〻
汗
〻
（
叫
び
声
を
あ
げ
て
天
に
訴
え
、
そ
の
声
が
高
々
と
満
ち
み
ち

て
い
ま
す
）」
や
後
出
「
如
山
岌
岌
雲
中
出
（
山
の
如
く
高
々
と
雲
の
中
よ
り
出

て
ま
い
り
ま
す
）」
よ
り
、高
い
さ
ま
を
言
う
と
考
え
ら
れ
、文
脈
と
も
一
致
す
る
。

訳
文
も
こ
の
解
釈
に
従
っ
た
。

（
九
）栝
地
：『
校
注
』
は
「
括
は
、
原
巻（S.2614

）に
よ
れ
ば
木
偏
だ
が
、
項
楚

は
「
括
」
に
作
る
べ
き
と
述
べ
る
。「
括
地
」
ま
た
は
「
刮
地
」
に
作
り
、
土
煙

を
巻
き
上
げ
る
が
ご
と
き
凄
ま
じ
い
勢
い
で
や
っ
て
く
る
物
音
の
形
容
。思
う
に
、

写
本
の
中
で
は
手
偏
と
木
偏
の
混
乱
が
見
ら
れ
た
め
、
文
脈
に
鑑
み
て
改
め
た
」

と
す
る
。「
括
地
」
は
大
地
を
震
わ
す
、
揺
ら
す
こ
と
。

（
一
〇
）崖
柴
：「
啀
桙
」
ま
た
は
「
睚
唆
」
と
考
え
ら
れ
る
。「
啀
桙
」
は
互
い
に

い
が
み
合
い
、
た
た
か
う
さ
ま
を
い
う
。
蔣
禮
鴻
は
、「
啀
桙
」
に
取
り
、「
く
ち

ば
し
を
開
き
、
食
ら
い
つ
こ
う
と
す
る
凶
暴
な
狼
の
よ
う
な
さ
ま
」
と
し
、「
犬

で
あ
れ
ば
牙
を
剥
き
出
し
に
す
る
こ
と
、鳥
で
あ
れ
ば
く
ち
ば
し
を
開
く
こ
と
か
。

變
文
の
こ
の
句
は
未
詳
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
啀
桙
」
は
す
べ
て
犬
に
つ
い

て
用
い
る
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
当
該
箇
所
で
は
主
語
が
「
大
鳥
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
別
案
と
し
て
「
睚
唆
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。
目
を
い
か
ら
す
、
睨
む
の
意
。

「
睚
眦
」に
同
じ
。
ま
た「
睚
眥
」と
も
。『
廣
弘
明
集
』音
釋
・
廣
第
十
四
に「
睚
眥
、

舉
目
相
忤
貌
（
睚
眥
は
、目
を
上
げ
て
敵
意
を
も
っ
て
睨
み
合
う
さ
ま
）」
と
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
「
大
鳥
」
の
威
圧
的
で
お
そ
ろ
し
い
さ
ま
を
描
写
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

（
一
一
）扇
廣
炭
：『
校
注
』
は
「「
廣
」
に
つ
い
て
、
原
巻（S.2614

）の
字
の
底
部

に「
八
」の
構
成
要
素
は
な
い
が
、原
録
が「
廣
」と
と
る
の
に
従
う
。
し
か
し
、「
廣

炭
」は
解
釈
が
困
難
で
、誤
り
が
あ
る
か
」と
す
る
。『
校
注
』にS.2614

（
原
）の「
廣
」

字
が
下
部
を
欠
く
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
次
に
続
く
「
炭
」
字
の
冠
部
分
と
こ

の
部
分
と
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
落
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は

原
文
に
従
い
「
廣
」
に
と
り
、阿
鼻
地
獄
に
無
数
に
伸
び
る
炉
に
風
が
吹
き
寄
せ
、

そ
の
灰
が
勢
い
よ
く
広
が
る
さ
ま
で
あ
る
と
解
し
た
。

（
一
二
）讒
凶
鹿
：S.2614

（
原
）の「
讒
」は
そ
し
る
意
で
あ
り
、意
味
が
通
じ
な
い
。

杏
雨
羽071

の
「
劖
」
は
刺
す
意
で
あ
り
、文
脈
に
鑑
み
て
こ
ち
ら
を
採
る
。『
校

注
』
は
「
鹿
」
は
「
筋
」
の
俗
字
と
い
う
。

三
七

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



（
一
三
）銅
鉸
石
眼
精
：「
銅
鉸
」
は
一
般
に
は
儀
式
で
用
い
る
祭
具
で
あ
り
、
地

獄
で
死
者
を
痛
め
つ
け
る
道
具
と
し
て
は
、
管
見
に
お
い
て
、
仏
典
等
に
同
一
の

名
称
は
見
え
な
い
。
仮
に
は
さ
み
と
訳
し
た
が
、
あ
る
い
は
杏
雨
羽071

「
射
」

か
ら
考
え
て
箭
の
よ
う
な
も
の
か
。S.2614

（
原
）の
「
石
」
は
杏
雨
羽071

「
射
」

の
通
用
か
誤
写
で
あ
ろ
う
。

（
一
四
）金
鏘
：
金
を
溶
か
し
た
汁
。

（
一
五
）鐵
計（
汁
）：S.2614
（
原
）の「
計
」は「
汁
」の
誤
写
。
鉄
を
溶
か
し
た
汁
。

（
一
六
）明
門
：『
校
注
』
は
「
明
は
「
冥
」
に
読
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。「
冥
門
」

と
上
の
句
の
「
黒
城
」
は
対
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
冥
途
の
地
獄
に
つ
い
て
言
う
」

と
す
る
。
本
注
も
こ
れ
に
従
い
、「
冥
門
」
と
し
て
解
し
た
。

（
一
七
）伋
：「
仍
」
の
俗
字
。

（
一
八
）出
來
：「
出
來
」
は
唐
代
の
俗
語
で
生
ま
れ
つ
き
、
生
ま
れ
な
が
ら
を
意

味
す
る
が
（『
唐
五
代
語
言
詞
典
』）、
こ
こ
で
は
「
出
て
く
る
こ
と
、
あ
ら
わ
れ

る
こ
と
」
の
意
。
出
来
（
し
ゅ
つ
ら
い
）。

（
一
九
）由
旬
：
距
離
の
単
位
、一
説
に
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
前
出
⓬
注
（
二
九
）

「
一
由
旬
」
参
照
。

（
二
〇
）卆
倉
：「
卆
」
は
「
卒
」
の
俗
字
。『
校
注
』
は
「
卆
倉
」
を
「
倉
卒
」
に

改
め
る
。

（
二
一
）閇
：「
閉
」
の
俗
字
。

（
二
二
）刀
■
釼
：S.2614

（
原
）は
一
字
を
墨
で
消
し
、
右
肩
に
小
字
で
「
刀
」
と

書
き
入
れ
る
。「
釼
」
は
「
剣
」
の
俗
字
。

（
二
三
）愁

〻
：「

」
の
字
義
は
未
詳
。
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｂ
Ｂ
型
形
容
詞
で
あ
り
、

「
愁
」
の
状
態
を
「

」
が
説
明
す
る
構
造
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。『
選
注
』

は「
愁
懺
懺
」と
翻
字
す
る
。「
愁
い
悔
い
る
」「
愁
い
懺
悔
す
る
」の
意
と
な
る
か
。

『
校
注
』
は
「
愁

」
と
翻
字
し
、「
愁
戢
戢
」
と
校
訂
す
る
。「
戢
戢
」
は
密

集
す
る
さ
ま
、
ま
た
音
声
が
細
々
と
し
て
い
る
様
子
。
仮
に
こ
ち
ら
で
訳
す
。

（
二
四
）終
融
：「
冲
融
」と
音
通
か
。「
冲
融
」は
、水
な
ど
が
溢
れ
て
広
が
る
こ
と
。

（
二
五
）悵
天
：「
悵
天
」
は
「
張
天
」。
空
に
広
が
り
覆
う
こ
と
。

（
二
六
）縦
由
：
こ
こ
で
は
6
に
前
出
の
「
追
放
縱
由
天
地
邊
、
悲
嗟
悔
恨
乃
長
噓

（
あ
と
を
追
っ
て
天
地
を
あ
ま
ね
く
た
ず
ね
ま
わ
り
、
悲
し
み
悔
や
ん
で
長
嘆
息

い
た
し
ま
す
）」
や
9
に
見
え
る
「
可
中
果
報
逢
名
字
、
放
覔
縦
由
亦
不
難
（
も

し
幸
い
に
し
て
母
君
の
お
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
そ
の
足
跡

を
捜
し
訪
ね
る
こ
と
も
難
し
く
な
い
で
し
ょ
う
）」
と
同
様
、
あ
し
ど
り
、
足
跡

の
意
の
「
蹤
由
」
と
解
し
た
。
原
字
の
と
お
り
「
縱
由
（
た
と
え
～
で
あ
ろ
う
と
）」

と
解
釈
す
れ
ば
、「
た
と
え
更
に
お
連
れ
の
者
も
な
く
一
人
き
り
で
あ
っ
た
と
し

て
も
」
の
意
に
な
る
か
。
前
出
6
注（
一
五
）「
追
放
縱
由
天
地
邊
」、9
注
（
三
一
）

「
放
覔
縦
由
」
参
照
。

（
川
上
）

⓲《
散
文
》

S.2614

（
原
）　
：
獄
主
啓
言
、「
和
尚（

一
）、

縁
×
何
事
開
他
地
獄
門
。」
報
言
、「
貧

P.2319
（
甲
）　
：
獄
主
啓
言
、「
和
尚
、
縁
有
何
事
開
他
地
獄
門
。」
報
言
、「
×

杏
雨
羽071
　
：
獄
主
啓
言
、「
和
尚
、
縁
×
何
事
開
他
地
獄
門
。」
×
×　
「
貧

BD
00876

（
戊
）：
獄
主
啓
言
、｢

和
尚
、
縁
×
何
事
開
他
地
獄
門
。」
報
言
、「
貧

三
八
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道
不
開
阿
誰（

二
）開

。
×
×
×
和
尚
寄
物
來
開（

三
）。」

獄
主
問
言（

四
）　

、「
寄
是
没（

五
）物

來
開
。」

×
×
×
×
×
×　

×
×
×
世
尊
寄
物
來
開
。」
獄
主
報
言　

、「
寄
×
甚
物
来
×
。」

道
不
開
阿
誰
開
。
是
貧
道
和
尚
寄
物
来
開
。」
獄
主
問
言　

、「
寄
是
没
物
来
開
。」

道
不
開
阿
誰
開
。
×
×
×
和
尚
寄
惣
来
開
。」
獄
主
聞
言
■ト

、「
寄
是
没
物
来
開
。」

目
連
啓
×
、「
獄
主
、
寄
十
二
環
錫
杖（

六
）來

開
。」
獄
卒（

七
）又

問
、「
和
尚
、
縁
何
事
來

目
連
報
日
、「
×
×
、
寄
十
二
環
錫
杖
来
開
。」
獄
卒
又
問
、「
和
尚
、
縁
何
事
来

目
連
啓
言
、「
×
×
、
寄

十

二

環

錫
杖
来
開
。」
獄
主
報
言
、「
和
尚
、
縁
何
事
×

目
連
啓
×
、「
獄
主
、
寄
十
二
環
錫
杖
来
開
。」
獄
卒
又
問
、「
和
尚
、
湪マ

マ

何
事
来

至
此
。」
目
連
啓
言
、「
貧
道
×
阿
孃（

八
）×　

名
青
提
夫
人
、
故（

九
）來

×
訪
覔
看
。」
獄

至
此
。」
目
連
啓
言
、「
×
×
×
阿
孃
×　

名
青
提
夫
人
、
故
来
×
訪
覔
×
。」
獄

至
此
。」
目
連
啓
言
、「
貧
道
覔
阿
孃
来
、
名
青

夫
人
、
故
来
×
訪
覔
×
。」
獄

至
此
。」
目
連
啓
言
、「
貧
道
×
阿
孃
×　

名
青
提
夫
人
、
故
来
放ト

訪
覓
×
。」
獄

主
聞
語
、
却
入
獄
中
髙
樓
之
上
、
×
迢

（
一
〇
）白（
一
一
）憣

朾（
一
二
）鐡

皼
（
一
三
）。

弟（
一
四
）一

隔（
一
五
）中

有
青
提
夫
人
已

主
聞
語
、
却
入
獄
中
高
樓
上乙之
、
×
迢
白
幡
打
鐵
皼
。
弟
一
隔
中
有
青
提
夫
人
已

主
聞
語
、
却
入
獄
中
髙
樓
×
上
、
手
把
白
憣
打
鐡
皷
。
苐
一
隔
中
有
青

夫
人
已

主
聞
語
、
却
入
獄
中
髙
樓
之
上
、
×
迢
白
憣
朾
鐵
皼
。
第
一
隔
中
有
青
提
夫
■ト

已

否（
一
六
）。

弟
一
隔
中
無
。
過
到
弟
二
隔
中
、
迢
黒
憣
朾
鐡
皼
。
弟
二
隔
中
有
青
提
夫
人

否
。
弟
一
隔
中
無
。
過
到
弟
二
隔
中
、
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×
×

否
。
苐
一
隔
中
無
。
過
到
苐
二
隔
中
、
迢
白
憣
打
鐡
皷
。
苐
二
隔
中
有
青

夫
人

否
。
弟
一
隔
中
無
。
過
到
第
二
隔
中
、
迢
黑
憣
朾
鐵
皷
。
第
二
隔
中
有
提乙青
夫
人

已
否
。
弟
二
隔
中
已
否

過
無

（
一
七
）。

×
到
弟

二　
■
隔
中

（
一
八
）、

迢
黄
憣
打
鐡
皼
。
弟
三
隔

×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×
×　

直
至
弟
三　

×
×　

×
×
×
×
×
×　

×
×
×

已
否
。
苐
二
隔
中
×
×
亦
×
無
。
過
到
苐
三　

隔
中
、
×
×
×
×
×
×　

×
×
×

已
否
。
第
二
隔
中
×
×

×
無
。
過
到
弟
×　

隔
中
、
迢
黄
憣
朾
鐵
皼
。
弟
三
隔

中
有
提乙青
夫
人
已
否
。

無
。
過
到
弟
四
隔
中
×
×
×
×
×
×

無
。
即
至
弟
五

×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×　

×
×
弟
四
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
弟
五

×
有
青

夫
人
已
否
。
亦
無
。
過
到
苐
四
隔
×
×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
苐
五

中
有
青
提
夫
人
已
否
。

无
。
過
到
弟
四
隔
中
迢ト

ト
ト黄

憣ト
ト
ト
ト

打
鐵
皷（

一
九
）

無
。
即
至
弟
五

隔
中
問
、

道
無
。
過
到
弟
六
隔
中
、

道
無
×
青
提
夫
人
。

×
×
×　

×
×
×　

×
×
弟
六
隔
中
、
亦
×
无
×
×
×
×
×

隔
×
×　

×
×
×　

×
×
苐
六
隔
中
、
並
×
無
×
×
×
×
×

隔
中
問
、
亦
道
无
。
過
到
弟
六
隔
中
、

道
无
有
青
提
夫
人
。

【
現
代
語
訳
】

　

獄
主
は
申
し
ま
す
、「
御
坊
、
な
に
ご
と
に
て
か
の
地
獄
の
門
を
開
か
れ
た
の

か
。」
答
え
て
申
し
ま
す
、「
私
が
開
け
な
い
な
ら
誰
が
開
け
ま
し
ょ
う
か
。
世
尊

が
お
預
け
下
さ
っ
た
物
で
開
け
た
の
で
す
。」
獄
主
は
た
ず
ね
て
申
し
ま
す
、「
い

か
な
る
物
を
預
か
っ
て
開
い
た
の
か
。」
目
連
は
申
し
ま
す
、「
獄
主
様
、
お
預
け

下
さ
っ
た
十
二
の
環
が
つ
い
た
錫
杖
で
開
い
た
の
で
す
。」
獄
主
は
ふ
た
た
び
尋

三
九

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



ね
ま
す
、「
御
坊
、な
に
ご
と
に
て
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
か
。」目
連
は
申
し
ま
す
、

「
拙
僧
の
母
は
名
を
青
提
夫
人
と
申
し
ま
し
て
、
特
に
お
た
ず
ね
し
お
会
い
し
よ

う
と
参
っ
た
の
で
す
。」
獄
主
は
そ
の
言
葉
を
聞
く
と
、
獄
中
へ
と
戻
り
高
楼
の

上
に
て
、
白
い
幡
を
ひ
ら
め
か
せ
鉄
鼓
を
叩
き
ま
し
た
。
第
一
の
区
画
の
中
に
青

提
夫
人
は
お
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
第
一
の
区
画
の
中
に
は
お
り
ま
せ
ん
。
第
二

の
区
画
の
中
に
や
っ
て
参
り
ま
す
と
、
黒
い
幡
を
ひ
ら
め
か
せ
鉄
鼓
を
叩
き
ま
し

た
。
第
二
の
区
画
の
中
に
青
提
夫
人
は
お
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
第
二
の
区
画
の

中
に
も
お
り
ま
せ
ん
。
第
三
の
区
画
の
中
に
着
き
ま
す
と
、
黄
色
い
幡
を
ひ
ら
め

か
せ
鉄
鼓
を
叩
き
ま
し
た
。
第
三
の
区
画
の
中
に
青
提
夫
人
は
お
り
ま
す
で
し
ょ

う
か
。
や
は
り
お
り
ま
せ
ん
。
第
四
の
区
画
の
中
に
や
っ
て
参
り
ま
し
た
が
や
は

り
お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
第
五
の
区
画
の
中
に
着
い
て
尋
ね
ま
す
が
、
ま
た
お
り

ま
せ
ん
と
答
え
ま
す
。
第
六
の
区
画
の
中
に
や
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
ま
た
し
て

も
青
提
夫
人
は
お
り
ま
せ
ん
と
答
え
ま
す
。

【
注
】

（
一
）和
尚
：
訳
文
で
は
「
和
尚
」
を
呼
び
か
け
の
語
と
取
っ
て
獄
主
の
セ
リ
フ
に

含
め
た
が
、「
啓
言
」
の
目
的
語
と
見
な
し
「
和
尚
に
言
う
」
と
す
る
解
釈
も
成

り
立
つ
。
あ
る
い
は
そ
の
両
方
の
意
を
一
語
が
兼
ね
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
。
以

下
同
。

（
二
）阿
誰
：
口
頭
語
で
人
に
つ
い
て
尋
ね
る
疑
問
詞
。
前
出
7
注
（
二
）「
阿
孃
」

参
照
。

（
三
）和
尚
寄
物
來
開
：『
敦
煌
變
文
集
』
はP.2319

（
甲
）お
よ
びBD

00876

（
戊
）

に
も
と
づ
き
「
和
尚
」
を
「
世
尊
」
に
改
め
、『
校
注
』
も
こ
の
説
を
受
け
る
（
た

だ
し
『
校
注
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、BD

00876

（
戊
）は
こ
の
箇
所
を
「
和
尚
」

に
作
る
）。
仮
に
こ
れ
ら
に
従
い
、「
世
尊
」
の
誤
り
と
見
て
訳
す
。「
寄
」
は
一

時
的
に
預
け
る
、
預
か
る
の
意
。

（
四
）問
言
：
た
ず
ね
て
言
う
。「
問
」
を
二
音
節
化
す
る
役
割
を
「
言
」
が
担
っ

て
い
る
と
す
れ
ば
、「
た
ず
ね
る
」
と
な
る
か
。P.2319

（
甲
）は
「
報
言
（
答
え

て
言
う
）」
と
す
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
直
前
の
目
連
の
セ
リ
フ
を
み
ち
び
く
「
報

言
」
と
重
複
し
、
文
脈
に
合
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
本
訳
注
⓮
に

「
逢
著
目
連
遥
報
言
（
目
連
に
出
会
う
と
遠
く
か
ら
申
し
ま
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
報
」
に
は
応
答
、
回
答
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
薄
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
当
該
一
文

に
お
い
て
も
応
答
の
意
と
取
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
前
出
⓮

注
（
三
二
）「
遥
報
言
」
参
照
。BD

00876

（
戊
）は
「
聞
言
（
言
う
の
を
聞
い
て
）」

と
す
る
が
、
字
形
の
類
似
に
よ
る
「
問
言
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
五
）是
没
：
な
に
。
疑
問
代
詞
「
没
」
に
つ
い
て
は
前
出
6
注
（
六
）「
和
尚
又

没
事
由
來
」
参
照
。P.2319

（
甲
）は
「
甚
（
な
に
）」
一
字
に
作
る
。
唐
・
趙
璘
『
因

話
録
』
巻
四
「
諧
戲
附
」
に
「
玄
宗
問
黄
幡
綽
、
是
勿
兒
得
人
憐
（
玄
宗
皇
帝
が

黃
幡
綽
に
た
ず
ね
た
、
い
か
な
る
子
が
可
愛
が
ら
れ
る
の
か
と
）」
と
あ
り
、
注

に
「
是
勿
兒
猶
言
何
兒
也
（「
是
勿
児
」
は
「
何
児
」
の
こ
と
を
い
う
）」
と
見
え

る
。
蔣
禮
鴻
は
同
条
を
引
く
と
と
も
に
、
中
古
音
「
勿
」
は
「
没
」
と
同
じ
発
音

に
読
む
べ
き
で
あ
り
、「
是
没
」
は
す
な
わ
ち
疑
問
詞
「
甚
没
」「
什
麽
」
で
あ
る

と
述
べ
る
。

（
六
）十
二
環
錫
杖
：
十
二
の
環
が
つ
い
た
錫
杖
。
錫
杖
は
僧
侶
、
修
験
者
の
持
つ

環
の
つ
い
た
杖
。
も
と
、
イ
ン
ド
の
僧
が
山
野
を
遊
行
（
遍
歴
）
す
る
時
、
振
り

鳴
ら
し
て
毒
蛇
や
害
虫
を
追
っ
た
も
の
を
い
う
。
ま
た
門
扉
を
叩
く
の
に
も
用
い

四
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



た
。
中
国
で
も
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
た
が
、の
ち
に
実
用
を
離
れ
儀
具
に
さ
れ
た
。

頭
部
は
錫
製
、
塔
婆
形
で
数
個
の
金
属
の
環
を
つ
け
る
。
中
部
は
木
製
あ
る
い
は

鉄
製
の
杖
、
下
部
は
牙
・
角
製
。
比
丘
十
八
物
の
一
つ
（『
広
説
』）。
十
二
の
環

は
十
二
因
縁
（
人
間
の
苦
し
み
、
悩
み
が
い
か
に
し
て
成
立
す
る
か
と
い
う
こ
と

を
考
察
し
、
そ
の
原
因
を
追
求
し
て
十
二
の
項
目
の
系
列
を
立
て
た
も
の
。
生
存

の
条
件
を
示
す
十
二
の
も
の
の
系
列
〔『
広
説
』〕）
に
通
じ
る
。
東
晋
・
訳
者
不

明
『
得
道
梯
橙
錫
杖
經
』
に
「
十
二
環
者
、
用
念
十
二
因
緣
（〔
錫
杖
に
付
け
ら

れ
た
〕
十
二
の
環
は
、十
二
因
縁
を
念
ず
る
の
に
用
い
る
）」「
錫
杖
四
鈷
應
四
諦
、

環
應
十
二
因
緣
（
錫
杖
の
四
鈷
は
四
諦
〔
四
種
の
真
理
。
前
出
2
注
（
二
一
）「
屈

指
先
輪輪輪

卜

四
諦
法
」
参
照
〕
に
応
じ
、
環
は
十
二
因
縁
に
応
ず
る
）」
と
あ
る
。
杏

雨
羽071

は
「
錫
」
の
右
肩
に
「
十
二
環
」
を
小
字
で
補
う
。

（
七
）獄
卒
：
杏
雨
羽071

が
「
獄
主
」
と
す
る
以
外
、三
本
と
も
「
獄
卒
」
に
作
る
。

文
脈
に
鑑
み
て「
獄
主
」と
訳
す
。「
獄
卒
」は
以
下
す
べ
て「
獄
主
」の
誤
り（『
校

注
』）。

（
八
）貧
道
×
阿
孃
：S.2614

（
原
）お
よ
びBD

00876

（
戊
）は
「
貧
道
阿
孃
（
拙
僧

の
母
）」、P.2319

（
甲
）は
「
阿
孃
」
二
字
に
作
り
、
杏
雨
羽071

は
「
貧
道
覔
阿

孃
来
（
拙
僧
は
母
を
探
し
に
参
り
ま
し
た
）」
と
す
る
。

（
九
）故
：
訳
文
で
は
「
特
に
、
わ
ざ
わ
ざ
」
と
解
し
た
。『
法
苑
珠
林
』
巻
八
五

「
六
度
篇　

感
應
緣
」「
見
女
受
苦
、
故
來
相
救
（
女
が
責
め
苦
を
受
け
て
い
る
の

を
見
て
、
特
に
助
け
に
参
り
ま
す
）」。「
～
の
た
め
」
の
意
と
取
る
こ
と
も
可
能
。

（
一
〇
）迢
：
こ
の
字
に
つ
い
て
項
楚
校
は
以
下
す
べ
て
「
招
（
動
か
す
）」
に
作

る
べ
き
と
す
る
。「
迢
」は
高
い
さ
ま
、ま
た
は
る
か
遠
く
を
表
す
語
で
あ
る
が
、唐
・

元
稹
「
舞
腰
」
詩
（『
元
稹
集
編
年
箋
注
』
元
和
五
年
）
に
舞
踊
の
動
作
を
描
写

し
て
「
裙
裾
旋
旋
手
迢
迢
、
不
趁
音
聲
自
趁
嬌
（
ス
カ
ー
ト
の
裾
は
く
る
く
る
と

手
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
、
楽
の
調
べ
に
頼
ら
ず
と
も
自
ず
か
ら
愛
く
る
し
さ
に
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
る
）」と
言
い
、「
迢
迢
」二
字
で
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
さ
ま
が
表
さ
れ
る
。

「
迢
」
に
こ
う
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
「
招
」

に
改
め
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
杏
雨
羽071

は
「
手
把
（
手
に
～
を

取
り
）」
と
す
る
。

（
一
一
）白
憣（
幡
）：
白
い
幡ば

ん

。「
憣
」
は
「
翻
（
ひ
る
が
え
る
）」
お
よ
び
「
幡
（
旗
、

の
ぼ
り
）」
の
異
体
字
。
俗
書
に
お
い
て
は
巾
偏
と
立
心
偏
と
の
間
に
し
ば
し
ば

混
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
訳
文
で
は
後
者
の
意
に
解
し
た
。P.2319

（
甲
）は

「
幡
」
に
作
る
。「
幡
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語patākā

（
音
写
「
波
多
迦
」）
の

訳
語
で
、仏
・
菩
薩
の
威
徳
を
表
す
荘し

よ
う
ご
ん厳

具
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が（『
広
説
』）、「
伍

子
胥
變
文
」（S.328

）
に
「
昭
王
怕
懼
之
心
、
遂
即
白
幡
降
伏
（
昭
王
は
恐
れ
を

抱
き
、
す
ぐ
さ
ま
白
旗
を
掲
げ
て
降
伏
し
ま
し
た
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
通
常
の

旗
も
指
す
。
こ
こ
で
は
後
者
の
意
に
解
し
た
。

（
一
二
）朾（
打
）：
木
偏
の
字
形
「
朾
」
に
は
撞
く
、
叩
く
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

敦
煌
文
書
で
は
「
太
子
成
道
經
」（S.3096

）「
便
朾
喜
皼
、
便
与
成
親
（
お
祝
い

の
太
鼓
を
叩
き
、
婚
姻
を
結
び
ま
し
た
）」、「
韓
朋
賦
」（S.4901

）「
使
者
下
車

朾
門
（
使
者
は
車
を
降
り
て
門
を
叩
き
ま
す
）」
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。
た
だ
し

目
連
変
文
に
も
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
俗
書
に
お
い
て
は
手
偏
と
木
偏

の
通
用
は
珍
し
く
な
く
、
こ
こ
に
挙
げ
た
両
例
も
「
打
（
打
つ
）」
へ
の
置
き
か

え
が
可
能
で
あ
る
。P.2319

（
甲
）お
よ
び
杏
雨
羽071

に
照
ら
し
、「
打
」
字
と

理
解
す
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。

（
一
三
）鐡
皼（
鼓
）：
李
白
の
「
軍
行
」
詩
に
「
城
頭
鐵
鼓
聲
猶
震
、
匣
裏
金
刀
血

四
一

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



未
乾
（
城
壁
の
鉄
鼓
の
音
は
な
お
も
と
ど
ろ
き
、
箱
の
中
の
金
刀
に
つ
い
た
血
は

今
も
乾
い
て
い
な
い
）」（『
李
太
白
全
集
』〔
中
華
書
局
一
九
七
七
年
〕
巻
四
）
と

あ
る
よ
う
に
、
戦
時
に
用
い
る
太
鼓
を
い
う
。
実
際
に
鉄
製
で
あ
る
と
す
れ
ば
銅

鑼
を
指
す
か
。「
鼓
」の
字
形
はS.2614

（
原
）、P.2319

（
甲
）お
よ
びBD

00876

（
戊
）

は
「
皼
」、
杏
雨
羽071
は
「
皷
」
に
作
る
。

（
一
四
）弟（
第
）：「
弟
」
は
「
第
」
と
音
通
字
。
前
出
5
注
（
三
）「
弟
」
参
照
。

（
一
五
）隔
：
唐
・
菩
提
流
志
訳
『
一
字
佛
頂
輪
王
經
』
巻
四
に
「
擘
四
面
隔
爲

十
二
隔
。
佛
右
北
隔
畫
雹
煩
惱
王
菩
薩
（
四
方
を
十
二
の
区
画
に
分
け
、
仏
の
右

側
の
北
壁
に
雹
煩
惱
王
菩
薩
を
描
い
た
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
隔
て
る
こ
と
、
隔

て
ら
れ
た
区
画
、
ま
た
そ
の
隔
壁
を
指
す
。『
增
一
阿
含
經
』
巻
三
四
に
「
鐵
圍

中
間
有
八
大
地
獄
、
一
一
地
獄
有
十
六
隔
子
（
鉄
の
囲
い
の
中
に
八
大
地
獄
が

あ
り
、
一
つ
一
つ
の
地
獄
に
一
六
の
区
画
が
あ
る
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
獄
は

十
六（
ま
た
は
十
八
）の「
隔
子（
区
画
）」に
分
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

（
一
六
）已
否
：「
已
否
」
は
敦
煌
変
文
で
頻
用
さ
れ
る
疑
問
語
気
詞
で
、
以
否
・

已
不
・
以
不
に
同
じ
。
前
出
5
注
（
四
）「
好
在
已
否
」
参
照
。

（
一
七
）已
否

過
無
：S.2614

（
原
）の
二
字
「
已
否
」
は
衍
字
か
。「

」
は
「
亦
」

の
異
体
字
。前
出
6
注（
一
六
）「
大
王
繒

得
知
否
」参
照
。S.2614

（
原
）が「
過
無
」

と
す
る
の
は
二
字
が
転
倒
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
仮
に
杏
雨
羽071

、BD
00876

（
戊
）に
従
っ
て
訳
す
。P.2319

（
甲
）は
第
二
の
区
画
以
下
、
経
過
を
省
略
し
、「
過

到
弟
二
隔
中
、
直
至
弟
三
、
弟
四
、
弟
五
、
弟
六
隔
中
、
亦
无
（
第
二
の
区
画
に

や
っ
て
参
り
ま
す
と
、
直
ち
に
第
三
、
第
四
、
第
五
、
第
六
の
区
画
へ
と
至
り
ま

し
た
が
、
や
は
り
お
り
ま
せ
ん
）」
と
す
る
。

（
一
八
）弟
二
　■
隔
中
：S.2614

（
原
）は
「
弟
（
第
）」
の
直
後
に
一
字
を
消
し
、

右
肩
に
小
字
で
「
二
」
を
書
き
入
れ
る
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
見
て
「
三
」
の
誤

り
で
あ
ろ
う
。
訳
文
で
は
「
第
三
の
区
画
」
と
し
た
。BD

00876

（
戊
）は
「
弟
隔

中
」
と
す
る
。
杏
雨
羽071

は
こ
の
後
の
経
過
を
省
略
し
、「
過
到
苐
三
隔
中
、

有
青
枦
夫
人
已
否
。
亦
無
。
過
到
苐
四
隔
、
苐
五
隔
、
苐
六
隔
中
、
並
無
（
第
三

の
区
画
に
や
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
青
提
夫
人
は
お
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

し
て
も
お
り
ま
せ
ん
。
第
四
の
区
画
、
第
五
の
区
画
、
第
六
の
区
画
の
中
に
や
っ

て
参
り
ま
し
て
も
、
ま
っ
た
く
お
り
ま
せ
ん
）」
と
す
る
。

（
一
九
）迢ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト

黄
憣
打
鐵
皼
：BD

00876

（
戊
）に
見
え
る
こ
の
六
字
は
上
か
ら
縦
線
で

消
さ
れ
、
右
側
に
誤
字
を
表
す
「
ト
」
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
前
後
に
類
似

す
る
パ
タ
ー
ン
が
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
、
直
前
の
一
文
が
誤
写
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

《
散
文
》

S.2614

（
原
）　
：
獄
卒
行
至
弟
七
隔
中
、
迢
碧
憣
朾
鐡
皼
。
弟
七
隔
中
有
×
青
提

P.2319

（
甲
）　
：
獄
卒
行
至
弟
七
隔
中
、
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×

杏
雨
羽071

　
：
×
×
過
到
苐
七
隔
×
、
迢
黒
憣
打

鐡　
皷
。
苐
七
隔
中
有
×
青

BD
00876

（
戊
）：
獄
卒
行
至
弟
七
隔
中
、
迢
碧
憣
朾
鐵
皼
。
弟
七
隔
中
有
一
青

夫
人
已
否
。
其
時
×
青
提
×
×
×
弟
七
隔
中
、
身
上
下
卌
九
道
長
釘
、

在
鐡
床

×
×
×
×　

×
×
見
青
提
夫
人
×
×
×
×
×　

身
上
下
卌
九
道
長
打
、
〻
在
×
床

夫
人
已
否
。
其
時
×
青

夫
人
在
苐
七
隔
中
、
身
上
下
卌
九
道
長
釘
、

在
鐡
床

夫
人
已
否
。
其
時
×
青
提
夫
人
在
弟
七
隔
中
、
身
上
下
卌
九
道
長
釘
、

在
鐵
×

四
二
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之
上

（
二
〇
）、

不
敢
應
獄〻
×
主〻
×（

二
一
）。

×
×
×
×
×
×
×　

更
問

（
二
二
）、「

弟
七
隔
中
有
青
提
夫

×
上
、
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

喚
云
、「
×
×
×
×
是
青
提
夫

之
上
、
不
應乙敢
獄
〻
主
〻
。
搴□
迢
黒
憣
打
鐡
皷
。
×
×　
「

苐　

七　

隔　

中　
有
青

夫

之
上
、
不
敢
應
獄〻
×
主〻
×
。
×
×
×
×
×
×
×　

更
問
、「
弟
七
隔
中
有
青

×

人
已
否
。」「
若
看
覔
青
提
夫
人
者
、
罪
身
即
是

（
二
三
）×

×
×
×
×　

×
×　
「
早
箇

（
二
四
）

人
已
否
。」「
×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
是
也
×
×
×
×　

×
×　

×
×

人
已
否
。」「
若
×
覔
青
枦
夫
人

者　
、
罪
身
即
是
×
獄
〻
主
〻
。」
報
言
、「
早
箇

×
已
否
。」「
若
×
覓
青
提
夫
人
者
、
罪
身
即
是
×
×
×
×
×　

×
×　
「
早
箇

縁
甚
×
不
應
×
。」
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
「

畏
（
二
六
）獄

主
更
将
別
䖏
受
苦
、

×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

縁
何
事
不
應
我
。」   

罪　

人　

身　

上　

早　

有　

卌　

九　

道　

長　

釘

鼎（

（
二
五
）

　
□

、「

畏
獄
主
更
将
別
䖏
受
苦
、

縁
甚
×
不
應
×
。」
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
「
恐
畏
獄
主
更
將
別
䖏
受
苦
、

所
以
不
敢
應
獄〻
×
主〻
×
。」
報
言
、「
×
×　

門
外
有
一
三
寶

（
二
八
）、

剃
除

、
身
披

×
×
×
×
×
獄
×
主
×　

報
言
、「
×
×　

門
外
有
一
三
寳
、
×
×
×
×　

×
×

所
以
不
敢
應
獄
〻
主
〻
。」
報
言
、「
罪
人

（
二
七
）、

門
外
有
一
三
寶
、
剃
除
須

、
身
披

所
以
不
敢
應
獄〻
×
主〻
×
。」
報
言
、「
×
×　

門
外
有
一
三
寳
、
剃
除

、
身
被

法
服
、
稱
児ト

言
是

兒

、
故
來　

訪
看
×
×　

×
×
×
×
×
」
青
提
夫
人
闻
語

（
三
〇
）、

良

×
×　

稱
×
言
是
兒　

×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×
×
」
青
提
×
×
聞
語
、
×

法
服
、
稱
×
道
是
兒
、
故
来　

訪
覔
阿
嬢
、
名
青
提
夫
人
。」
×
×
×
×
聞
語
、
良

法
服
、
稱
×
言
是
児
、
故
来
■ト

訪
覔
×
×　

×
×
×
×
×
」
青
提
夫
人
聞
語
、
良

久
思
惟
、
報
言
、「
獄
主
、
我
無
兒
子
出
家
、
不
是
莫
錯
。」
獄
主
闻
語

（
三
一
）、

却
逥
行

×
×
×　

報
言
、「
獄
主
、
×
無
児
×
出
家
、
×
×
莫
錯
。」
獄
主
聞
言
、
却
逥
×

久
思
惟
、
報
言
、「
獄
主

※
杏
雨
羽071

は
こ
こ
ま
で
。

久
思
惟
、
報
言
、「
獄
主
、
我
無
児
子
出
家
、
不
是
莫
錯
。」
獄〻
主〻
聞
語
、
却
逥
行

至
髙
樓
、
報
言
、「
和
尚
、
縁
有
何
事
、
詐
認
獄
中
罪
人
×
×
是
阿
孃
、
縁
事乙

没
（
三
二
）

至
高
樓
、
報
言
、「
和
尚
、
縁
×
何
×　

錯
認
獄
中
罪
人
言
道
是
阿
孃
、
×
如
何

至
髙
樓
、
報
言
、「
和
尚
、
湪マ

マ

有
何
事
、
詐
認
獄
中
罪
人
×
×
是
阿
孃
、
湪マ

マ

没
事

語
（
三
三
）。」

目
連
聞
語
、
悲
泣
雨
涙
。
啓
言
、「
獄
主
、
貧
道
解
来（

（
三
四
）傳

語
錯

（
三
五
）。

頻
道

語
。」
目
連
聞
語
、
悲
泣
×
×　

啓
×
、「
獄
主
、
×
×
×
×
×
×
×　

某
乙

（
三
六
）

語
。」
目
連
聞
語
、
悲
泣
雨
淚
。
啓
言
、「
獄
主
、
貧
道
解
来
傳
語
錯
。
頻
道

小
時
×
自
羅
卜

（
三
七
）。

父
母
亡
没
已
後
、
投
仏
出
家
、
剃
除

、
号
曰
大
目
𠃵
連
。

小
×
名
是
羅
卜
。
父
母
亡
×
×
後
、
投
仏
出
家
、
×
×
×
×　

号
×
大
目
𠃵
連
。

小
時
名
字
羅
卜
。
父
母
亡
没
已
後
、
投
仏
出
家
、
剃
除

、
号
曰
大
目
𠃵
連
。

×
獄
主

（
三
八
）莫

嗔
、更
問
一
逥
去
。」
獄
主
×
闻
語
、却
逥
至
弟
七
隔
中
、報
言（

四
〇
）、「

罪
人
、

四
三

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



諸
獄
主
莫
嗔
、更
問
一
逥
去
。」
獄
主
×
聞
語
、却
逥
至
×
×
×
×　
×
×
「
罪
人
、

×
獄
主
莫
嗔
、更
問
一
逥
去
。」
獄
主
文
聞

（
三
九
）語

、却
逥
至
弟
七
隔
中
、報
言
、「
罪
人
、

門
外
三
寳
小
時
×
自
羅
卜
。
父
母
終
没
已
後
、
投
仏
出
家
、
剃
除

、
号
■卜

曰

門
外
三
寶
小
時
×
字
羅
卜
。
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×　

×
×
×
×　

×　

×

門
外
三
寳
小
時
名
字
羅
卜
。
父
母
終
没
已
後
、
投
仏
出
家
、
剃
除

、
号　

曰

大
目
𠃵
連
。」
青
提
夫
人
聞
語
×
、「
外乙門
三
寳
、
若
×
小
時
字
羅
卜
、
×
是
×
也
。

×
×
×
×　

青
提
×
×
×
×
曰
、「
×
×
×
×　
若
是
小
×
名
羅
卜
、
即
是
児
也
。

大
目
𠃵
連
。」
青
提
夫
人
聞
語
×
、「
門
外
三
寳
、
若
×
小
時
字
羅
卜
、
×
是
×
也
。

罪
身
一
寸
膓

（
四
一
）嬌

子
。」
獄
主
聞
語
、
扶
起
青
提
夫
人

（
四
二
）、

却
（
四
三
）卌

九
道
長
釘
、

罪
身
一
寸
膓
嬌
子
。」
獄
主
聞
語
、
扶
起
青
提
×
×
、
×
拔
却
卌
九
道
長
釘
、

罪
身
一
寸
膓
嬌
子
。」
獄
主
聞
語
、
扶
起
青
提

、  

却
卌
九
道
長
釘
、

鐵
鏁
×（

四
四
）

、
生（

四
五
）杖

圍
遶
、
駈（

四
六
）出

門
外
、
母
子
相
見
䖏
。

鐵
鏁
〻

、
生
杖
圍
遶
、
駈
出
門
外
、
母
子
相
見
䖏
。

鐵
鏁
〻

、
生
杖
圍
遶
、
駈
出
門
外
、
母
子
相
見
䖏
。

【
現
代
語
訳
】

　

獄
卒
は
第
七
の
区
画
の
中
に
た
ど
り
着
く
と
、
緑
の
幡
を
ひ
ら
め
か
せ
鉄
鼓
を

叩
き
ま
し
た
。
第
七
の
区
画
の
中
に
青
提
夫
人
は
お
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

時
青
提
夫
人
は
第
七
の
区
画
の
中
に
お
り
ま
し
た
が
、
身
体
は
四
十
九
本
の
長
い

釘
に
貫
か
れ
、
鉄
の
寝
台
の
上
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
獄
主
に

答
え
か
ね
て
お
り
ま
し
た
。
獄
主
は
さ
ら
に
尋
ね
ま
す
、「
第
七
の
区
画
の
中
に

青
提
夫
人
は
お
る
か
。」「
も
し
青
提
夫
人
を
探
し
て
お
ら
れ
る
の
で
し
た
ら
、
わ

た
く
し
こ
そ
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。」「
な
ぜ
早
く
に
返
事
を
し
な
い
の
か
。」「
獄

主
様
が
さ
ら
に
（
私
を
）
別
の
場
所
に
連
れ
て
ゆ
き
、
苦
し
い
目
に
遭
わ
さ
れ
る

こ
と
を
恐
れ
た
た
め
に
、
獄
主
様
に
お
答
え
い
た
し
か
ね
て
お
り
ま
し
た
。」
獄

主
は
答
え
て
申
し
ま
す
、「
門
外
に
お
ら
れ
る
一
人
の
僧
で
、
剃
髪
し
て
、
身
に

は
法
衣
を
ま
と
い
、
息
子
と
名
乗
る
方
が
、
わ
ざ
わ
ざ
尋
ね
て
参
ら
れ
た
。」
青

提
夫
人
は
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、長
い
間
考
え
こ
む
と
、お
答
え
い
た
し
ま
す
、「
獄

主
様
、
私
に
は
出
家
の
息
子
は
お
り
ま
せ
ん
し
、
お
そ
ら
く
間
違
い
で
は
あ
り
ま

す
ま
い
か
。」
獄
主
は
そ
の
言
葉
を
聞
く
と
、
高
楼
へ
と
戻
り
、
答
え
て
申
し
ま

す
、「
御
坊
、
な
に
ご
と
あ
っ
て
、
獄
中
の
罪
人
が
母
親
だ
な
ど
と
た
ば
か
ら
れ

た
の
か
、
な
に
ゆ
え
に
偽
り
を
申
さ
れ
た
の
か
。」
目
連
は
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、

悲
し
み
雨
の
よ
う
に
涙
を
流
し
ま
す
。
口
を
開
い
て
申
し
ま
す
に
は
、「
獄
主
様
、

拙
僧
が
考
え
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
言
葉
を
お
伝
え
す
る
の
に
間
違
い
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
拙
僧
は
幼
い
こ
ろ
は
羅
卜
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
父
母
を
亡
く
し
た

後
、
仏
の
所
へ
身
を
投
じ
て
出
家
し
、
剃
髪
し
て
、
号
を
大
目
乾
連
と
申
し
ま
す
。

獄
主
様
ど
う
ぞ
お
怒
り
に
な
ら
ず
、
も
う
一
度
尋
ね
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。」
獄

主
は
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
第
七
の
区
画
の
中
に
戻
っ
て
参
り
ま
す
と
、
答
え
て

四
四
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申
し
ま
す
、「
罪
人
よ
、
門
外
の
僧
は
幼
い
こ
ろ
羅
卜
と
い
う
名
で
あ
っ
た
。
父

母
を
亡
く
し
た
後
、
仏
の
所
へ
身
を
投
じ
て
主
家
し
、
剃
髪
し
て
、
大
目
乾
連
と

号
し
て
お
ら
れ
る
。」
青
提
夫
人
は
そ
の
言
葉
を
聞
き
、「
門
外
の
僧
が
、
も
し
幼

い
こ
ろ
羅
卜
と
い
う
名
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
心
に
か

け
た
か
わ
い
い
息
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
獄
主
が
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
青
提
夫

人
を
助
け
起
こ
し
、
四
十
九
本
の
長
い
釘
を
抜
い
て
お
し
ま
い
に
な
る
と
、
鉄
の

鎖
が
腰
を
繋
ぎ
、
杖じ

よ
うが

ぐ
る
り
と
取
り
囲
み
、
門
外
へ
と
追
い
立
て
て
、
母
子
が

ま
み
え
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
注
】

（
二
〇
）身
上
下
卌
九
道
長
釘
、
在
鐡
床
之
上
：
身
体
は
四
十
九
本
の
長
い
釘
に

貫
か
れ
、
鉄
の
寝
台
の
上
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
る
。『
和
菩
薩
戒
文
』
に
「
連

明
曉
夜
下
長
釘
眼
耳
之
中
皆
泣
（
朝
ま
で
夜
通
し
長
い
釘
を
目
や
耳
に
打
た
れ
皆

泣
い
て
お
り
ま
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
長
釘
は
地
獄
で
の
拷
問
描
写
に
し
ば
し

ば
登
場
す
る
。「
道
」
は
細
長
い
も
の
を
数
え
る
量
詞
。
本
。
杜
甫
「
佐
還
山
後

寄
三
首
」
其
三
「
幾
道
泉
澆
圃
、
交
横
落
幔
坡
（
い
く
筋
も
の
滝
が
田
畑
に
流
れ

込
み
、
な
だ
ら
か
な
斜
面
を
縦
横
に
流
れ
落
ち
て
ゆ
く
）」（『
杜
詩
詳
注
』〔
中
華

書
局
一
九
七
九
年
〕
巻
八
）。S.2614

（
原
）とBD

00876

（
戊
）の
「

」、
杏
雨
羽

071

の
「

」
は
共
に
「
鼎
」
の
異
体
字
。「
鼎
」
に
は
折
し
も
、ま
さ
し
く
と
い
っ

た
意
も
あ
る
が
、こ
こ
で
は
動
詞
「
檙
（
打
つ
。「
朾
」
の
異
体
字
）」
と
解
釈
し
た
。

「
鐡
床
」
は
地
獄
で
の
拷
問
に
使
用
さ
れ
る
鉄
の
寝
台
。
前
出
⓬
注
（
三
五
）「
銅

柱
鐵
床
地
獄
」
参
照
。P.2319

（
甲
）は
「
長
釘
」
を
「
長
打
」
に
作
る
。
黄
征
『
敦

煌
俗
字
典
』
に
「
打
」
は
「
釘
」
の
俗
字
と
い
う
。
こ
の
説
に
従
え
ば
、P.2319

（
甲
）は
「
身
上
下
卌
九
道
長
釘
、
釘
在
床
上
（
身
体
は
四
十
九
本
の
長
い
釘
に
貫

か
れ
、
寝
台
に
釘
付
け
に
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
）」
と
な
る
。

（
二
一
）獄〻
×
主〻
×
：
前
後
を
含
め
て
整
理
す
る
と
、「
不
敢
應
獄
主
。
獄
主
更
問

（
獄
主
さ
ま
に
お
答
え
い
た
し
か
ね
て
お
り
ま
し
た
。獄
主
は
さ
ら
に
尋
ね
ま
す
）」

と
な
り
、「
獄
主
」
は
青
提
夫
人
の
セ
リ
フ
内
で
「
應
（
答
え
る
）」
の
目
的
語
と

し
て
、
ま
た
そ
れ
に
続
く
地
の
文
の
主
語
と
し
て
機
能
す
る
。
前
文
の
目
的
語
が

後
続
す
る
文
の
主
語
を
兼
ね
る
例
は
白
話
文
に
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
、
本
セ
ク

シ
ョ
ン
に
は
「
獄
主
」
二
字
に
踊
り
字
を
付
加
し
て
こ
の
用
法
に
相
当
さ
せ
る
パ

タ
ー
ン
が
特
に
集
中
し
て
見
え
る
。
杏
雨
羽071

は
「
獄
〻
主
〻
」
と
表
記
す
る

が
、
こ
れ
も
他
本
と
同
様
「
獄
主
」
を
二
回
繰
り
返
す
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
二
二
）更
問
：
さ
ら
に
尋
ね
る
。P.2319

（
甲
）は
「
喚
云
（
呼
ば
わ
っ
て
い
う
に

は
）」。
杏
雨
羽071

に
は
「
更
問
」
に
相
当
す
る
句
が
存
在
せ
ず
、後
に
続
く
「
第

七
隔
中
…
…
已
否
」
が
地
の
文
か
セ
リ
フ
か
や
や
判
別
し
が
た
い
（「
第
七
隔
中
」

は
行
間
へ
の
書
き
入
れ
）。
当
該
部
分
の
直
後
に
青
提
夫
人
か
ら
の
応
答
が
続
く

た
め
、
セ
リ
フ
と
見
て
か
ぎ
か
っ
こ
を
付
し
た
。
な
お
、
杏
雨
羽071

に
の
み
、

こ
の
前
に
「
搴□
迢
黒
憣
打
鐡
鼓
（
黒
い
幡
を
抜
き
取
っ
て
ひ
ら
め
か
せ
、
鉄
鼓
を

叩
く
）」
と
い
う
七
字
が
見
え
る
。
一
字
目
の
下
部
は
「
手
」、
上
部
は
や
や
判
読

し
が
た
い
が
う
か
ん
む
り
か
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
「
搴
（
抜
き
取
る
）」
と
翻
字

す
る
。

（
二
三
）罪
身
即
是
：
杏
雨
羽071

で
は
こ
の
直
後
に
「
獄〻
主〻
報
言
」
四
字
が
見
え

る
。「
獄
主
」
二
字
に
踊
り
字
を
付
加
す
る
例
に
つ
い
て
は
前
掲
注（
二
一
）「
獄〻
×

主〻
×
」
参
照
。
青
提
夫
人
の
セ
リ
フ
の
末
尾
が
獄
主
へ
の
呼
び
か
け
と
な
る
の
は

や
や
不
自
然
な
印
象
を
与
え
る
。
踊
り
字
は
誤
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
か
も

四
五

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
掲
注
（
三
一
）「
不
是
莫
錯
獄
主
聞
語
」
も

併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
杏
雨
羽071

で
は
こ
の
四
字
が
あ
る

こ
と
で
後
に
続
く
発
話
の
主
体
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
他
本
で
は
、
青
提

夫
人
と
獄
主
の
セ
リ
フ
が
直
接
連
続
す
る
。
セ
リ
フ
の
応
酬
に
は
緊
迫
感
を
高
め

る
効
果
が
期
待
さ
れ
、
獄
主
の
詰
問
が
短
く
簡
潔
で
あ
る
こ
と
も
効
果
の
一
翼
を

担
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
四
）早
箇
：「
早
（
早
く
）」
に
同
じ
。「
箇
」
は
特
定
の
意
味
を
有
さ
な
い
。

本
訳
注
6
に
も
「
雖
然
不
識
和
尚
、
早
箇
知
其
名
字
（
和
尚
様
と
面
識
は
な
く
と

も
、
と
う
か
ら
お
名
は
存
じ
て
お
り
ま
し
た
）」
と
の
例
が
す
で
に
見
え
る
。

（
二
五
）罪
人
身
上
早
有
卌
九
道
長
釘
鼎□
：
杏
雨
羽071

に
の
み
行
間
へ
の
書
き
入

れ
の
形
で
見
え
る
。「
罪
人
は
と
う
か
ら
身
体
を
四
十
九
本
の
長
い
釘
に
貫
か
れ

て
打
ち
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
」。

（
二
六
）
（
恐
）畏
：
恐
れ
る
。
求
那
跋
陀
羅
訳
『
雜
阿
含
經
』
巻
二
三
「
我
不
恐

畏
死
、
志
願
求
解
脱
（
私
は
死
を
も
恐
れ
ず
、
解
脱
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
」。

（
二
七
）罪
人
：
杏
雨
羽071

の
み
に
見
え
る
。
地
獄
の
罪
人
で
あ
る
青
提
夫
人
へ

の
呼
び
か
け
。

（
二
八
）三
寶
：
僧
。「
三
宝
」
は
一
般
的
に
仏
・
法
・
僧
の
三
つ
を
宝
に
た
と
え

る
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、「
太
子
成
道
經
」（S.2352V

）に
「
太
子
聞
説
、
非

常
喜
悦
、
急
便
下
馬
、
頂
礼
三
寳
（
太
子
は
〔
僧
の
〕
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
大
変

お
喜
び
に
な
り
、
急
ぎ
馬
か
ら
降
り
る
と
三
宝
に
頂
礼
い
た
し
ま
す
）」
と
あ
る

よ
う
に
、
僧
を
指
す
用
法
も
見
ら
れ
る
。

（
二
九
）剃
除

（
髭
髪
）、身
披
法
服
：
剃て

い

髪は
つ

染ぜ
ん

衣ね

、
す
な
わ
ち
出
家
し
て
僧
と

な
る
こ
と
。
法ほ

う
ぶ
く服

は
僧
尼
の
着
用
す
る
衣
服
。
法ほ

う
え衣

。「
刹
利
衆
中
或
時
有
人
、

自
厭
己
法
、
剃
除
鬚
髮
而
披
法
服
。
於
是
始
有
沙
門
名
生
（
王
族
の
中
で
あ
る

時
あ
る
方
が
己
法
に
嫌
気
が
差
し
、
剃
髪
し
て
法
衣
を
ま
と
っ
た
。
こ
う
し
て

沙
門
と
い
う
名
前
が
始
ま
っ
た
）」（『
長
阿
含
經
』
巻
六
）、「
起
正
信
心
向
佛
出

家
、
剃
除
鬚
髮
被
於
法
服
、
而
爲
苾
芻
（
信
心
を
起
こ
し
て
仏
の
と
こ
ろ
で
出
家

し
、
剃
髪
し
て
法
衣
を
ま
と
い
、
苾び

つ
し
ゆ芻

〔
比
丘
。
修
行
僧
〕
と
な
っ
た
）」（『
佛

説
帝
釋
所
問
經
』）
な
ど
と
い
う
よ
う
に
ほ
ぼ
定
型
表
現
化
し
て
お
り
、
本
訳
注

3
に
も
「
剃
除
須
（
鬚
）
髮
了
」
と
い
う
一
句
が
す
で
に
見
え
る
。「
髭
」
は
口

ひ
げ
、
杏
雨
羽071

の
「
須
（
鬚
）」
は
ほ
お
ひ
げ
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
が
、
仏
典

に
は
「
剃
除
髭
髮
」、「
剃
除
鬚
髮
」
の
い
ず
れ
の
言
い
回
し
も
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。P.2319

（
甲
）に
は
こ
の
二
句
が
見
え
な
い
。

（
三
〇
）故
来
…
…
闻
語
：
杏
雨
羽071

で
は
「
故
来
訪
覔
阿
嬢
、
名
青
提
夫
人
、

聞
語
（「
特
に
母
を
訪
ね
て
参
ら
れ
た
、〔
母
の
〕
名
は
青
提
夫
人
と
い
う
。」〔
青

提
夫
人
は
〕
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
）」
と
し
、「
阿
嬢
」「
青
提
夫
人
」
に
目
的
語

と
主
語
を
そ
れ
ぞ
れ
兼
ね
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
語
法
に
つ
い
て
は
本
セ
ク
シ
ョ
ン

注
（
二
一
）「
獄〻
×
主〻
×
」
参
照
。

（
三
一
）不
是
莫
錯
獄
主
聞
語
：「
莫
」
は
「
～
の
は
ず
だ
」
の
意
。「
廬
山
遠
公
話
」

（S.2073

）「
見
大
石
一
所
、共〔
其
〕下
莫
有
水
也（
大
き
な
石
の
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、

そ
の
下
に
は
き
っ
と
水
が
あ
る
は
ず
で
す
）」。「
獄
主
」二
字
に
はBD

00876

（
戊
）

に
の
み
踊
り
字
が
見
え
る
。
こ
れ
に
従
い
「「
…
…
お
そ
ら
く
間
違
い
で
は
あ
り

ま
す
ま
い
か
、
獄
主
様
。」
獄
主
は
そ
の
言
葉
を
聞
く
と
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き

る
が
や
や
不
自
然
で
あ
る
。
注
（
二
一
）「
獄〻
×
主〻
×
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

本
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
「
獄
主
」
に
踊
り
字
を
付
加
す
る
パ
タ
ー
ン
が
複
数
例
見
え
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る
た
め
、BD

00876

（
戊
）で
は
誤
っ
て
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
二
）縁
事
没
乙

（
縁
没
事
）：
な
に
ゆ
え
。「
没
」は
6
注（
六
）「
和
尚
又
没
事
由
來
」

お
よ
び
本
セ
ク
シ
ョ
ン
注（
五
）「
是
没
」に
既
出
の
疑
問
代
詞
の
用
法
。「
燕
子
賦
」

（P.2491

）「
不
曾
觸
犯
豹
尾
、
緣
沒
橫
羅
〔
罹
〕
鳥
災
（
豹
の
尾
に
触
れ
た
こ
と

も
な
い
と
い
う
の
に
、
な
に
ゆ
え
身
に
覚
え
の
な
い
災
い
を
被
る
の
か
）」
な
ど
。

（
三
三
）
語
：
言
葉
を
い
つ
わ
る
。「
謾
（
い
つ
わ
る
）」
の
異
体
字
。

（
三
四
）解
来□
：「
解
」
は
解
釈
す
る
、
説
明
す
る
の
意
。
前
者
と
取
れ
ば
「
考
え

て
み
る
と
」、
後
者
と
取
れ
ば
「
説
明
す
る
と
」
と
な
る
か
。
訳
文
で
は
前
者
の

意
に
解
し
た
。
項
楚
校
は
「
適
来
（
今
し
が
た
）」
に
作
る
べ
き
と
す
る
が
、
原

文
の
ま
ま
で
も
意
味
が
通
る
た
め
、
必
ず
し
も
改
め
る
必
要
は
な
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。

（
三
五
）傳
語
錯
：
言
葉
を
伝
え
る
の
に
誤
り
が
あ
る
。
伝
言
の
内
容
が
う
ま
く
伝

わ
ら
ず
、
誤
解
を
受
け
た
こ
と
を
言
う
。

（
三
六
）某
乙
：
一
人
称
「
わ
た
し
」。「
太
子
成
道
經
」（S.4480V
）「
某
乙
在
世
、

不
生
決
定
之
心
、
无
〔
無
〕
其
信
受
（
私
が
俗
世
に
お
り
ま
し
た
と
き
に
は
、
教

え
を
固
く
信
じ
る
心
を
持
た
ず
、
教
え
を
信
奉
す
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た
）」。

（
三
七
）小
時
×
自
羅
卜
：P.2319

（
甲
）は
「
小
名
是
羅
卜
（
幼
名
は
羅
卜
）」、

BD
00876

（
戊
）は
「
小
時
名
字
羅
卜
（
幼
い
こ
ろ
の
名
は
羅
卜
）」
と
し
、
各
本

と
も
異
な
る
。S.2614

（
原
）「
自
羅
卜
」
の
表
記
は
、
直
後
の
獄
主
の
セ
リ
フ
で

も
繰
り
返
さ
れ
る
。『
校
注
』
に
は
、「
自
」
は
発
音
の
近
似
に
よ
る
「
字
」
の
誤

り
か
と
言
う
。
唐
・
李
紳
「
鶯
鶯
歌
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
八
三
）
に
「
綠
窓
嬌
女

字
鶯
鶯
、
金
雀
婭
鬟
年
十
七
（
緑
窓
の
可
愛
い
少
女
、
名
は
鶯
鶯
、
か
ん
ざ
し
を

髪
に
飾
る
十
七
の
年
頃
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
字
」
に
は
「
名
を
～
と
い
う
」
の

意
が
あ
る
。『
校
注
』
の
説
に
従
い
「
字
」
に
改
め
る
な
ら
ば
、「
名
を
羅
卜
と
い

う
」
の
意
と
な
る
。「
自
」
を
「
～
の
ほ
う
で
は
」
の
意
と
解
す
な
ら
ば
、「
羅
卜
」

は
動
詞
的
に
機
能
し
、全
体
の
意
味
を
「
幼
い
こ
ろ
は
と
い
え
ば
羅
卜
で
あ
っ
た
」

と
取
る
こ
と
も
可
能
。
仮
に
こ
ち
ら
で
訳
す
。

（
三
八
）獄
主
：S.2614

（
原
）で
は
「
卒
」
字
の
上
に
「
主
」
字
が
重
ね
書
き
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
三
九
）文
聞
：「
文
」
の
字
は
上
か
ら
線
に
よ
っ
て
消
さ
れ
て
い
る
。「
聞
」
と
音

通
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
誤
記
。

（
四
〇
）却
逥
至
弟
七
隔
中
、報
言
：P.2319

（
甲
）は
こ
の
部
分
を
「
却
逥
至
（
戻
っ

て
）」
と
す
る
。

（
四
一
）一
寸
膓
：「
膓
」
は
「
腸
」
に
同
じ
。『
唐
五
代
語
言
詞
典
』
に
実
子
の
こ

と
と
言
い
、
当
該
箇
所
を
引
用
す
る
。
捉
え
ら
れ
た
小
猿
を
追
っ
て
息
絶
え
た
母

猿
の
腹
を
裂
く
と
は
ら
わ
た
が
断
ち
切
れ
て
い
た
と
い
う
、
有
名
な
「
断
腸
」
の

故
事
（『
世
説
新
語
』「
黜
免
」）
と
も
類
似
す
る
表
現
で
あ
る
が
、
こ
の
三
字
で

子
供
を
意
味
す
る
例
は
管
見
の
限
り
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
元
稹
「
感
逝
」

詩
（『
元
稹
集
編
年
箋
注
』
大
和
三
年
）
に
「
三
聲
啼
婦
臥
床
上
、
一
寸
斷
腸
埋

土
中
（
女
は
三
た
び
声
を
上
げ
て
寝
台
に
倒
れ
、
は
ら
わ
た
が
千
々
に
裂
か
れ
る

ほ
ど
の
悲
し
み
は
土
の
中
に
埋
め
ら
れ
た
）」
と
あ
り
、こ
こ
で
は
死
ん
で
し
ま
っ

た
子
供
が
「
一
寸
斷
腸
」
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。「
一
寸
腸
」
に
は
「
心
」
の

意
味
が
あ
り
、
劉
禹
錫
「
夢
揚
州
樂
妓
和
詩
」（『
全
唐
詩
』
巻
八
六
八
）
に
「
夜

深
曲
曲
灣
灣
月
、
萬
里
隨
君
一
寸
腸
（
夜
は
更
け
て
空
に
は
三
日
月
が
か
か
り
、

心
は
万
里
の
か
な
た
ま
で
あ
な
た
に
付
き
従
っ
て
ゆ
く
）」
な
ど
の
例
が
あ
る
。

四
七

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



（
四
二
）夫
人
：P.2319

（
甲
）に
は
こ
の
二
字
が
な
く
、BD

00876

（
戊
）で
は
文
字

の
上
か
ら
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
四
三
）

却
：
二
字
判
読
困
難
。S.2614

（
原
）の
一
字
目
は
「
升
」「
斗
」「
叔
」

の
字
形
の
一
種
に
似
る
が
、「
拔
（
抜
く
）」
字
が
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
も

疑
わ
れ
る
。
二
字
目
は
「

」
も
し
く
は
「

」
と
い
う
字
形
に
見
え
る
が
、
こ

の
二
字
で
は
意
味
を
と
り
が
た
い
。BD

00876

（
戊
）も
ほ
ぼ
同
様
の
字
形
に
作
る
。

『
校
注
』
はP.2319

（
甲
）に
従
い
「
拔
却
（
抜
い
て
し
ま
う
）」
と
す
る
。
本
訳

も
こ
の
解
釈
に
従
っ
た
。

（
四
四
）鐵
鏁
×
（
腰
）：「
鏁
」
は
「
鎖
（
鎖
、
拘
束
す
る
）」
の
異
体
字
、「

（S.2614

（
原
）とP.2319

（
甲
）の
字
形
は
正
確
に
は「
要
」の
下
に「
肉
」）」は「
腰
」

の
異
体
字
。『
法
苑
珠
林
』
巻
八
五
「
六
度
篇　

感
應
緣
」「
僧
正
食
時
、
夫
人
自

來
看
、
枷
項
鎻
腰
、
獄
卒
衞
從
（
僧
が
食
事
を
し
て
い
る
と
き
、
夫
人
が
や
っ
て

き
た
の
を
見
れ
ば
、
枷
が
首
を
固
定
し
鎖
が
腰
を
縛
り
、
獄
卒
が
周
り
を
固
め
て

い
ま
す
）」。

（
四
五
）生
杖
：
捕
縛
、
拘
束
用
の
刑
具
。
杖じ

よ
うと

訳
し
た
。「
降
魔
變
文
」（『
敦
煌

變
文
集
』
巻
四
）「
生
擒
須
達
、
並
祇
陀
太
子
、
生
杖
圍
身
（
須し

ゆ
だ
つ達

〔
波
斯
匿
王

の
大
臣
で
仏
陀
に
帰
依
し
た
長
者
ス
ダ
ッ
タ
〕
な
ら
び
に
祇ぎ

だ陀
太
子
〔
波
斯
匿
王

の
太
子
ジ
ェ
ー
タ
〕
を
生
け
捕
り
に
し
、
杖
で
そ
の
身
を
取
り
囲
ん
だ
）」、「
漢

將
王
陵
變
」（P.3627

）「
漢
將
王
陵
來
斫
營
、
發
使
交
人
捉
他
母
。
遂
將
生
杖
引

將
來
、
撘
箭
彎
弓
如
〔
而
〕
大
怒
（
漢
将
王
陵
が
急
襲
し
て
く
る
と
、〔
項
羽
は
〕

人
を
や
っ
て
彼
の
母
を
捕
ら
え
さ
せ
た
。
杖
に
て
召
し
連
れ
る
と
、
矢
を
取
り
弓

を
引
い
て
大
い
に
怒
る
）」
な
ど
変
文
に
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
語
。『
選
注
』
は

い
ず
れ
の
用
例
も
「
縄
杖
」
に
改
め
る
べ
き
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
捕
縛
の

際
に
縄
と
杖
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
（『
捜
神
後
記
』
巻
六
「
忽
逢
四
人
、
各
執
縄

及
杖
來
赴
述
（
出
く
わ
し
た
四
人
は
、
お
の
お
の
縄
と
杖
を
手
に
〔
馮
〕
述
へ
と

向
か
っ
て
き
た
）」）、
ま
た
「
縄
棒
」
と
い
う
語
が
あ
る
こ
と
（『
五
燈
會
元
』
巻

一
五
「
侍
者
將
縄
棒
來
（
供
の
者
よ
、縄
棒
を
持
っ
て
参
れ
）」）
な
ど
を
挙
げ
る
。

た
だ
し
管
見
の
限
り
で
は
他
に
「
縄
棒
」
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
熟
語

と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
語
の
場
合
む
し
ろ
、

「
生
」
字
は
二
音
節
化
の
た
め
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
か
。「
生
」
に

は
強
調
の
用
法
が
あ
り
、
例
え
ば
唐
・
張
鷟
『
朝
野
僉
載
』
巻
三
に
「
天
后
中
、

成
王
千
里
將
一
虎
子
來
宮
中
養
、
損
一
宮
人
、
遂
令
生
餓
數
日
而
死
（
天
后
〔
高

宗
の
治
世
に
定
め
ら
れ
た
皇
后
武
則
天
の
称
号
〕
の
時
代
、成
王
千
里
〔
李
千
里
。

本
名
は
仁
〕
が
一
頭
の
虎
を
宮
中
に
連
れ
て
き
て
飼
っ
て
い
た
が
、
一
人
の
宮
人

を
殺
し
た
た
め
、
命
じ
て
ひ
ど
く
飢
え
さ
せ
る
と
数
日
し
て
死
ん
だ
）」
と
あ
る

よ
う
に
、「
生
き
な
が
ら
に
し
て
」「
む
ご
く
も
」「
残
酷
に
も
」
な
ど
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
し
ば
し
ば
含
ま
れ
る
。
捕
縛
や
拘
束
に
関
連
す
る
語
で
あ
る
「
生
杖
」
に

も
ま
た
、
そ
う
し
た
色
合
い
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
四
六
）駈
出
：
追
放
す
る
。『
雜
阿
含
經
』
巻
二
〇
「
婆
羅
門
中
、
有
偸
盜
者
、

或
鞭
或
縛
或
驅
出
國
（
婆
羅
門
の
中
に
、
盗
み
を
は
た
ら
く
者
が
あ
れ
ば
、
鞭
打

ち
ま
た
は
拘
束
も
し
く
は
国
外
追
放
と
す
る
）」。

（
藤
田
）

⓳《
唱
》S.2614

（
原
）　
：
生
杖
魚
鱗
似
雲
集（

一
）、

千
年
之
罪（

二
）未

可
知（

三
）、

七
孔（

四
）之

中
流

四
八

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



P.2319
（
甲
）　
：
生
杖
魚
鱗
似
雲
集
、
千
年
之
罪
未
何
知
、
七
孔
之
中
流

BD
00876

（
戊
）：
生
杖
魚
鱗
似
雲
集
、
千
年
之
罪
未
何
知
、
七
孔
之
中
流

血
汁
。
猛
火
従
孃
口
中
出
、

蘺
×
步
×
従
空
入（

五
）。

由
如
五
百
乗
破
車
聲（

六
）、

血
汁
。
猛
火
従
孃
口
中
出
、
×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×　

血
汁
。
猛
火
従
孃
口
中
出
、
蒺
蘺
従
步
〻
従
空
入
。
由
如
五
百
乗
破
車
聲
、

脊

能（
七
）

扵
管
拾（

八
）。

獄
卒
擎
叉
左
右

、
牛
頭
杷
鏁
東
西
立（

九
）。

一
步
一
倒

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

牛
頭
把
鏁
東
西
立
。
一
步
一
倒

脊

能
扵
管
拾
。
獄
卒
擎
叉
左
右
遮
、
牛
頭
把
鏁□
東
西
立
。
一
步
一
倒

向
前
来
、
目
連
枹
母
翁
咷（

一
〇
）泣

。

向
前
来
、
目
連
抱
母
翁
咷
泣
。

向
前
来
、
目
連
抱
母
翁
咷
哭泣

。

【
現
代
語
訳
】

　
（
母
を
縛
っ
て
い
る
）
杖
は
う
ろ
こ
の
よ
う
に
雲
と
集
ま
り
、
千
年
の
（
償
い

を
必
要
と
す
る
）
罪
（
の
内
容
）
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
七
つ
の
穴
か
ら

血
を
流
し
て
い
る
。
猛
火
は
母
の
口
か
ら
出
て
、
ま
き
び
し
は
歩
く
た
び
空
か
ら

降
っ
て
く
る
。（
そ
の
音
は
）
ま
る
で
五
百
台
の
壊
れ
た
車
が
走
っ
て
い
る
よ
う

で
、
腰
や
背
骨
は
ど
う
し
て
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
獄
卒
は
刺
股

を
持
っ
て
左
右
に
遮
り
、
牛
頭
（
馬
頭
）
は
鎖
を
持
っ
て
東
西
に
立
つ
。
蹌
踉
め

き
な
が
ら
前
に
来
る
と
、
目
連
は
母
に
抱
き
つ
き
、
大
声
で
泣
き
叫
ぶ
。

【
注
】

（
一
）生
杖
魚
鱗
似
雲
集
：「
生
杖（
捕
縛
、拘
束
用
の
刑
具
）」は
前
出
⓲
注（
四
五
）

「
生
杖
」
参
照
。
項
楚
校
は
「
集
」
の
字
は
下
文
の
「
汁
」「
入
」「
拾
」「
立
」「
泣
」

同
様
、
押
韻
字
で
あ
る
た
め
、
当
該
韻
文
の
前
に
は
脱
落
句
が
あ
る
は
ず
と
言
う

が
（『
校
注
』
も
項
楚
校
に
従
う
）、
前
出
の
5
注
（
一
七
）
に
も
指
摘
が
あ
る
よ

う
に
、
韻
文
の
唱
い
始
め
が
三
句
単
位
に
な
る
パ
タ
ー
ン
は
敦
煌
変
文
に
散
見
さ

れ
、
当
時
通
行
し
て
い
た
説
唱
形
式
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
も
し
脱
落
句

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
前
後
の
文
脈
を
鑑
み
る
と
、
そ
の
内
容
は
恐
ら
く
⓲
前
出
句

「
…
鐵
鏁

、
生
杖
圍
遶
…
」
の
「
鐵
鏁

」
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。

（
二
）千
年
之
罪
：
千
年
分
の
罪
か
、
償
い
が
千
年
も
必
要
と
す
る
罪
か
の
二
通
り

の
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
類
似
す
る
用
例
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
こ
で

は
後
者
を
以
て
訳
出
し
た
。
な
お
、『
永
明
智
覺
禪
師
唯
心
訣
』
に
「
欲
知
妙
理
、

唯
在
觀
心
。
恒
沙
之
業
、
一
念
而
能
消
。
千
年
之
暗
、
一
燈
而
能
破
（
真
理
を
知

る
に
は
自
分
の
心
の
本
性
を
観
る
し
か
な
い
。
無
数
な
る
業
は
た
っ
た
一
念
に

よ
っ
て
消
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
千
年
の
暗
闇
は
た
っ
た
一
つ
の
灯
火
に
よ
っ
て

破
れ
る
こ
と
が
あ
る
）」
と
あ
り
、「
千
年
之
暗
」
は
千
年
間
積
み
重
な
っ
た
暗
闇

を
指
す
か
。

（
三
）未
可
知
：P.2319

（
甲
）とBD

00876

（
戊
）は「
未
何
知（
何
故
知
る
だ
ろ
う
）」

と
作
る
が
、「
未
何
知
」
と
な
る
用
例
が
な
く
、字
形
の
類
似
ゆ
え
の
誤
り
か
。「
未

可
」
に
は
「
不
可
（
～
で
き
な
い
）」
と
「
末
必
可
以
（
必
ず
し
も
～
で
き
る
）」

の
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
が
、前
者
を
選
択
し
て
訳
す
。『
春
秋
左
傳
杜
注
』（S.5743

）

四
九

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



「
桓
公
十
二
年
」
に
「
宋
成
未
可
知
也
、
故
又
會
于
虚
（
宋
の
誠
意
を
知
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
再
び
虚
で
会
う
こ
と
と
な
る
）」
と
類
似
す
る
用
例
が

見
ら
れ
る
。

（
四
）七
孔
：
人
の
顔
に
あ
る
鼻
・
目
・
口
・
耳
の
七
つ
の
穴
。
東
晉
の
張
湛
が
注

し
た
『
列
子
』
巻
四
「
仲
尼
第
四
」
に
「
乃
不
知
是
我
七
孔
四
支
之
所
覺
、
心
腹

六
藏
之
所
知
、
其
自
知
而
已
矣
（
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
私
の
七
竅
四
肢
〔
外

的
な
感
覚
器
官
。
顔
に
あ
る
七
つ
の
穴
と
四
本
の
手
足
〕
を
通
し
て
知
覚
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
五
臓
六
腑
〔
精
神
の
宿
る
所
、
元
気
の
生
ず
る
所
。
心
臓
・
肺
臓
・

肝
臓
・
脾
臓
・
腎
臓
の
五
臓
に
、
腎
臓
の
右
の
方
を
命
門
と
し
て
加
え
て
い
う
〕

を
通
し
て
知
覚
す
る
の
か
は
、
一
向
に
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
ひ
と
り
で
に
知
る
だ

け
で
す
）」
と
あ
る
。

（
五
）
（
蒺
）蘺
×
步
×
従
空
入
：「

（
蒺
）
蘺
」
は
マ
キ
ビ
シ
の
こ
と
。
前
出

⓭
注（
五
）「
蒺
蘺
入
腹
如
刀
臂
」参
照
。BD

00876

（
戊
）は「
蒺
蘺
従
步
〻
従
空
入
」

と
な
る
が
、三
文
字
目
の「
従
」は
上
か
ら
消
さ
れ
た
痕
跡
が
見
え
る
。直
後
の「
従
」

に
よ
る
誤
写
か
。S.2614

（
原
）の
「
歩
」
の
後
に
は
踊
り
字
が
な
く
、
文
意
は
通

る
が
六
言
に
な
る
た
め
、
抄
写
す
る
際
の
脱
落
か
と
推
測
さ
れ
る
。P.2319
（
甲
）

は
該
句
を
含
め
て
以
下
四
句
を
欠
く
。

（
六
）由
如
五
百
乗
破
車
聲
：「
由
」
は
「
猶
」
の
通
用
字
。
前
出
2
注
（
二
五
）

「
由
如
大
火
出
蓮
花
」
参
照
。「
乗
」
は
量
詞
。
馬
四
頭
立
て
の
戦
車
一
台
を
一
乗

と
い
う
。「
破
車
」
は
仏
教
関
連
用
語
、
壊
れ
た
車
。「
破
車
聲
」
は
こ
こ
で
は
空

か
ら
降
っ
て
き
た
ま
き
び
し
の
音
と
取
っ
た
が
、
ま
き
び
し
に
打
た
れ
た
母
の
悲

鳴
や
、
打
た
れ
て
骨
が
ギ
シ
ギ
シ
と
す
る
音
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
譬
喩
經
變
文
」

（BD
08333

）「
繞
生
餓
鬼
道
、
受
罪
何
時
了
。
行
似
破
車
聲
、
卧
如
枯
樹
倒
（
回

り
回
っ
て
餓
鬼
道
に
転
生
し
、
苦
し
い
目
に
遭
う
の
は
い
つ
ま
で
だ
ろ
う
。
歩
く

時
は
破
れ
た
車
が
走
っ
て
い
る
よ
う
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
声
を
立
ち
、
横
た
わ
る
時
は

枯
れ
た
木
が
倒
れ
る
よ
う
に
ボ
ロ
ボ
ロ
と
崩
れ
る
）」、「
目
連
緣
起
」（P.2193

）「
慈

母
聞
喚
數
聲
、
撞
身
強
々
起
来
、
状
似
破
車
無
異
（
慈
母
は
〔
目
連
の
〕
呼
び
声

を
聴
い
て
、
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
無
理
矢
理
身
を
起
こ
し
、
そ
の
様
子
は
ま
る
で
壊

れ
た
車
の
よ
う
だ
）」
な
ど
の
例
が
あ
る
。

（
七
）
脊

能
：「

」
は
腰
の
異
体
字
。
前
出
⓲
注
（
四
四
）「
鐵
鏁
×
（
腰
）」

参
照
。「

」
は
「
豈
」
の
異
体
字
、「

能
」
は
「
怎
能
、
哪
能
（
ど
う
し
て
～

が
で
き
よ
う
、
と
て
も
で
き
な
い
）」。

（
八
）扵
管
拾
：「
扵
」
に
つ
い
て
『
校
注
』
で
は
、
抄
本
に
お
い
て
「
相
」
の
草

書
体
は
「
扵
」
と
字
形
が
近
似
す
る
た
め
間
違
え
や
す
く
、
こ
こ
の
「
扵
」
も

「
相
」
で
あ
る
べ
き
と
解
釈
し
て
い
る
。「
管
拾
」
は
『
選
注
』
で
は
「
俟
考
、
疑

指
關
節
轉
動
（
不
明
、
恐
ら
く
関
節
が
動
く
の
意
で
あ
る
と
疑
わ
れ
る
）」
と
説

明
す
る
が
、
前
後
の
文
脈
を
鑑
み
る
と
、
該
句
は
空
か
ら
降
っ
て
き
た
ま
き
び
し

の
激
し
い
攻
撃
を
受
け
た
母
の
腰
や
背
骨
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
描
写
す
る
も

の
と
推
察
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
腰
が
「
轉
動
（
動
く
）」
で
は
な
く
、
腰
を
し
っ

か
り
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
語
は
他
に
あ
ま
り

用
例
が
な
く
、
音
が
近
似
す
る
語
彙
と
し
て
は
「
管
束
（
拘
束
す
る
、
締
め
付
け

る
）」
が
挙
げ
ら
れ
、『
黄
檗
斷
際
禪
師
宛
陵
錄
』
に
「
障
汝
心
故
。
被
因
果
管

束
、
去
住
無
自
由
分
（
業
障
は
汝
の
心
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
因
果
応
報
に
拘
束

さ
れ
れ
ば
、
行
く
こ
と
も
留
ま
る
こ
と
も
自
由
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
）」
と

あ
る
。
た
だ
、「
管
（
か
ま
う
、
配
慮
す
る
）」
と
「
拾
（
慎
む
、
お
と
な
し
く
す

る
）」
の
二
文
字
の
意
味
か
ら
考
え
れ
ば
、「
管
拾
」
の
ま
ま
で
も
「
管
束
」
と
同

五
〇

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



様
の
意
味
に
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
九
）牛
頭
杷
鏁
東
西
立
：「
牛
頭
」
は
「
牛
頭
馬
頭
」
の
省
略
か
。
前
句
「
獄
卒

擎
叉
左
右

」
の
「
獄
卒
」
と
照
応
さ
せ
る
た
め
に
二
字
句
を
用
い
た
の
で
あ
ろ

う
。「
杷
」
は
「
把
（
片
手
で
握
る
、持
つ
）」
と
通
字
。
前
出
⓬
注
（
一
〇
）「
杷
」

参
照
。P.2319

（
甲
）とBD

00876

（
戊
）は
「
把
」
に
作
る
。

（
一
〇
）目
連
枹（
抱
）母

咷
泣
：BD

00876

（
戊
）は
七
字
目
を
「
哭
」
に
作
り
、

こ
れ
を
上
か
ら
消
し
て
、
右
行
間
に
「
泣
」
と
修
正
し
て
書
き
込
ん
で
い
る
。
下

文
の
「
哭
曰
…
」
に
つ
ら
れ
て
誤
写
し
た
か
。

《
唱
》S.2614

（
原
）　
：
哭
曰
、「
由
如
不
孝（

一
一
）順

、
殃
及
慈
母
落
三（

一
二
）塗

。
積

之
家

P.2319

（
甲
）　
：
哭
曰
、「
由
如
不
孝
順
、
云
〻
×
×
×
×
×   

×
×
×
×

BD
00876

（
戊
）：
哭
曰
、「
由
如
不
孝
順
、
殃
及
慈
母
落
三
塗□
。
積
善
之
家

有
慶（

一
三
）餘

、
皇
天
只（

一
四
）没

煞
無
辜
。
阿
孃
昔
日
×
勝
潘（

一
五
）安

、
如
今
燋

頓
摧（

一
六
）。

×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

有
餘
慶
、
皇
天
只
没
絢マ

マ

無
会
。
阿
孃
昔
日
勝
勝
潘
安
、
如
今
燋

頓
摧

。

曽
聞
地
獄
多
辛（

一
七
）苦

、
今
日
方
知
行
路（

一
八
）難

。
一（

一
九
）従

遭
禍

孃（
二
〇
）、

每
日
墳
陵
常

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×

曽
×
地
獄
多
辛
苦
、
今
日
方
知
行
路
難
。
一
従
遭
禍

孃
死
、
每
日
墳
陵
常

祭
祀
。
孃
〻
得
食
喫
已
否
、
一（

二
一
）

容
顏
惣

マ
マ
マ
マ

。」

×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

祭
祀
。
孃
〻
得
食
喫
已
否
、
一

容
顔
惣
顦

マ
マ

。」

【
現
代
語
訳
】

　

泣
き
な
が
ら
言
う
こ
と
に
は
、「
私
の
親
不
孝
の
せ
い
で
、
慈
母
に
災
い
を
及

ぼ
し
て
地
獄
に
堕
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
善
行
を
積
む
家
に
は
余
慶
が
あ
る

と
い
い
ま
す
が
、
お
天
道
様
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
罪
の
な
い
人
を
滅
ぼ
そ
う
と
す

る
の
で
す
か
。
母
は
以
前
潘
岳
よ
り
も
美
し
か
っ
た
の
に
、
今
は
窶
れ
て
じ
き
に

壊
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
以
前
か
ら
地
獄
は
辛
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
聞
き
ま
す

が
、
今
日
は
や
っ
と
行
く
道
の
苦
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
父
母
が
亡
く
な
ら
れ
て

か
ら
、
私
は
毎
日
お
墓
の
前
で
お
祀
り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
母
上
は
食
べ
物
を

召
し
上
が
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
、
容
貌
が
こ
ん
な
に
も
憔
悴
し
て
し
ま

わ
れ
る
な
ん
て
。」

【
注
】

（
一
一
）由
如
不
孝
順
：
最
初
の
二
字
は
三
本
と
も「
由
如（
ま
る
で
～
の
よ
う
だ
）」

と
作
る
。
こ
の
ま
ま
訳
せ
ば
、該
句
の
意
味
は
「
ま
る
で
私
の
親
不
孝
の
せ
い
で
、

母
に
災
い
を
及
ぼ
し
、
三
途
に
堕
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
」
と
な
り
、
実
は

私
の
せ
い
で
は
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
る
た
め
、
内
容
に
そ
ぐ
わ
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
項
楚
校
は
後
出
の
一
文「
目
連
啓
言
、慈
母
、由
児
不
孝
順
、

殃
及
慈
母
、堕
落
三
塗
」
を
も
と
に
、「
如
」
は
「
児
」
に
通
じ
る
と
解
釈
し
、『
校
注
』

は
さ
ら
に
、
写
本
の
中
で
は
「
如
」
と
「
児
」
は
し
ば
し
ば
通
用
す
る
と
の
説
明

を
加
え
て
い
る
。
確
か
に
「
児
」
の
方
が
文
脈
が
通
る
た
め
、こ
こ
で
も
「
由
児
」

を
以
て
訳
す
。P.2319
（
甲
）は
こ
の
句
の
後
に
小
字
「
云
〻
」
を
置
き
、以
下
「
目

五
一

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



連
見
母
却
入
獄
中
」
ま
で
の
韻
文
を
全
て
省
略
し
、
か
わ
り
に
「
其
母
却
駈
入
獄

（
そ
の
母
は
追
い
立
て
て
獄
中
に
入
ら
せ
ま
し
た
）」の
一
言
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

⓲
に
前
出
の
「
駈
出
門
外
」
に
対
応
す
る
た
め
か
。

（
一
二
）殃
及
慈
母
落
三
塗
：「
殃
及
」
は
「
殃わ

ざ
わい

が
お
よ
ぶ
」
の
意
。
前
出
2
注

（
一
七
）「
殃
及
」
を
参
照
。
七
字
目
の
「
塗
」
は
、「

」
と
い
う
誤
字
を
上
か

ら
修
正
し
た
よ
う
に
見
え
る
。「
三
塗
（
三
途
）」
は
前
出
1
注
（
四
）「
三
塗
業
消
」

参
照
。

（
一
三
）積

之
家
有
餘
慶
：「

」
は
「
善
」
の
異
体
字
。『
周
易
・
坤
』「
象
曰
：

積
善
之
家
、必
有
餘
慶
。
積
不
善
之
家
、必
有
餘
殃（〔
象
伝
〕善
行
を
積
む
家
に
は
、

必
ず
余
慶
が
あ
り
、不
善
を
積
む
家
に
は
、必
ず
余
殃
が
あ
る
と
）」
に
由
来
す
る
。

（
一
四
）只
没
：
蔣
禮
鴻
は
「
這
麽
、
如
此
（
こ
ん
な
に
も
、
こ
の
よ
う
に
）」
と

解
釈
し
、
音
通
に
よ
り
「
只
磨
」
な
ど
と
も
書
く
と
い
う
。「
歷
代
法
寶
記
一
巻
」

（S.516

）に
「
唐
和
上
便
問
、
汝
扵
天
谷
山
作
何
事
業
。
吾
荅
一
物
不
作
只
没
忙
。

唐
和
上
報
吾
、
汝
忙
吾
亦
忙
矣
（
唐
和
尚
が
訊
ね
ま
す
。「
あ
な
た
は
天
谷
山
で

何
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
か
。」
私
は
「
何
も
し
て
い
な
い
の
に
、
こ
ん
な
に
忙
し

い
で
す
」
と
答
え
ま
す
。
唐
和
尚
は
さ
ら
に
私
に
言
い
ま
す
。「
あ
な
た
が
忙
し

い
な
ら
、
私
も
忙
し
い
で
す
」）」
と
あ
る
。

（
十
五
）阿
孃
昔
日
×
勝
潘
安
：BD

00876

（
戊
）は
「
阿
孃
昔
日
勝
勝
潘
安
」
と
あ

る
が
、五
字
目
の
「
勝
」
は
上
か
ら
消
さ
れ
て
い
る
。「
潘
安
」
は
潘
岳
（
二
四
七

―
三
〇
〇
）
の
こ
と
。
字
は
安
仁
で
あ
る
ゆ
え
「
潘
安
」
と
略
し
て
称
さ
れ
る
。

西
晋
時
代
を
代
表
す
る
文
人
の
一
人
、
河
南
中
牟
（
現
河
南
省
鄭
州
市
）
の
人
、

類
稀
な
美
貌
の
持
ち
主
と
し
て
知
ら
れ
る
。『
世
説
新
語
』
巻
下
之
上
「
容
止
第

十
四
」
に
「
潘
岳
妙
有
姿
容
好
神
情
。
少
時
挾
弾
出
洛
陽
道
、
婦
人
遇
者
莫
不
連

手
共
縈
之
。
左
太
冲
絶
醜
。
亦
復
效
岳
遊
遨
、
於
是
羣
嫗
齊
共
亂
唾
之
、
委
頓
而

返
（
潘
岳
は
ス
タ
イ
ル
が
よ
く
美
し
く
て
顔
つ
き
が
ハ
ン
サ
ム
だ
っ
た
。
若
い
頃

は
じ
き
弓
を
脇
に
挟
ん
で
洛
陽
の
道
に
出
る
と
、
出
会
っ
た
女
性
は
み
な
手
を
繫

い
で
彼
を
取
り
込
ん
だ
。
左
太
冲
〔
左
思
〕
は
非
常
に
醜
い
男
で
あ
っ
た
。
そ
れ

で
も
潘
岳
の
真
似
を
し
て
外
を
ぶ
ら
つ
く
と
、老
婆
ら
に
一
斉
に
唾
を
か
け
ら
れ
、

し
ょ
ん
ぼ
り
と
帰
っ
て
い
っ
た
）」
と
い
う
。

（
一
六
）如
今
燋

頓
摧

：
四
文
字
目
の
「

」、BD
00876

（
戊
）は
「

」
と
作

り
、
表
記
が
安
定
し
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
燋

」
は
憔
悴
（
や
せ
て
、

衰
弱
す
る
こ
と
。
憂
い
苦
し
ん
で
や
つ
れ
る
こ
と
〔『
広
説
』〕）
と
同
じ
。「
摧

」

に
つ
い
て
は
『
校
注
』
の
引
用
す
る
徐
震
堮
校
に
従
い
、「
摧

」
を
摧
殘
（
破
壊

さ
れ
て
い
る
。
く
だ
け
、そ
こ
な
わ
れ
て
い
る
〔『
広
説
』〕）
と
解
釈
す
る
。『
選
注
』

で
も
同
様
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
一
七
）曽
聞
地
獄
多
辛
苦
：BD

00876

（
戊
）は
「
曽
×
地
獄
多
辛
苦
」
と
あ
り
、

抄
写
の
際
、
二
文
字
目
の
「
聞
」
を
脱
落
し
た
か
。

（
一
八
）今
日
方
知
行
路
難
：「
行
路
難
」
は
楽
府
雑
曲
辞
辭
の
名
。
世
路
の
艱
難

と
離
別
悲
傷
の
意
を
述
べ
た
も
の
で
、
南
朝
宋
・
鮑
照
の
「
擬
行
路
難
」
詩
十
九

首
と
李
白
の
「
行
路
難
」
詩
三
首
は
最
も
有
名
で
あ
る
。
該
句
と
同
一
の
文
句
は

駱
賓
王
の「
從
軍
中
行
路
難
二
首
」詩「
昔
時
聞
道
從
軍
樂
、今
日
方
知
行
路
難（
昔

は
従
軍
す
る
の
が
楽
し
い
と
聞
い
て
い
た
が
、
今
日
は
や
っ
と
行
く
道
の
大
変
さ

を
知
っ
た
）」
に
見
ら
れ
る
。

（
一
九
）一
従
：「
自
従（
～
よ
り
、～
か
ら
）」と
同
じ
。「
王
昭
君
變
文
」（P.2553

）

「
一
從
歸
漢
別
連
（「
連
」
は
「
漠
」
の
誤
り
か
）
北
、
萬
里
長
懷
覇
岸
西
（
漢
と

別
れ
て
匈
奴
に
嫁
い
で
か
ら
、
万
里
を
離
れ
て
い
て
も
胸
の
中
に
は
常
に
覇
陵
岸

五
二

京
都
府
立
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の
西
側
〔
長
安
〕
を
思
う
）」、「
捉
季
布
傳
文
」（P.2648

）「
一
從
罵
殘
高
皇
陣
、

潜
山
伏
草
更
難
辛
（
漢
高
祖
の
陣
を
罵
倒
し
て
破
っ
て
か
ら
、
山
に
潜
み
草
に
伏

し
、
さ
ら
に
苦
し
く
な
っ
た
）」
な
ど
、
変
文
に
よ
く
見
ら
れ
る
。

（
二
〇
）
孃

：「

」
は
「
耶
」
の
異
体
字
、「
爺
」
に
通
じ
る
（
前
出
4
注
（
五
）

「
阿
耶
名
輔
相
」）。「
耶
孃
」
は
父
と
母
の
こ
と
。

（
二
一
）一

：
過
度
に
、
甚
だ
。「
曲
子
詞
抄
」（S.2607

）に
「
東
西
南
北
幾
時

分
、
一
過
交
人
腸
欲
斷
（
東
西
南
北
は
い
つ
分
か
れ
る
の
か
、
甚
だ
人
を
悲
し
ま

せ
る
）」、『
雙
恩
記
』（

Ф096

）に
「
一
過
啼
多
血
滿
腮
、
肝
腸
寸
斷
幾
千
迴
（
鳴

き
す
ぎ
て
ほ
お
が
血
ま
み
れ
に
な
り
、
は
ら
わ
た
は
何
千
回
も
ち
ぎ
れ
る
）」
と

類
似
す
る
用
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
白
居
易
の
「
追
歡
偶
作
」
詩
に
「
樂
天
一

過
難
知
分
、
猶
自
咨
嗟
兩
鬢
絲
（
楽
天
は
甚
だ
身
の
程
知
ら
ず
で
、
い
ま
だ
に
両

鬢
の
白
髪
を
嘆
く
）」
と
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
「
一
過
」
を
「
一
生
涯
」

と
し
て
い
る
が
誤
り
か
。

《
唱
》S.2614

（
原
）　
：
阿
孃
既
得
目
連
言
、
嗚
呼
怕（

二
二
）搦

淚
交
連
。「
昨
輓
我
児
生

P.2319

（
甲
）　
：
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×

BD
00876

（
戊
）：
阿
孃
既
得
目
連
言
、
嗚
呼
怕
搦
淚
交
連
。「
昨
輓
我
児
生

隔
、
誰
知
今
日
重
團團
圓
。
阿
孃
生
時
不（

二
三
）福

、
十

之（
二
四
）

皆
具
足
。
當
時

×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×

死
隔
、
誰
知
今
日
重
團
圎
。
阿
孃
生
時
不

福
、
十

之

皆
俱

。
當
時

不
用
我
児
言
、
受
此
阿
鼻
大
地
獄
。
阿
孃
昔
日
極
芬（

二
五
）榮

、
出
入
羅　

愇
錦
障

×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×　

×
×
×

不
用
我
児
言
、
受
此
阿
鼻
大
地
獄
。
阿
孃
昔
日
極
芬
榮
、
出
入
羅
■
愇
錦
障

行（
二
六
）。

那（
二
七
）勘

受
此
泥□
梨
苦
、
變
作
千
年
餓
鬼
行
。

×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

行
。
郍マ

マ

勘
受
此
泥
梨
苦
、
變
作
千
年
餓
鬼
行
。

【
現
代
語
訳
】

　

母
は
目
連
の
話
を
聞
い
て
、
大
声
で
泣
き
な
が
ら
目
連
を
撫
で
て
申
す
よ
う
。

「
以
前
わ
が
息
子
と
死
別
し
て
、
思
い
が
け
ず
今
日
は
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。

母
は
生
き
て
い
る
間
に
善
い
行
い
を
し
な
か
っ
た
上
、
十
悪
の
罪
を
全
て
犯
し
ま

し
た
。
あ
の
時
わ
が
息
子
の
言
葉
を
聞
か
な
か
っ
た
せ
い
で
、（
今
は
）
こ
の
阿

鼻
地
獄
の
苦
し
み
を
受
け
て
い
ま
す
。
母
は
昔
若
く
て
き
れ
い
で
、
薄
絹
の
帳
を

出
入
り
す
る
時
も
錦
の
垂
れ
物
で
目
隠
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
た
ま
ら
ぬ
こ
と
に

こ
の
地
獄
の
苦
難
を
受
け
て
、
千
年
間
餓
鬼
の
振
る
舞
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

【
注
】

（
二
二
）怕
搦
：
他
に
あ
ま
り
用
例
は
な
い
。
項
楚
校
は
「
伍
子
胥
變
文
」（S.328

）

に
「
子
胥
控
馬
籠
鞭
、就
水
抱
得
小
兒
、拍
搦
悲
啼
吊
問
（
伍
子
胥
が
鞭
を
振
る
っ

て
馬
を
御
し
て
、
水
に
近
寄
る
と
、
子
供
を
抱
き
上
げ
、
軽
く
叩
い
て
、
悲
し
い

声
を
上
げ
な
が
ら
お
悔
や
み
を
い
う
）」と
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
こ
の「
怕
」も「
拍
」

五
三

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



で
あ
ろ
う
と
解
釈
す
る
。「
拍
搦
」
は
軽
く
叩
い
て
な
で
る
の
意
。

（
二
三
）
福
：「

」
は
「
修
」
の
異
体
字
。「
修
福
」
は
幸
福
や
利
益
な
ど
を
も

た
ら
す
善
行
を
積
む
こ
と
。
前
出
5
注
（
四
一
）「
脩
福
」
参
照
。「
妙
法
蓮
華
經

講
經
文
」（P.2305
）に
「
生
前
不
曾
修
福
、
死
堕
阿
毗
地
獄
（
生
前
に
は
善
行
を

積
ま
な
か
っ
た
ら
、
死
後
に
は
阿
鼻
地
獄
に
落
ち
る
）」
と
あ
る
。

（
二
四
）十

之

：「
十
（
悪
）」
は
す
な
わ
ち
殺
生
・
偸
盗
・
邪
婬
・
妄
語
・
悪
口
・

両
舌
・
綺
語
・
貪
欲
・
瞋
恚
・
邪
見
の
こ
と
。
前
出
1
注
（
五
）「
十
善
」
参
照
。

S.2614

（
原
）の
「

」
とBD

00876
（
戊
）の
「

」
は
い
ず
れ
も
「
愆
（
罪
、
過

ち
）」
の
異
体
字
。

（
二
五
）芬
榮
：
榮
華
繁
盛
の
意
。
李
白
の
「
游
謝
氏
山
亭
」
詩
「
病
閑
久
寂
寞
、

歳
物
徒
芬
榮
（
療
養
の
た
め
久
し
く
一
人
静
か
に
暮
ら
す
と
寂
し
く
な
り
、
草
木

は
い
た
ず
ら
に
繁
々
と
生
え
て
い
る
）」
が
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
の
「
芬
榮
」
は

人
の
容
貌
の
若
々
し
さ
、
美
し
さ
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
二
六
）出
入
羅
×
愇
錦
障
行
：「
愇
」
に
つ
い
て
『
校
注
』
で
は
該
字
を
「
幃
」

の
俗
字
と
読
ん
だ
上
で
、
敦
煌
変
文
の
抄
本
で
は
「
巾
」
と
「
忄
」
が
区
別
さ
れ

て
い
な
い
と
説
明
す
る
。「
羅
幃
」
は
薄
絹
の
帳
の
こ
と
。BD

00876

（
戊
）は
四

字
目
（「
憐
」
か
）
を
塗
り
つ
ぶ
し
、下
に
「
愇
」
を
書
い
て
修
正
し
て
い
る
。「
錦

障
」
は
「
錦
鄣
」
と
も
書
き
、「
錦
步
障
（
風
や
塵
、
ま
た
は
視
線
を
遮
る
た
め

に
錦
で
作
ら
れ
て
い
る
屏
風
）」
の
こ
と
。『
竺
僊
和
尙
語
録
』
巻
上
に
「
一
抹
紅

霞
、
千
重
錦
障
、
萬
里
無
雲
（
一
面
の
夕
焼
け
は
、
千
層
の
錦
の
垂
れ
物
の
よ
う

に
見
え
、
万
里
に
渡
っ
て
雲
一
つ
な
い
）」
と
あ
る
。

（
二
七
）那
勘
：「
那
堪
（
ま
し
て
）」
と
通
じ
る
か
。「
張
淮
深
變
文
」（P.3451

）

に
「
念
汝
失
鄕
淪
落
眾
、
那
堪
更
遣
負
寒
霜
（
思
え
ば
あ
な
た
が
故
郷
を
失
っ
て

兵
士
に
落
ち
ぶ
れ
、
そ
の
上
さ
ら
に
寒
霜
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
）」と
類
似
す
る
用
例
が
見
ら
れ
る
。BD

00876

（
戊
）は「
郍
勘
」と
作
る
。「
郍
」

は「
那
」の
異
体
字
。
黄
征『
敦
煌
俗
字
典
』に
類
似
し
た
形
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

《
唱
》S.2614

（
原
）　
：
口
迂
千
迴
拔
出（

二
八
）舌

、
兇（

二
九
）前

百（
三
〇
）

鐵
犁（

三
一
）耕

。
藥
莭
䈥
皮
随

P.2319

（
甲
）　
：
×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×

BD
00876

（
戊
）：
口
迂
千
扷
逥
出
舌
、
兇
前
百

鐵
犁
耕
。
骨
莭
䈥
皮
隨

BD
04085

（
己
）：
□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□

䖏
断
、
不
勞
刀
釰
自
彫
零
。
一
向
湏
臾
千

（
三
二
）

、
于
時
唱（

三
三
）道

却
迴
生
。
入

×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×

䖏

、
不
勞
刀
劒
自
彫
零
。
一
向
湏
臾
千
逥
死
、
于
時
唱
道
却
逥
生
。
入

□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

□

此
獄
中
同
受
苦
、
一
論
貴
賎
輓
公
鄕

（
三
四
）。

汝
向（

三
五
）家

中
懃
祭

、
只
得
郷
闾
孝

×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

 

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×

此
獄
中
同
受
苦
、
不
論
貴
賎
輓
公
卿
。
汝
向
家
中
勤
祭

、
只
得
郷
閭
孝

□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

 

□
□
□
□
□
□
□　

□
□
□
□
□

順（
三
六
）明

。
縱
向
墳
中
澆
暦（

三
七
）酒

、
不
如
抄
冩
一
行（

三
八
）經

。」

×
×　

×
×
×
×
×
×
×　

×
×
×
×
×
×
×

順
名
。
縱
向
墳
中
澆
厯
酒
、
不
如
抄
寫
一
行
経
。」

五
四
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□
□　

□
□
□
□
□
□
□　

嬢
〻
抄
寫
一
行
經□
。」

【
現
代
語
訳
】

　

口
の
中
か
ら
千
回
も
舌
が
抜
か
れ
、
胸
は
百
遍
も
鉄
の
犂
で
耕
さ
れ
ま
し
た
。

骨
の
関
節
も
筋
も
皮
も
至
る
所
で
切
れ
、刀
や
剣
を
煩
わ
せ
な
く
て
も
（
身
体
は
）

自
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
千
回
も
死
に
ま
す
が
、

そ
の
都
度
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
生
き
か
え
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
地
獄
に
入
れ

ば
同
じ
苦
し
み
を
受
け
、
身
分
の
貴
賎
も
官
位
の
高
低
も
一
概
に
裁
か
れ
ま
す
。

あ
な
た
は
家
の
中
で
頻
繁
に
弔
い
を
し
て
も
、
た
だ
郷
里
の
人
々
か
ら
親
孝
行
の

名
を
も
ら
う
だ
け
、
た
と
え
お
墓
に
向
か
っ
て
お
酒
を
注
い
で
も
、
一
行
の
お
経

を
写
す
に
は
及
び
ま
せ
ん
。」

【
注
】

（
二
八
）口

千
迴
拔
出
舌
：BD

00876

（
戊
）は
「
口
迂
千
扷
逥
出
舌
」
と
作
る
。

「
扷
」
は
「
抜
」
の
異
体
字
、「
扷
逥
」
は
「
逥
扷
」
の
誤
り
か
。

（
二
九
）兇
前
：「
兇
」
は
前
出
⓭
注
（
一
）「
兇
」
を
参
照
。
該
字
は
セ
ク
シ
ョ
ン

７□
に
も
認
め
ら
れ
、S.2614

（
原
）が
「
兇
前
不
覺
沾
衣
濕
」
と
す
る
一
方
、
そ
れ

以
外
の
諸
本
は
全
て「
胷
前
不
覺
沾
衣
濕
」に
作
る
。
従
っ
て
、「
兇
」は「
胷（
胸
）」

の
音
通
ま
た
は
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
り
と
推
定
さ
れ
る
。

（
三
〇
）百

：「

（
過
）」
は
量
詞
（
遍
・
回
）、「
百
過
」
は
「
百
遍
」。「
伍

子
胥
變
文
」（S.328

）に
類
似
の
用
例
「
水
底
將
頭
百
過
窺
、
波
上
玉
椀
（
腕
か
）

千
迴
舉
（
水
底
か
ら
百
回
も
そ
っ
と
頭
を
起
こ
し
、
波
の
上
か
ら
千
回
も
玉
の
よ

う
な
腕
を
持
ち
上
げ
る
）」
が
見
ら
れ
る
。

（
三
一
）鐵
犁
耕
：
地
獄
の
酷
刑
の
一
つ
で
、
鉄
の
犁す

き

で
身
体
を
耕
す
こ
と
。
身
体

を
耕
す
例
と
舌
を
耕
す
例
の
両
方
が
確
認
で
き
る
。
身
体
を
耕
す
例
と
し
て
「
目

連
變
文
」の
ほ
か
、『
經
律
異
相
』巻
五
〇
地
獄
部
下「
六
十
四
地
獄
擧
因
示
苦
相
三
」

に
「
四
十
曰
耕
身
。
獄
鬼
以
鐵
犁
耕
身
。
生
時
耕
地
傷
衆
生
、
惡
心
稱
懀
（
四
十

は
身
体
を
耕
す
刑
罰
と
い
う
。
獄
卒
は
鉄
の
犁
を
以
て
そ
の
身
を
耕
す
。
生
き
て

い
る
間
に
土
を
耕
し
〔
土
の
中
に
い
る
〕
衆
生
を
傷
つ
け
て
、
悪
し
き
心
は
甚
だ

憎
た
ら
し
い
）」
が
あ
り
、
舌
を
耕
す
例
に
は
「
目
連
緣
起
」（P.2193

）「
受
罪
之

人
一
日
万
生
万
死
、
或
刀
山
劒
樹
、
或
鐵
犁
耕
舌
、
或
洋
銅
灌
口
（
罪
を
受
け
る

人
は
一
日
の
う
ち
、
万
回
も
生
き
返
り
、
万
回
も
死
ぬ
こ
と
と
な
る
。
或
い
は
刀

の
山
や
劍
の
木
に
登
ら
さ
れ
、
或
い
は
鉄
の
犁
で
舌
を
耕
さ
れ
、
或
い
は
口
に
溶

け
た
銅
を
注
が
れ
る
）」、『
佛
説
師
子
月
佛
本
生
經
』「
我
見
破
戒
人
、
墮
在
泥
犁

中
、
鐵
犁
耕
其
舌
、
臥
在
鐵
床
上
（
私
が
破
戒
し
た
人
を
見
た
と
こ
ろ
、
地
獄
に

堕
と
さ
れ
、
鉄
の
犁
で
そ
の
舌
を
耕
さ
れ
、
鉄
の
ベ
ッ
ト
に
横
た
わ
っ
て
い
た
）」

な
ど
が
見
ら
れ
る
。

（
三
二
）一
向
湏
臾
千

：「
一
向
」
は
前
出
3
注
（
三
七
）「
一
向
子
」
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
た
だ
ち
に
、
た
ち
ま
ち
の
と
こ
ろ
の
意
。「
湏
臾
」
は
本

来
時
間
の
単
位
（
一
昼
夜
の
三
十
分
の
一
、三
十
ラ
ヴ
ァ
）
で
あ
る
が
、
転
じ
て

た
ち
ま
ち
の
間
、つ
か
の
間
、し
ば
ら
く
と
な
る（『
広
説
』）。BD

00876

（
戊
）は「
千

」
を
「
千
逥
」
と
作
る
。
い
ず
れ
も
「
千
回
」
の
意
。

（
三
三
）唱
道
：
前
出
7
注
（
三
五
）「
唱
道
」
で
は
、「
耳
裏
唯
聞
唱
道
急
」
の
「
唱

道
」
を
後
世
の
「
喝
道
」
に
あ
た
る
、
先
払
い
の
声
と
解
釈
し
た
。
こ
こ
も
類
似

す
る
。
獄
卒
が
死
ん
だ
人
に
向
か
っ
て
「
生
き
か
え
れ
」
な
ど
何
ら
か
の
号
令
ま

た
は
呪
文
を
掛
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
。

五
五

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）



（
三
四
）一
論
貴
賎

公
鄕（
鄕
）：
尊
い
人
も
卑
し
い
人
も
、
官
位
の
高
い
人
も
低

い
人
も
関
係
な
い
。BD

00876

（
戊
）は
「
一
論
」
を
「
不
論
」
と
す
る
が
、S.2614

（
原
）の
内
容
と
文
意
に
お
い
て
大
き
な
違
い
は
な
い
。

（
三
五
）向
家
：
家
の
中
で
。「
向
」
は
場
所
を
表
す
介
詞
「
在
（
～
で
）」
に
同
じ
。

（
三
六
）只
得
郷
闾
孝
順
明
：BD

00876

（
戊
）は
七
字
目
の
「
明
」
を
「
名
」
と
作

る
。「
明
」
は
「
名
」
の
音
通
に
よ
る
誤
り
か
。

（
三
七
）暦
酒
：「
暦
」、BD

00876
（
戊
）が
「
厯
」
に
作
る
の
は
、「
瀝
」
と
音

が
通
じ
る
こ
と
に
よ
る
誤
り
か
。
瀝
酒
は
酒
を
地
面
に
注
い
で
願
を
か
け
る
こ

と
や
誓
い
を
立
て
る
こ
と
を
い
う
。
唐
の
王
建
「
歳
晚
自
感
」（『
全
唐
詩
』
巻

三
〇
〇
）
に
「
瀝
酒
願
從
今
日
後
、更
逢
二
十
度
花
開
（
酒
を
注
い
で
願
わ
く
は
、

今
日
か
ら
さ
ら
に
二
十
回
、
花
が
咲
く
こ
と
に
逢
う
よ
う
に
）」
と
あ
る
。
こ
こ

で
は
父
母
の
墓
に
向
か
っ
て
酒
を
注
ぎ
、
祀
る
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
三
八
）不
如
抄
冩
一
行
經
：
一
行
の
経
を
写
す
に
は
及
ば
な
い
。BD

04085

（
己
）

は
こ
の
句
か
ら
判
読
可
能
。
以
降
の
内
容
はS.2614

（
原
）・BD

00876

（
戊
）と
お

お
む
ね
一
致
す
る
が
、
当
該
句
の
最
初
の
二
文
字
「
不
如
」
をBD

04085

（
己
）

の
み
「
嬢
〻
（
お
母
さ
ん
）」
と
す
る
点
が
他
の
二
本
と
異
な
る
。
こ
の
ま
ま
訳

す
と
「
お
母
さ
ん
が
一
行
の
お
経
を
写
す
」
と
な
り
、
こ
れ
が
も
し
誤
り
で
な
い

と
す
る
な
ら
ば
、BD

04085

（
己
）は
他
本
の
よ
う
な
「
縦
～
不
如
…
（
た
と
え
～

で
あ
っ
た
と
し
て
も
…
す
る
に
は
及
ば
な
い
）」
と
い
う
呼
応
関
係
の
文
脈
を
構

成
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
孫
）

　
　
「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ク
シ
ョ
ン
⓬
～
⓳　

担
当
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⓬　

井
口　

千
雪 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⓭　

大
賀　

晶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⓮　

小
松　

謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⓯　

井
口　

千
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⓰　

大
賀　

晶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⓱　

川
上　

萌
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⓲　

藤
田　

優
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⓳　

孫　

琳
浄

（
二
〇
一
九
年
十
月
一
日
受
理
）

（
こ
ま
つ　

け
ん　
　
　

京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）

（
い
の
く
ち　

ち
ゆ
き　

九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
講
師
）

（
お
お
が　

あ
き
こ　
　

京
都
大
学
国
際
高
等
教
育
院
非
常
勤
講
師
）

（
か
つ
き　

れ
い
こ　
　

京
都
府
立
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）

（
か
わ
か
み　

め
ぐ
み　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
）

（
そ
ん　

り
ん
じ
ょ
う　

京
都
府
立
大
学
大
学
院
学
術
研
究
員
）

（
た
ま
き　

な
お
こ　
　

京
都
府
立
大
学
大
学
院
学
術
研
究
員
）

（
た
む
ら　

さ
い
こ　
　

立
命
館
大
学
言
語
教
育
セ
ン
タ
ー
嘱
託
講
師
）

（
ふ
じ
た　

ゆ
う
こ　
　

京
都
府
立
大
学
非
常
勤
講
師
）

（
み
や
も
と　

は
る
か　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
） 五

六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
一
号



　

本
訳
注
は
小
松
が
交
付
を
受
け
て
い
る
平
成
三
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
・
基
盤
研
究
C
・
課
題
番
号
一
九
K
〇
〇
三
七
五
「
全
文
翻
訳
と
詳
細
な
注
釈

作
成
に
よ
る
『
水
滸
伝
』
の
研
究
」、
井
口
が
交
付
を
受
け
て
い
る
平
成
三
十
一

年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究
・
課
題
番
号
一
八
K
一
二
三
一
〇
「
明

代
武
官
を
中
心
と
し
た
社
会
的
異
種
階
層
間
の
文
学
的
交
流
の
研
究
」、
川
上
が

交
付
を
受
け
て
い
る
平
成
三
十
一
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
特
別
研
究
員

奨
励
費
・
課
題
番
号
一
九
J
〇
一
九
七
七
「『
懐
風
藻
』
編
纂
意
図
の
解
明
―
日

本
漢
文
学
史
の
構
築
に
向
け
て
―
」、
お
よ
び
宮
本
が
交
付
を
受
け
て
い
る
平
成

三
十
一
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番
号
一
九
J

〇
一
〇
九
七
「
漢
籍
解
釈
か
ら
見
る
言
語
観
の
確
立
―
―
日
本
近
世
期
に
お
け
る

唐
話
学
再
評
価
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

五
七

「
大
目
乾
連
冥
間
救
母
變
文
」
訳
注
（
三
）




